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生徒より

特
集  

地
域
連
携
の
あ
り
方
を
問
う

人
は
生
ま
れ
る
場
所
を
選
べ
な
い
の
に
、
な

ぜ
、
生
ま
れ
た
場
所
に
よ
っ
て
人
生
が
左

右
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。
高
校
時
代
、
中
国
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
そ
う
し
た
疑

問
を
抱
い
た
私
は
、
社
会
的
流
動
性
を
高
め
る

た
め
に
は
公
教
育
が
鍵
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
教
職
に
就
い
た
今
、
生
徒
が
将
来
、
社
会
に
主

体
的
に
か
か
わ
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
ど
の
教

育
活
動
で
も
、
非
認
知
能
力
の
育
成
を
意
識
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
１
日
の
気
づ
き
や
家
庭
学

習
等
を
記
録
す
る「
日ひ

び々

新あ
ら
た

」は
、
毎
日
ク
ラ
ス

全
員
に
提
出
さ
せ
、
私
が
一
人
ひ
と
り
へ
コ
メ
ン

ト
を
書
い
て
返
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
振

り
返
り
の
言
語
化
を
通
じ
て
、
メ
タ
認
知
能
力

や
計
画
的
実
行
力
の
育
成
を
図
る
た
め
で
す
。

　
本
校
は
昨
年
度
か
ら
、「
地
域
と
の
協
働
に
よ

る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
社
会
に
貢
献
で
き
る
世
界
的
視

野
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、
担
当

す
る
英
語
の
授
業
で
、
常
識
や

ル
ー
ル
が
通
用
し
な
い
状
況
に

ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
ら
れ

る
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
疑
似
体
験
ゲ
ー
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
年
生
は
入
学
し

て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、
ク

ラ
ス
に
課
題
が
見
つ
か
る
と
、

よ
り
よ
い
ク
ラ
ス
に
し
よ
う
と

自
ら
行
動
す
る
生
徒
た
ち
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、教
師
は
普
通
科
・

探
究
科
の
区
別
な
く
授
業
を

受
け
持
ち
ま
す
。
赴
任
１
年
目

の
私
も
両
科
の
授
業
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
授
業
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
放
課
後
に
行
う
中
国

人
講
師
の
中
国
語
講
座
を
、
生
徒
に
交
じ
っ
て
受

講
し
始
め
ま
し
た
。
私
の
教
師
と
し
て
の
成
長

に
加
え
て
、生
徒
が
英
語
以
外
の
語
学
に
関
心
を

持
ち
、
大
人
に
な
っ
て
も
学
ぶ
大
切
さ
を
感
じ
て

く
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
大
き
な
目
標
で
も

応
援
し
て
く
れ
る
の
が
、
川

崎
先
生
で
す
。
読
ん
で
お
く
と
よ

い
本
や
学
ぶ
べ
き
こ
と
な
ど
を
、
具

体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま

す
。「
頑
張
れ
」「
あ
と
少
し
」な
ど
と
、

「
日
々
新
」
に
添
え
ら
れ
る
一
言
も

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
受
け

て
い
る
中
国
語
講
座
で
、
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
フ
レ
ー
ズ
を
話
す
先
生
の

姿
か
ら
、
目
標
達
成
後
も
新
た
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
っ
て

き
た
今
、一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な

る
学
校
づ
く
り
に
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
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葉
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梨
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６
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短時間の練習でも
強くなるには？

部活動を通して
何を目指す？

先生がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

週３日、短時間の練習でも「花園」へ。
目指したのは「最も記憶に残るチーム」

上
う え

柳
やなぎ

政
しょう

太
た

さん・高校２年生（左）／丸尾 瑛
え い

さん・高校３年生（右）

静岡県・私立静岡聖光学院中学校・高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第4 回

部
31
年
目
の
２
０
０
９
年
に
初
め

て
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
出
場
を
果
た
し
て
以

来
、
21
年
12
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第

１
０
１
回
大
会
を
含
め
て
７
度
、
東
大
阪

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手

に
し
て
き
た
静
岡
聖
光
学
院
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
。文
武
両
道
を
掲
げ
る
同
校
で
は
、

練
習
日
は
火
・
木
・
土
曜
日
の
週
3
日
で
、

練
習
時
間
も
夏
季
90
分
・
冬
季
60
分
と
極

め
て
短
時
間
だ
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
丸
尾
瑛え

い

さ
ん
は
、「
目

の
前
の
練
習
を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
で
練
習
中
に
課
題
を
見
つ
け
、
プ

レ
ー
の
質
を
高
め
る
よ
う
に
常
に
心
が
け

て
い
る
」
と
、強
さ
の
秘
密
を
説
明
す
る
。

水
分
補
給
時
に
は
全
力
疾
走
で
集
合
し
、

補
水
し
な
が
ら
部
員
同
士
で
プ
レ
ー
を
振

り
返
り
、課
題
と
改
善
策
を
即
座
に
考
え
、

実
行
す
る
。
ま
た
、
学
年
の
違
い
を
気
に

せ
ず
に
意
見
を
言
い
合
え
る
よ
う
に
、
部

員
同
士
は
互
い
を
常
に
呼
び
捨
て
だ
。

　
部
員
の
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
同
部
の
特
徴
の
１
つ
だ
。
短
い
練

習
時
間
の
中
に
も
、
各
自
が
自
分
に
必
要

だ
と
考
え
た
練
習
に
取
り
組
む「
主
体
練
」

の
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、キ
ャ

プ
テ
ン
の
ほ
か
に
、
海
外
チ
ー
ム
と
の
渉

創

編集部からのお知らせ

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い
学び　授業実践」で紹介した、愛媛県立三島高校・内

う つ み

海篤
あつひこ

彦先
生の美術の授業と、大分県立大分舞鶴高校・佐藤秀信先生の国
語の授業の様子を、ダイジェスト動画でご覧いただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、
現場の教師や識者のオピニオンなどを「express＝速達」でお伝えします。

誌面で紹介した２つの授業が動画で見られる！

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

学校と地域の連携を深める対話のあり方について考えます！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
本誌18ページを
ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

本誌特集テーマとも
連動！

開催日時 2022年2月4日（金）
	 16時00分〜17時10分
形式	 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2022年1月28日（金）　
参加費	 無料

◀内海先生の授業では、生徒が「最も美
しいと感じるチョウ」を探し、その言語化
を通じて学びを深める様子が分かります。

▶佐藤先生の授業では、生徒がグループ
ワークで活発に意見を出し合い、１つの
答えを導いていく様子が分かります。

アクセスは
こちら！

認定ＮＰＯ法人
カタリバ職員
大槌町教育委員会
教育専門官

菅
か ん

野
の

祐太

講師

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE	アプリの
「友だち追加」＞「ID	検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

第1弾「目指せ、アクティブティーチャー！		ともに一歩を踏み出そう！」
企画：埼玉県立朝

あさ

霞
か

高校　教諭　浅見和寿

開催日時 2021年12月27日（月）
	 13時00分〜15時00分

形式	 オンライン（ライブ配信）
※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法

右の2次元コード、または下記URLから登録してください。
https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we8df68787/form.php

参加申し込み締め切り　2021年12月22日（水）　
参加費	 無料

これからの学校を担う！
若手教師・教育創造M

ミーティング

TG メンバー企画 オンライン勉強会のご案内
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学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

れ
る
と
２
人
は
言
う
。
ま
た
、
部
員
同
士

の
話
し
合
い
が
円
滑
に
進
ま
な
い
時
、
大

人
数
の
前
で
は
な
か
な
か
意
見
を
言
え
な

い
部
員
が
い
る
か
ら
だ
と
分
か
れ
ば
、
ま

ず
は
２
、３
人
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
か

ら
全
体
で
議
論
す
る
な
ど
、
話
し
や
す
い

環
境
に
な
る
よ
う
に
工
夫
も
す
る
。

　
丸
尾
さ
ん
は
、
部
活
動
で
培
っ
た
協
働

的
な
課
題
発
見
力
や
問
題
解
決
力
を
生
か

し
て
、
大
学
で
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
関

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
学
び

た
い
と
考
え
て
い
る
。
上
柳
さ
ん
が
志
望

す
る
の
は
、
留
学
生
な
ど
、
多
様
な
価
値

観
を
持
っ
た
人
た
ち
と
現
代
社
会
の
問
題

に
つ
い
て
議
論
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
大

学
だ
。
同
じ
目
標
を
目
指
す
部
員
た
ち
が

対
話
を
重
ね
な
が
ら
培
っ
た
力
は
、
予
測

困
難
な
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
よ
り
よ
く
変

革
す
る
力
と
な
っ
て
花
開
く
だ
ろ
う
。

外
担
当
や
デ
ー
タ
分
析
担
当
な
ど
、
部
活

動
の
運
営
上
で
必
要
な
役
割
や
、
ス
ク
ラ

ム
や
モ
ー
ル
と
い
っ
た
プ
レ
ー
ご
と
の

リ
ー
ダ
ー
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
全
員
が

必
ず
１
つ
役
割
を
担
う
。
練
習
試
合
な
ど

で
来
校
し
た
他
校
の
チ
ー
ム
が
心
地
よ
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
心
を
込
め
た
待
遇
を
行

い
、
遠
征
先
で
は
整
理
・
整
頓
・
清
掃
を

徹
底
す
る「
オ
フ・ザ・グ
ラ
ウ
ン
ド・リ
ー

ダ
ー
」
を
務
め
る
上う

え

柳や
な
ぎ

政し
ょ
う

太た

さ
ん
は
、「
監

督
が
部
員
に
任
せ
て
く
れ
る
分
、
自
分
た

ち
が
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
責
任
を
感
じ
る
」
と
話
す
。

級
生
や
監
督
の
指
示
を
待
た
ず

に
、
主
体
的
に
今
す
べ
き
こ
と
を

判
断
し
、
行
動
で
き
る
理
由
は
、
部
員
全

員
が
目
標
を
共
有
し
、
そ
れ
を
強
く
意
識

し
て
い
る
か
ら
だ
と
丸
尾
さ
ん
は
言
う
。

　「
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
何
を
目
指
す
の

か
を
語
り
合
い
、
目
線
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
私
た
ち
の
目
標
は
、『
最

も
記
憶
に
残
る
チ
ー
ム
』
に
な
る
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
、
今
年
２
月
の
県
の
新
人

戦
で
３
位
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

誰
の
記
憶
に
も
残
ら
な
い
チ
ー
ム
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
で
も
、
こ
こ
か
ら
勝
ち
上
が

れ
ば
、
多
く
の
人
の
記
憶
に
残
る
チ
ー
ム

に
な
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
よ
う

と
話
し
合
い
ま
し
た
」

　
と
は
い
え
、
部
員
間
で
意
識
や
行
動
に

ズ
レ
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ

ん
な
時
は
、
改
め
て
目
標
に
立
ち
返
り
、

話
し
合
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
部
室
の
掃
除
１
つ
を
と
っ
て
も
、『
こ

の
く
ら
い
で
十
分
だ
』
と
考
え
る
人
も

い
れ
ば
、『
も
っ
と
細
部
に
こ
だ
わ
ろ
う
』

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
識
の

ズ
レ
を
見
逃
さ
ず
、『
そ
も
そ
も
僕
た
ち

が
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
』『
部

室
の
掃
除
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
て
、

目
標
達
成
の
た
め
に
は
ど
こ
ま
で
す
る
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
』
と
話
し
合
え
る
の
が

真
の
チ
ー
ム
で
す
。
相
手
の
話
を
聞
き
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
、
意
見
が
違
え
ば
話

し
合
う
。
相
手
が
先
輩
で
あ
っ
て
も
そ
れ

は
変
わ
り
ま
せ
ん
」（
上
柳
さ
ん
）

　
互
い
の
長
所
を
認
め
合
う
雰
囲
気
を
つ

く
る
こ
と
で
、
誰
も
が
臆
せ
ず
に
意
見
を

言
え
、
異
論
を
受
け
入
れ
る
風
土
が
生
ま

上

設
立	

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校

生
徒
数	

１
学
年
約
80
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
千
葉
大
、
静
岡
大
、
広
島
大
、
国
際
教
養

大
な
ど
に
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
東
京
医

科
大
、
東
京
理
科
大
、
日
本
医
科
大
、
同
志
社
大
な
ど
に

延
べ
１
５
７
人
が
合
格
。
海
外
大
学
に
６
人
が
合
格
。

　本校の部活動の練習時間は、確か
に短いです。しかしどの部も、でき
ないことを挙げて言い訳をするので
はなく、今の環境でできることを考
え、実行しようとしています。ラグ
ビー部では、陸上競技の指導者やメ
ンタルコーチなど、様々な専門家に
協力を仰ぎ、勝つために自分たちに
必要な練習を追究しています。生徒
には、「これで勝てたら日本の高校
スポーツ、日本の教育が変わるよ。
ワクワクするね」と話しています。
　ラグビーの強豪校出身である私に
は、自分なりの成功体験や価値観が
ありました。しかし、生徒主体であ
るためには、そうしたものを手放す
ことも必要でした。指導者自身が
成長し続けようという思いを持つこ
と、そして、生徒自身が、よかった
こと、不足していることを振り返り、
次の行動につなげることができる
チームは、チャレンジした数だけ強
くなるのだと思います。

まずは教師が、自身の
成功体験を手放す

静岡県・私立
静岡聖光学院
中学校・高校
アカデミア部部長
保健体育科主任
高校ラグビー部監督

奥村祥
しょう

平
へ い
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	 	 丸尾　瑛

えい

さん（高校３年生）　上
うえ

柳
やなぎ

政
しょう

太
た

さん（高校２年生）
	 	 静岡県・私立静岡聖光学院中学校・高校
 38 データから考える！　指導のnext
	 	 ピックアップデータ　東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所
　　　　　　　　　　　　「子どもの生活と学びに関する親子調査」
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  P. 16	 本特集テーマのｎｅｘｔ
	 	 学校と地域をつなぎ、双方の課題に協働して取り組む「コーディネーター」
	 	 認定ＮＰＯ法人カタリバ職員、大槌町教育委員会教育専門官  菅

かん

野
の

祐太

  P. 4	 地域連携のあり方を問う	─座談会─
	 	 埼玉県立小川高校　教頭  篠田俊文 ／ 熊本県立熊本工業高校　土木科科長  猿

さ る

渡
わたり

和博 ／ 
  宮崎県立都

みやこのじょう
城西

にし
高校　フロンティア科主任  福田映

え り

李
い

  P. 4	 現状整理 		
	 	 取り組みが広がる一方で、課題も多い地域連携

 P. 6	 実践紹介1 		 埼玉県立小川高校
	 	 地域を「活かす」学びを各教科の授業で展開し、探究を深める

 P. 8	 実践紹介2 		熊本県立熊本工業高校
	 	 地域の産学官が連携し、災害対応型エンジニアの育成プログラムを構築

 P. 10	 実践紹介3 		宮崎県立都城西高校
	 	 生徒が直接企業とかかわり、地元企業が抱える課題に取り組む探究学習を推進

  P. 12	 見解提示 		
	 	 活動の目的や生徒の変容を、かかわるすべての人と共有し、連携上の課題を乗り越える

特集

　　　　の
あり方を問う
２０２１年も残りあとわずか。２０２２年は、いよいよ高校で新学習指導要領が実施されます。今回の改訂では、「社会に開か
れた教育課程」の実現が求められていますが、それは、“よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る”という理念を
学校と社会とが共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求められる資質・能力を子どもたちに育むことを意味してい
ます。学校や生徒にとって最も身近な社会は “ 地域 ”です。実際、多くの学校が、探究学習を中心とした教育活動にお
いて、地域と連携・協働しています。一方で、全国の高校教師を対象にしたベネッセ教育総合研究所の調査（＊）では、約
７３％が「外部機関との連携が難しい」と回答するなど、社会との連携に難しさを感じている学校・教師も少なくありません。
そこで、本特集は、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、どのような地域連携を目指すとよいのか、地域連携を
推進する上で生じる問題をどのように解決していけばよいのか、先進校の先生方とともに考えました。ぜひ、ご一読ください。

編集部　統括責任者　柏木 崇	

＊ベネッセ教育総合研究所「高校教員調査」（2021 年８～９月実施、回答者数 3,214 人）

地域連携
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編
集
部
　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

重
要
な
事
項
の
、
す
べ
て
の
基
盤
と
な

る
考
え
方
が
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」で
す
。
そ
れ
は
、「
よ
り
よ
い
学

校
教
育
を
通
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創

る
」
と
い
う
理
念
を
学
校
と
社
会
と
が

共
有
し
、
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
生

徒
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と

な
く
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
け
る

の
か
、
そ
し
て
、
あ
る
べ
き
地
域
連
携

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
地
域
連
携
を

先
進
的
に
実
践
し
て
き
た
３
校
の
先
生

方
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
　
そ
れ
で
は
、
３
校
の
先
生
方

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
し
て
い
る
地
域

連
携
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

埼
玉
県
立
小
川
高
校
・
篠
田
俊
文
　
本

校
で
は
、
文
部
科
学
省
「
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事

業
」（
地
域
魅
力
化
型
）の
指
定
を
受
け
、

地
域
人
材
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
の

実践紹介現状整理 見解提示

座談会

を
目
指
す
も
の
で
す
。
近
年
、
多
く
の

高
校
が
、
学
校
や
生
徒
に
と
っ
て
身
近

な
社
会
で
あ
る
地
域
と
連
携
し
た
教
育

活
動
、い
わ
ゆ
る「
地
域
連
携
」に
取
り

組
ん
で
お
り
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』

高
校
版
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
半
数

近
く
の
学
校
が
地
域
連
携
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」な
ど
で
、
地

域
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
１

つ
の
形
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
現
場
の
教
師
か
ら
は
、
地

域
連
携
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
声
①
「
特
定
の
教
師
に
負
担
が

集
中
し
て
い
る
」

現
場
の
声
②
「
一
部
の
教
師
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
学
校
の
取
り
組
み
と
し
て

の
持
続
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
」

現
場
の
声
③
「
取
り
組
み
の
意
義
を
理

解
し
て
い
な
い
生
徒
、
教
師
が
い
る
」

現
場
の
声
④
「
負
担
が
大
き
い
割
に
は
、

成
果
が
見
え
に
く
い
」

現
場
の
声
⑤
「
地
域
が
生
徒
を
『
人
手
』

と
見
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
学
び
に
結

び
つ
く
活
動
に
な
っ
て
い
な
い
」

　
ど
の
よ
う
な
地
域
連
携
を
目
指
せ

ば
、
①
〜
⑤
の
よ
う
な
声
を
生
む
こ
と

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
に
向
け
て
必
要
な
地
域
連
携

地
域
連
携
の

あ
り
方
を
問
う

─
座
談
会
─

先
進
的
に
地
域
連
携
を
進
め
る

３
校
の
実
践
か
ら
学
ぶ

取
り
組
み
が
広
が
る
一
方
で
、

課
題
も
多
い
地
域
連
携

埼
玉
県
立
小
川
高
校
　教
頭
　篠
田
俊
文

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

　土
木
科
科
長

　猿さ
る

渡わ
た
り

和
博

宮
崎
県
立
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城

西に
し

高
校

　フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
主
任

　福
田
映え

り

李い

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
実
現
す
る
上
で
も
重
要
な
「
地
域
連
携
」。
先
進
的
に
地
域
連

携
に
取
り
組
ん
で
き
た
３
校
の
教
師
が
、
あ
る
べ
き
地
域
連
携
の
姿
と
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
視

点
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

現
状
整
理
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指
定
校
で
あ
る
本
校
で
は
、
土
木
科
、

建
築
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
科
の
３
科
に
お

い
て
、
産
学
官
協
働
に
よ
り
「
災
害
対

応
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
を
育
成
す
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
授

業
で
は
な
か
な
か
接
す
る
機
会
が
な
い

新
技
術
、
そ
し
て
、
企
業
や
大
学
が
取

り
組
ん
で
い
る
課
題
や
、
職
業
人
や
研

究
者
が
注
い
で
い
る
情
熱
に
生
徒
が
触

れ
ら
れ
る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
立
都
城
西
高
校
・
福
田
映
李
　

２
０
２
１
年
度
か
ら
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
で
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
た
探
究
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
に
探
究
学
習
の
進
め
方
な
ど
を

学
ん
だ
上
で
、
２
年
次
に
企
業
と
連
携

し
、
社
会
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
探
究

し
ま
す
。
地
方
公
立
高
校
の
普
通
科
で

は
、
少
子
化
や
学
区
制
の
撤
廃
な
ど
で

生
徒
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
生

徒
に
は
、
主
体
性
を
発
揮
し
、
学
び
続

け
る
た
め
に
必
要
な
自
己
肯
定
感
を
育

む
た
め
の
１
つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
　

3
校
の
取
り
組
み
の
詳
細
な

内
容
を
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
実
践
紹
介
で

お
伝
え
し
た
上
で
、12
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

3
校
の
取
り
組
み
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
連
携
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し

て
、
現
場
の
声
①
～
⑤
の
よ
う
な
課
題

を
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
け

ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
３
校
の
先
生

方
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

＊　「おがわ学」ホームページ　https://sites.google.com/center.spec.ed.jp/ogawagaku/

教
育
資
源
を
活
用
し
、
探
究
的
な
学
習

に
取
り
組
む
「
お
が
わ
学
」
を
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
各
教
科
の
授

業
等
に
お
い
て
展
開
し
て
い
ま
す
。小・

中
学
校
、
高
校
と
、
連
続
性
を
持
っ
た

取
り
組
み
で
あ
り
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
授

業
動
画
も
公
開
し
て
い
ま
す
（
＊
）。

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校
・
猿
渡
和
博
　

文
部
科
学
省 「
ス
ー
パ
ー・プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
事
業
の

教
頭篠田

俊
文　

し
の
だ
・
と
し
ふ
み

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。

土
木
科
科
長

猿
渡
和
博　

さ
る
わ
た
り
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年

目
。
工
業
科
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
主
任

福
田
映
李　

ふ
く
だ
・
え
り
い

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。
理
科
（
生
物
）。

先進的に地域連携を実践してきた
３校の取り組みの詳細を、次ページから紹介

埼
玉
県
立
小
川
高
校

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

宮
崎
県
立
都
城
西
高
校

進
学
選
抜
ク
ラ
ス
と
普
通
ク
ラ
ス
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
進
路
の
実
現
を
目
指
す
。
全
国
大
会
23
年
連
続
出

場
の
少
林
寺
拳
法
部
、
全
国
大
会
常
連
の
グ
ロ
ー
カ
ル
メ

デ
ィ
ア
研
究
部
（
放
送
部
）
を
始
め
、
部
活
動
も
盛
ん
。

設
立
　
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
４
年
制
大
は
、
城
西

大
、
駿
河
台
大
、
国
士
舘
大
、
大
東
文
化
大
、
拓
殖
大
、
東
京

国
際
大
、
東
京
電
機
大
、
東
洋
大
、
立
教
大
、
立
正
大
な
ど
に

延
べ
60
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
94
人
。
就
職
29
人
。

明
朗
真
摯
・
創
意
工
夫
・
友
愛
協
調
を
教
育
綱
領
に
掲
げ

る
。
春
・
夏
合
わ
せ
て
計
43
回
の
甲
子
園
出
場
を
誇
る
野

球
部
な
ど
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
経
験
を
持
つ
部
が
多
い
。

設
立
　
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
科
・
電
気
科
・
電
子
科
・
工

業
化
学
科
・
繊
維
工
業
科
・
土
木
科
・
建
築
科
・
材
料
技
術
科
・

イ
ン
テ
リ
ア
科
・
情
報
シ
ス
テ
ム
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
４
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、
佐
賀

大
、
熊
本
大
、
大
分
大
な
ど
に
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専

修
大
、
東
海
大
、
東
京
農
業
大
、
関
西
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延

べ
48
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
48
人
。
就
職
２
７
２
人
。

校
訓
に
、
理
想
（Ideal

）、
優
雅
（G

race

）、
自
主
自
律

（Independence

）
を
掲
げ
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
は
、
探

究
学
習
や
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
研
究
者
・
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

設
立
　
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、

九
州
大
、
熊
本
大
、
宮
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市
立
大
、

宮
崎
県
立
看
護
大
、
宮
崎
公
立
大
な
ど
に
42
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
専
修
大
、
東
海
大
、
久
留
米
大
、
西
南
学
院
大
、
福
岡
大
、

南
九
州
大
な
ど
に
延
べ
１
８
３
人
が
合
格
。

◎
学
校
概
要

◎
学
校
概
要

◎
学
校
概
要

地域連携のあり方を問う
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埼
玉
県
立
小
川
高
校
は
、
２
０
１
9

年
度
、
文
部
科
学
省
「
地
域
と
の
協
働

に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事

業
」（
地
域
魅
力
化
型
）の
指
定
を
受
け
、

町
内
の
小
・
中
学
校
と
と
も
に
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
探
究
学
習
「
お
が
わ

学
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
事
業
指
定

初
年
度
に
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
小

川
町
政
策
推
進
課
、同
町
教
育
委
員
会
、

同
町
立
小
・
中
学
校
、
高
校
（
同
校
）、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
、
産
業
・
観
光
・

文
化
団
体
の
代
表
者
、
学
校
地
域
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
か
ら
成
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し
、「
お
が
わ

に
向
け
て
、
生
徒
が
地
域
課
題
を
見
つ

け
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
考
え
る
と

い
う
授
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る

か
、
そ
し
て
、
地
域
人
材
が
ど
の
よ

う
に
生
徒
に
か
か
わ
れ
ば
よ
い
か
だ
っ

た
。
進
路
指
導
主
事
の
谷や

の野
浩
人
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
地
域
の
自
然
や
産
業
な
ど
を
題
材

に
し
た
授
業
で
は
、
町
外
出
身
の
生
徒

に
は
得
る
も
の
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
目
的
は
探
究
学
習
で
あ
り
、

町
は
題
材
の
１
つ
で
す
。
そ
の
点
を
ま

ず
は
教
師
自
身
が
理
解
し
、
地
域
人
材

に
も
伝
え
て
、指
導
案
を
練
り
ま
し
た
」

　
事
業
指
定
２
年
目
か
ら
、
教
科
の
授

業
や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」、
Ｌ

Ｈ
Ｒ
で
本
格
的
に
「
お
が
わ
学
」
を
実

施
し
て
い
る
（
図
）。
授
業
に
招
く
地

域
人
材
に
は
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

で
、
自
身
の
体
験
の
中
で
生
徒
が
関
心

を
持
ち
そ
う
な
話
題
、
生
徒
に
考
え
さ

せ
た
い
題
材
に
絞
っ
て
話
し
て
も
ら
う

よ
う
に
依
頼
。
生
徒
が
授
業
後
に
取
り

組
む
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
渡
し
、
授
業

の
ゴ
ー
ル
を
共
有
す
る
場
合
も
あ
る
。

学
」
で
育
成
を
目
指
す
児
童
・
生
徒
の

姿
を
「
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
深
く
考

え
、
主
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
児
童
・
生
徒
」
な
ど
の
３
つ
に
設
定
。

そ
の
達
成
に
向
け
、
小
学
校
は
小
川
町

に
つ
い
て「
知
る
」、中
学
校
は「
学
ぶ
」、

高
校
は
「
活
か
す
」
と
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
内
容
と
し
、
地
域
課
題
に
取
り

組
む
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
12
年

間
で
体
系
的
に
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
た
。

　
同
校
で
は
、
校
内
の
「
お
が
わ
学
」

の
推
進
や
校
内
外
の
調
整
を
担
う
「
地

域
連
携
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
具
体

的
な
授
業
づ
く
り
は
各
教
科
会
で
検
討

を
進
め
た
。
そ
の
際
に
議
論
に
な
っ
た

の
が
、
高
校
が
担
う
「
活
か
す
」
学
び

実践紹介現状整理 見解提示

座談会

※学校資料を基に編集部で作成。

「おがわ学」の主な授業図

１
年
次

現代社会
小川町の人口や産業、交通など、町の状
況を把握し、町の行政について調べ、町
に必要な施策を検討する。

生物基礎
町の自然環境について様々な条件で調べ、
外来生物（植物）の繁殖とも比較しながら、
町の課題を探る。

地理Ａ・
コミュニ
ケーション
英語Ⅰ・
情報

「地理Ａ」で町について調べ、テーマ別マッ
プを作成。「コミュニケーション英語Ⅰ」で、
観光名所を説明する英文を作り、「情報」
でそれらを統合した英語版の観光案内地
図を作成する。

２
年
次

世界史
Ａ・Ｂ

記録媒体の歴史を学ぶ単元で、地域の和
紙作家から、ユネスコ無形文化遺産に登
録された和紙について学ぶ。

古典Ｂ
町内に点在する『万葉集』の歌碑を巡り、
『万葉集注釈』と照合しながら、和歌の意
味や背景を調べる。

家庭基礎
地域の有機農家から、地産地消や町で栽
培される食材について学び、それらを使
用した料理を通じて、食について考える。

３
年
次

総合的な
探究の
時間

和紙や万葉集などの地域資源を生かした
町づくりについて、テーマごとに12の講
座に分かれ、グループでフィールドワーク
などを行いながら探究を深めていく。

地
域
を
「
活
か
す
」
学
び
を

各
教
科
の
授
業
で
展
開
し
、

探
究
を
深
め
る

実
践
紹
介
1

事
前
に
授
業
の
目
的
や
展
開
を

地
域
人
材
と
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ

地
域
に
か
か
わ
る
多
様
な
立
場
の

メ
ン
バ
ー
で
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築

埼
玉
県
立
小
川
高
校
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　「
地
域
人
材
に
授
業
の
意
図
を
説
明

し
た
上
で
、
授
業
で
話
す
内
容
の
レ

ジ
ュ
メ
を
事
前
に
い
た
だ
き
、
そ
の
中

で
重
点
的
に
話
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
す

り
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
地
域
人
材
と
打

ち
合
わ
せ
た
内
容
や
授
業
の
展
開
な
ど

は
、
指
導
案
に
し
て
記
録
に
残
し
、
次

年
度
以
降
、
担
当
者
が
代
わ
っ
て
も
継

続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
地
域
人
材
と
学
校
と
の
最
初
の
調
整

は
、
学
校
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
担
う
。
21
年
度
か
ら
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
新
井
和
弘
さ
ん

は
、
前
任
者
が
地
域
を
回
っ
て
人
材
を

発
掘
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
こ

と
が
重
要
だ
っ
た
と
語
る
。

　「
地
域
の
方
の
多
く
は
、
学
校
教
育

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
。
直
接

会
っ
て
『
お
が
わ
学
』
の
趣
旨
を
説
明

す
る
際
に
は
、
す
ぐ
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
を
求
め
ず
、
対
話
を
重
ね
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に

教
え
た
経
験
が
な
い
と
不
安
を
抱
く
方

に
は
、
授
業
に
お
け
る
地
域
人
材
の
役

割
や
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
を
伝
え

て
、
不
安
な
く
授
業
に
臨
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」　

　
授
業
後
に
は
、生
徒
が
書
い
た
振
り

返
り
シ
ー
ト
を
地
域
人
材
に
も
共
有
し
、

次
の
授
業
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
る
。

　
生
徒
の
学
び
は
、
自
身
の
あ
り
方
・

生
き
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
２
年
生
の
「
世
界
史
」
の
授

業
で
、
地
元
の
和
紙
作
家
と
生
徒
が
一

緒
に
和
紙
の
活
用
法
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
際
、
生
徒
が
和
紙

作
家
に
、「
な
ぜ
、
和
紙
作
家
に
な
っ

た
の
か
」
と
尋
ね
て
い
た
と
い
う
。
地

域
連
携
委
員
長
の
花
輪
恵
先
生
は
、
地

域
の
多
様
な
人
と
の
交
流
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
語
る
。

　「
和
紙
作
家
と
話
し
、
和
紙
に
つ
い

て
深
く
知
る
う
ち
に
、
そ
れ
を
職
業
に

選
ん
だ
和
紙
作
家
の
生
き
方
に
関
心
を

持
っ
た
の
で
し
ょ
う
。『
お
が
わ
学
』は
、

生
き
方
を
考
え
る
探
究
学
習
に
も
な
っ

て
い
ま
す
」

　
３
年
生
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
は
、
同
町
の
政
策
推
進
課
か
ら
町
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
問
題
解

決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
そ
の
振
り
返
り

シ
ー
ト
に
は
、
町
の
数
十
年
後
を
見
据

え
て
今
す
べ
き
こ
と
を
書
い
た
生
徒
も

い
た
。篠
田
俊
文
教
頭
は
、「
お
が
わ
学
」

の
１
つ
の
成
果
が
見
え
た
と
語
る
。

　「
地
域
の
問
題
に
最
前
線
で
取
り
組

む
町
の
職
員
の
話
を
、
生
徒
は
真
剣
に

受
け
止
め
、
解
決
策
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
体
験
の
積
み
重
ね
が
、

社
会
に
目
を
向
け
、
よ
り
よ
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
志
に
つ
な
が
る
と
実
感

し
ま
し
た
」

　
事
業
指
定
終
了
後
は
学
校
地
域
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
難
し
い

た
め
、21
年
度
は
、同
町
の
町
づ
く
り

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
を
通
じ
て
地

域
の
人
脈
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
同
町
が
運
営
す
る
地
域
人
材
バ

ン
ク
に
学
校
の
教
育
資
源
を
登
録
し
、

地
域
と
学
校
が
教
育
資
源
を
活
用
し
合

え
る
仕
組
み
を
検
討
中
だ
。
韮に

ら
づ
か塚
雄
一

校
長
は
、
今
後
の
展
望
を
こ
う
語
る
。

　「
学
校
に
は
、
専
門
知
識
を
持
つ
教

師
や
図
書
室
、パ
ソ
コ
ン
室
な
ど
、様
々

な
教
育
資
源
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
地

域
か
ら
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
学
校
が
地

域
の
教
育
の
場
と
な
る
こ
と
で
、
生
徒

と
地
域
住
民
が
高
め
合
う
、
真
の
地
域

連
携
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

さ
ら
に
、
生
徒
自
身
が
題
材
に
つ
い
て

考
え
、
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
時
間
を
確

保
す
る
よ
う
に
授
業
を
設
計
し
た
。
地

域
連
携
副
委
員
長
の
山
野
龍
太
郎
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

地
域
連
携
委
員
長

花
輪

　恵

は
な
わ
・
め
ぐ
み

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
地
理
歴
史
科
。

地
域
連
携
副
委
員
長

山
野
龍
太
郎　

や
ま
の
・
り
ゅ
う
た
ろ
う

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
国
語
科
。

学
校
地
域
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

新
井
和
弘　

あ
ら
い
・
か
ず
ひ
ろ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
年
目
。

校
長韮塚

雄
一　

に
ら
づ
か
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。

教
頭篠田

俊
文　

し
の
だ
・
と
し
ふ
み

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

進
路
指
導
主
事

谷
野
浩
人　

や
の
・
ひ
ろ
と

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
英
語
科
。

地
域
人
材
と
の
交
流
か
ら
、

自
身
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
考
え
る
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２
０
１
８
年
度
、文
部
科
学
省「
ス
ー

パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
指

定
を
受
け
た
熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

は
、産
学
官
で
連
携
し
、「
災
害
対
応
型

エ
ン
ジ
ニ
ア
」を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。土
木
科
科

長
の
猿さ

る

渡わ
た
り

和
博
先
生
は
、同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
２
０
１
６
年
に
起
き
た
熊
本
地
震

で
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
災
害
へ
の

備
え
を
万
全
と
す
る
た
め
に
、
県
内
で

災
害
復
旧
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本

携
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
描
け
て
お

ら
ず
、同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
か
ら「
何

を
し
た
い
の
で
す
か
」
と
問
わ
れ
て
初

め
て
、
見
通
し
が
し
っ
か
り
と
立
て
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
と
何

度
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
予
測
で
き

る
災
害
に
対
し
て
、
自
分
自
身
が
取
る

標
準
的
な
行
動
を
時
系
列
に
ま
と
め
る

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
軸
と
し

た
予
防
的
避
難
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
（
図
）。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
過
程
で
は
、

方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
考
え

方
や
手
法
が
古
い
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
不
安
を
持
ち
や
す
い
で
す
が
、

大
学
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
研
究
テ
ー

マ
や
進
め
方
が
適
切
で
あ
る
と
確
認
で

き
、
自
信
を
持
っ
て
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
猿
渡
先
生
）

　
企
業
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
進
路
指
導

上
の
つ
な
が
り
を
超
え
、
も
の
づ
く
り

を
軸
に
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
っ

た
。建
築
科
科
長
の
本
田
喜
樹
先
生
は
、

生
徒
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
と
っ
て
も

実
の
あ
る
連
携
に
な
っ
た
と
語
る
。

　「
本
県
の
建
設
業
界
は
人
材
不
足
で
、

企
業
に
は
、
若
者
に
業
界
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
炭
素
繊
維

校
で
は
、災
害
対
応
で
重
要
と
な
る『
イ

ン
フ
ラ
』（
土
木
科
）、『
建
造
物
』（
建

築
科
）、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
メ
ニ

テ
ィ
』（
イ
ン
テ
リ
ア
科
）
の
３
分
野

に
重
点
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

し
、
地
域
貢
献
を
目
指
し
ま
し
た
」

　
当
時
、
同
校
の
学
校
外
と
の
か
か
わ

り
は
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
た

企
業
連
携
の
み
で
、
大
学
や
地
域
と
の

連
携
は
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
土
木
科
で
は
、
猿
渡
先
生
が
参
加
し

た
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
知
っ
た
、
熊
本
地

震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
携
わ
る
熊
本

大
学
く
ま
も
と
水
循
環
・
減
災
研
究
教

育
セ
ン
タ
ー
に
連
携
を
依
頼
。
快
諾
を

得
て
、
具
体
的
な
連
携
内
容
を
決
め
て

い
っ
た
。
当
初
は
、
高
校
側
が
高
大
連

※学校資料を基に編集部で作成。

連携先との関係性構築の過程図

大学との関係
❶熊本地震からの復旧・復興にかかわって
いる熊本大学くまもと水循環・減災研究
教育センターに連携を依頼

❷大学⇒高校　地震被害に関する出前講座
　大学⇔高校　南阿蘇断層被害の見学の企
画及び同行説明

　高校⇒大学　防災の考え方やソフト面に
関するアドバイス（教師）、「マイ・タイムラ
イン」の作成の研修（生徒）

❸相互の交流によって大学を身近に感じる
ことができ、交流を続けることで持続可
能な高大連携となった

地域との関係
❶県から益城町の支援を勧められた
❷益城町役場に相談
❸住民への説明会に参加し、事業の趣旨を
説明。住民の理解を得る

❹座談会を重ね
て住民との信
頼関係を築き、
ニーズを把握

❺ニーズに基づ
いたものづくり
でコミュニティを強める

地
域
の
産
学
官
が
連
携
し
、

災
害
対
応
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

実
践
紹
介
2

高
校
か
ら
大
学
に
連
携
を
依
頼

一
か
ら
対
話
を
重
ね
る

企
業
・
住
民
と
直
接
対
話
を

重
ね
、
相
互
理
解
を
深
め
る

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校
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地域連携のあり方を問う

相
互
理
解
に
努
め
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
科

科
長
の
山
本
昌ま

さ

宏ひ
ろ

先
生
は
、こ
う
語
る
。

　「
当
初
、住
民
の
方
た
ち
は
、私
た
ち

が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、イ

メ
ー
ジ
を
持
て
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。私
た
ち
か
ら
居
住
ル
ー
ル
に
関

す
る
質
問
な
ど
を
し
て
会
話
の
糸
口
を

探
り
、困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、そ
れ
に
基
づ
い
た
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
し
た
。信
頼
関
係
を
少
し
ず

つ
築
く
こ
と
で
、私
た
ち
の
活
動
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
取
り
組
み
の
効
果
測
定
は
、
年
度
の

始
め
と
終
わ
り
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
や
、
活
動
ご
と
の
事
前
・
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
、
そ
し
て
、
生
徒
が
毎
時
間
記

述
す
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
回
答
を
基

に
行
っ
て
い
る
。活
動
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
う
ち
、
技
術
面
の
評
価
は
、
専
門

家
の
見
識
が
必
要
と
な
る
た
め
、
企
業

に
評
価
項
目
の
作
成
を
依
頼
し
た
。

　
効
果
測
定
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、

振
り
返
り
シ
ー
ト
だ
。
活
動
を
通
じ
て

「
学
ん
だ
こ
と
（
知
識
・
技
術
）」「
見

つ
け
ら
れ
た
問
題
及
び
そ
の
解
決
方
法

（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
）」「
感

想
・
考
察
（
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
等
）」
を
記
述
さ
せ
、
生
徒
の
自
己

評
価
、
教
師
の
評
価
を
記
入
す
る
。

　「
定
量
評
価
で
全
体
の
成
果
を
測
る

と
と
も
に
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由

記
述
か
ら
、
生
徒
の
考
え
や
成
長
を
見

取
り
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が

身
に
つ
い
た
か
ど
う
か
を
つ
か
ん
で
い

ま
す
」（
猿
渡
先
生
）

　
Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
成
果
の
１
つ
は
、
３
年

間
で
外
部
機
関
と
信
頼
関
係
を
構
築
し

た
こ
と
で
、
指
定
終
了
後
も
取
り
組
み

を
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
だ
。

　「
大
学
や
企
業
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
を
実

践
で
き
る
場
が
で
き
、
生
徒
の
学
び
の

幅
が
飛
躍
的
に
広
が
り
ま
し
た
。
連
携

先
に
引
率
す
る
教
師
が
、
現
場
で
得
た

知
見
を
授
業
や
実
習
に
生
か
せ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
授
業
改
善
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」（
本
田
先
生
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先

が
増
え
た
り
、
生
徒
が
就
職
活
動
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、
進
路
面
に

も
好
影
響
が
表
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
建

設
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
の
各
協
会
か
ら

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

謝
礼
や
材
料
費
な
ど
の
経
費
を
負
担
し

て
く
れ
た
り
、
各
企
業
と
の
交
渉
窓
口

を
引
き
受
け
て
く
れ
た
り
と
、
指
定
終

了
後
の
連
携
継
続
の
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
る
。

　
生
徒
の
変
容
も
著
し
い
。
年
度
の
始

め
と
終
わ
り
に
生
徒
に
行
う
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
見
る
と
、
企
業
連
携
に
よ

る
実
習
を
取
り
入
れ
た
２
年
次
か
ら
、

知
識
・
技
術
の
習
得
、
自
助
・
公
助
の

意
識
、
課
題
発
見
、
解
決
行
動
な
ど
、

各
評
価
項
目
の
数
値
が
上
が
り
、
生
徒

の
変
容
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
20
年
度

末
、
生
徒
に
「
就
職
で
何
を
重
視
す
る

か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ

た
項
目
は
、１
年
生
は「
給
料
」に
対
し
、

３
年
間
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
３
年
生
は
「
働
き
が
い
」
だ
っ
た
。

　「
企
業
や
行
政
の
人
た
ち
か
ら
、『
夜

を
徹
し
て
復
旧
作
業
を
進
め
た
』『
住

民
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
採
算

を
度
外
視
し
て
取
り
組
ん
だ
』
と
い
っ

た
地
域
へ
の
熱
い
思
い
を
聞
き
、
生
徒

の
心
に
地
域
貢
献
の
思
い
が
生
ま
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

を
用
い
た
補
強
技
術
や
、建
物
の
欠
陥・

劣
化
を
調
べ
る
非
破
壊
検
査
な
ど
、
専

門
分
野
の
最
先
端
の
知
識
や
技
術
を
学

べ
る
だ
け
で
な
く
、
最
前
線
で
活
躍
す

る
技
術
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
職
業
観
や
使
命
感
を
肌
で
感
じ

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

　
関
係
性
構
築
の
た
め
、
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
丁
寧
に

行
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
科
で
は
、
熊
本

地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
益
城
町

を
支
援
し
よ
う
と
、
災
害
公
営
住
宅
で

の
木
製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
製
作
や
花
壇
づ

く
り
、
段
差
解
消
階
段
の
施
工
な
ど
を

計
画
。
住
民
へ
の
説
明
会
を
設
け
て
、

活
動
の
目
的
や
内
容
を
直
接
説
明
し
、

土
木
科
科
長

猿
渡
和
博　

さ
る
わ
た
り
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
11
年
目
。
工
業
科
。

イ
ン
テ
リ
ア
科
科
長

山
本
昌
宏　

や
ま
も
と
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
工
業
科
。

建
築
科
科
長

本
田
喜
樹　

ほ
ん
だ
・
よ
し
き

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
工
業
科
。

将
来
の
職
業
で
重
視
す
る
の
は

給
料
よ
り
「
働
き
が
い
」
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　「
グ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
す
る
生
徒
」

の
育
成
を
目
指
す
宮
崎
県
立
都
城
西
高

校
は
、
か
ね
て
よ
り
、社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
を
重
視
し
、フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
科
を
中
心
に
、大
学
・
企
業
・
地
域

と
連
携
し
た
探
究
学
習
や
、地
域
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
き

た
。普
通
科
で
も
、地
域
に
深
く
入
り

込
ん
で
学
ぶ
中
で
、視
野
を
広
げ
た
り
、

失
敗
経
験
か
ら
力
不
足
を
感
じ
さ
せ
た

り
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、

地
域
連
携
の
取
り
組
み
は
単
発
的
に
な

り
や
す
く
、
そ
う
し
た
思
い
の
実
現
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が

成
を
目
指
す
探
究
学
習
の

趣
旨
を
説
明
し
て
協
力
を

求
め
た
と
こ
ろ
、21
年
度
は

28
企
業
か
ら
協
力
が
得
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
）。

同
委
員
会
の
統
括
・
企
画

を
担
当
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
科
主
任
の
福
田
映え

り

李い

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話

す
。

　「
各
企
業
は
、
学
校
と
と

も
に
生
徒
に
資
質
・
能
力

を
育
み
た
い
と
い
っ
た
強

い
思
い
を
持
っ
て
、
協
力

を
表
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
協
力
が
得
ら
れ
た

の
は
、
各
企
業
が
、
日
常

的
に
若
者
の
考
え
を
知
る

機
会
が
少
な
い
こ
と
が
離

職
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
課
題
意
識
を
、

持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
、
同
友
会
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方
は
次
の
通

り
。
１
年
次
は
、「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」（
＊
）を
活
用
し
、

自
分
の
興
味
・
関
心
を
掘
り
下
げ
て
自

己
理
解
を
深
め
、
課
題
設
定
の
準
備
を

し
た
り
、
情
報
の
整
理
・
分
析
の
ス
キ

ル
を
学
ん
だ
り
と
、
探
究
学
習
に
必
要

な
力
を
身
に
つ
け
る
。
そ
し
て
、
11
月

に
、
協
力
企
業
の
担
当
者（
以
下
、企
業

担
当
者
）か
ら
、自
社
の
課
題
に
つ
い
て

あ
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
９
月
に
行
わ
れ
た
探
究

学
習
の
発
表
会
に
、
宮
崎
県
中
小
企
業

家
同
友
会
き
り
し
ま
支
部
か
ら
講
師
を

招
き
、
生
徒
の
発
表
に
意
見
を
求
め
た

が
、
講
師
が
探
究
学
習
の
過
程
に
か
か

わ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
探
究
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
は
難
し
か
っ

た
。
そ
の
反
省
か
ら
、「
探
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
推
進
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、

地
元
企
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
継
続
的
に
地
域
と
か

か
わ
り
な
が
ら
探
究
学
習
に
取
り
組
む

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
宮
崎
県
中
小
企

業
家
同
友
会
き
り
し
ま
支
部
の
代
表
に
、

「
グ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
す
る
生
徒
」
の
育

＊　自己探究・地域探究を「総合的な探究の時間」の授業の一環として実現することを目指し、認定NPO法人カタリバが自身のノウハウをClassi 連携サービスとし
て提供する教材。

校内、及び地域連携の体制図

校長

校務分掌 フロンティア科会

ＮＮＰ委員会運営委員会

学年会 教科代表者会

教科会

探究プログラム
開発推進委員会

理事会 各支部

きりしま支部

宮崎県中小企業家同友会

代表幹事

支部幹事会

会員企業155社

地域施設・
行政

ＭＳＥＣ
宮崎県教育委員会
高校教育課

地域の
中学校

県内
産業系専門高校

連携 連携 連携・発信 連携・協働

連携
協働

※学校資料を基に編集部で作成。「NNP」は新・西高プロジェクトの略。
「MSEC」は「みやざきSDGs 教育コンソーシアム」の略。

生
徒
が
直
接
企
業
と
か
か
わ
り
、

地
元
企
業
が
抱
え
る
課
題
に

取
り
組
む
探
究
学
習
を
推
進

実
践
紹
介
3

地
域
の
同
友
会
と
連
携
し
、

企
業
に
探
究
学
習
へ
の
協
力
を
依
頼

企
業
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、

生
徒
は
社
会
の
厳
し
さ
を
実
感

宮
崎
県
立
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城
西に

し

高
校
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く
な
る
よ
う
、
校
外
活
動
に
必
要
な
手

続
き
を
簡
素
化
し
た
。

　「
当
初
は
、
教
師
が
同
行
し
な
い
、

生
徒
だ
け
で
行
う
校
外
活
動
に
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
担
当
教
師
に
進
捗
報

告
を
週
１
回
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
設

け
、
思
い
切
っ
て
生
徒
に
企
業
担
当
者

と
の
や
り
取
り
を
任
せ
ま
し
た
。
す
る

と
生
徒
は
、
企
業
担
当
者
に
送
る
メ
ー

ル
に
、『
お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
』
と
書
き
添
え
る
な
ど
、

自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
生
徒
を
信
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
せ
る
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
」（
福
田
先
生
）

　
企
業
と
直
接
や
り
取
り
を
す
る
中

で
、
生
徒
は
企
業
担
当
者
か
ら
指
摘
を

受
け
て
活
動
計
画
を
作
り
直
し
た
り
、

中
間
発
表
で
は
、
進
捗
報
告
が
不
十
分

だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
同
支
部
代
表
か

ら
、「
報
告
・
連
絡
・
相
談
は
社
会
人

の
義
務
だ
か
ら
、
徹
底
す
る
よ
う
に
」

と
い
っ
た
指
導
を
受
け
た
り
し
た
。

　「
生
徒
と
企
業
担
当
者
と
の
や
り
取

り
を
見
守
る
中
で
、
教
師
は
生
徒
が
失

敗
し
な
い
で
学
び
を
完
結
で
き
る
よ
う

に
導
い
て
し
ま
い
が
ち
だ
と
、
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。
地
域
に
深
く
入
り
込

み
、
地
域
の
大
人
か
ら
、
教
師
と
は
異

な
る
視
点
で
指
導
や
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
地
域
の

課
題
に
試
行
錯
誤
し
て
取
り
組
む
中

で
、
生
徒
に
は
自
ら
考
え
、
行
動
す
る

と
い
っ
た
成
長
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

（
福
田
先
生
）

　「
食
品
ト
レ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
」「
外

国
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
な

ど
、
自
分
た
ち
で
設
定
し
た
課
題
を
探

究
す
る
中
で
、
視
野
を
広
げ
た
り
、
新

た
な
気
づ
き
を
得
た
り
す
る
姿
か
ら
、

教
師
は
生
徒
の
成
長
に
手
応
え
を
感
じ

始
め
て
い
る
。
進
路
指
導
主
事
の
後
藤

宏
隆
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
学
校
で
は
文
系
と
理
系
に
分
か
れ

て
学
び
ま
す
が
、
社
会
の
問
題
は
そ
う

明
確
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

多
様
な
領
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
っ
て
初
め
て
解
決
に
至
り
ま
す
。
探

究
学
習
だ
け
で
企
業
が
抱
え
る
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ

れ
で
も
、『
ど
う
す
れ
ば
解
決
に
近
づ

く
の
か
』『
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の

か
』
な
ど
と
生
徒
が
考
え
る
こ
と
は
、

必
ず
や
今
後
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
捉

え
て
い
ま
す
」

　
生
徒
か
ら
は
、「
地
域
に
興
味
を
持
っ

た
」「
こ
の
地
域
で
働
き
た
い
と
思
っ

た
」「
将
来
の
夢
が
決
ま
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
探
究
学
習
を

通
じ
て
地
域
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
地
元
企
業
が
生
徒
の
探
究
学
習
に
積

極
的
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
の
は
、
学

校
と
の
連
携
に
企
業
も
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
、
後
藤
先

生
は
指
摘
す
る
。

　「
学
校
は
、
生
徒
に
資
質
・
能
力
が

育
成
さ
れ
て
い
る
か
を
探
究
学
習
の

成
果
と
し
て
最
も
重
要
視
し
て
お
り
、

そ
の
点
を
企
業
と
も
共
有
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、企
業
は
、生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
が
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
り
、
若

い
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
こ
と
で

商
品
開
発
に
役
立
つ
発
見
が
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。
学
校
と
企
業
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
関
係
が
、
連
携
を

継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
」

の
説
明
を
受
け
、
２
年
次
に
取
り
組
み

た
い
探
究
テ
ー
マ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

　
２
年
次
は
、
１
企
業
に
つ
き
３
～
６

人
の
生
徒
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
が
、
協

力
企
業
が
抱
え
る
課
題
を
踏
ま
え
、
探

究
テ
ー
マ
を
企
業
担
当
者
と
と
も
に
設

定
し
、
１
年
間
を
通
し
て
探
究
す
る
。

企
業
担
当
者
は
メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
研

究
計
画
発
表
・
中
間
発
表
・
成
果
発
表

時
に
同
校
を
訪
問
し
、
生
徒
に
直
接
助

言
・
指
導
す
る
。
加
え
て
、
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り
取
り
す
る
仕
組
み
も
整

え
、
生
徒
が
企
業
担
当
者
に
日
常
的
に

進
捗
を
伝
え
、
相
談
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
は
、
企

業
の
事
業
所
を
訪
問
し
た
り
、
施
設
見

学
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
企
業
担
当
者

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、

主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
校
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
し
や
す
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進
路
指
導
主
事

後
藤
宏
隆　

ご
と
う
・
ひ
ろ
た
か

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。地
理
歴
史・公
民
科
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
主
任

福
田
映
李　

ふ
く
だ
・
え
り
い

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

企
業
が
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
す
る
こ
と
が
、継
続
の
鍵
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実践紹介現状整理 見解提示

編
集
部
　
こ
こ
か
ら
は
、
３
校
の
取
り

組
み（
Ｐ
．６
〜
11
）も
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
３
校
と
も
地
域
と
連
携
し

た
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
連
携
を
進
め
る
上
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
い
ま
す
か
。

福
田
　
本
校
が
実
施
す
る
地
元
企
業
と

協
働
し
た
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
．10

〜
11
）
で
は
、
協
力
企
業
と
生
徒
が
話

し
合
っ
て
、
探
究
す
る
課
題
を
決
め
ま

す
。
地
域
に
つ
い
て
の
理
解
の
度
合
い

や
、
地
元
企
業
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

な
ど
に
関
す
る
知
識
の
量
は
、
生
徒
に

の
新
技
術
の
利
活
用
と
い
っ
た
大
き
な

テ
ー
マ
を
教
師
が
設
定
し
た
上
で
、
そ

の
枠
の
中
で
生
徒
に
具
体
的
に
設
定
さ

せ
る
よ
う
な
場
合
も
あ
れ
ば
、
最
初
か

ら
生
徒
と
連
携
先
が
話
し
合
っ
て
決
め

て
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
、
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
の
仕
方
は

様
々
で
す
が
、
高
校
で
は
な
か
な
か
接

点
が
持
て
な
い
新
し
い
技
術
に
触
れ
さ

せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
解
決
が
求
め
ら

れ
て
い
る
地
域
の
問
題
を
リ
ア
ル
に
感

じ
る
こ
と
、
そ
の
２
点
を
連
携
の
目
的

と
し
て
明
確
に
示
し
、
生
徒
、
連
携
先
、

教
師
の
３
者
が
共
通
認
識
を
持
っ
た
上

で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
す
。

篠
田
　
本
校
が
地
域
と
取
り
組
む
「
お

が
わ
学
」（
Ｐ
．６
〜
７
）
は
、
小
・
中

学
校
で
取
り
組
ん
だ
地
域
に
関
す
る
学

習
を
発
展
さ
せ
、
生
徒
の
あ
り
方
・
生

き
方
と
関
連
づ
け
て
い
く
も
の
で
あ
る

た
め
、
生
徒
は
地
域
の
魅
力
や
課
題
を

あ
る
程
度
理
解
し
た
上
で
、
地
域
資
源

を
題
材
と
し
た
探
究
的
な
学
習
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。
取
り
組
み
を
推
進
す

る
上
で
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
地
域

と
生
徒
の
協
働
が
始
ま
る
前
に
、
教
師

が
地
域
に
対
し
て
、「
こ
の
部
分
を
特

に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」「
こ

こ
は
具
体
例
を
交
え
て
平
易
な
言
葉
で

説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」な
ど
と
、

生
徒
を
知
る
立
場
と
し
て
具
体
的
に
依

頼
す
る
こ
と
で
す
。

猿
渡
　
外
部
の
方
と
教
師
と
の
事
前
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
連
携

を
よ
り
よ
く
進
め
て
い
く
上
で
重
要
で

す
ね
。
本
校
で
も
、
事
前
に
企
業
や
大

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
し
、
協
力
企
業

の
担
当
者
の
多
く
は
、
高
校
生
と
の
探

究
学
習
を
初
め
て
経
験
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、高
校
生
と
社
会
人
が
協
働
し
て
、

探
究
す
る
課
題
を
設
定
す
る
の
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本

校
で
は
、
探
究
す
る
課
題
が
設
定
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
、「
地
元
企
業
が
取

り
組
む
べ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
課

題
」
を
、
探
究
す
る
課
題
の
大
枠
と
し

て
提
示
し
、
話
し
合
い
を
始
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

猿
渡
　
本
校
の
、
産
学
官
で
連
携
し
、

「
災
害
対
応
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
を
育
成

す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
．８
〜
９
）

で
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
例
え
ば
、
連
携

先
が
扱
っ
て
い
る
「
ド
ロ
ー
ン
」
な
ど

座談会

埼玉県立小川高校

篠田俊文
熊本県立熊本工業高校

猿渡和博

宮崎県立都城西高校  福田映李

活
動
の
目
的
や
生
徒
の
変
容
を
、

か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
と
共
有
し
、

連
携
上
の
課
題
を
乗
り
越
え
る

見
解
提
示

地
域
連
携
を
進
め
る
上
で
の

配
慮
や
工
夫

※３人の先生の
　プロフィールは P.5
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要
な
の
か
を
、
そ
の
都
度
、
連
携
先
に

説
明
す
る
こ
と
で
、
連
携
先
の
方
々
か

ら
も
「
生
徒
に
伝
え
た
い
」
と
い
っ
た

気
持
ち
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
連
携
の

目
的
を
校
内
の
教
師
と
も
し
っ
か
り
と

共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

編
集
部

　連
携
の
ス
タ
ー
ト
時
は
も
ち

ろ
ん
、
連
携
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
学

校
と
地
域
が
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
地
域
連
携
の
目
的
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
が
高
校
生
を

「
人
手
」
と
し
て
見
る
こ
と
な
ど
な
く
、

高
校
生
に
必
要
な
学
び
に
結
び
つ
く
活

動
に
な
り
そ
う
で
す
。

福
田
　
本
校
の
地
域
連
携
の
窓
口
を
務

め
る
経
済
団
体
の
担
当
者
は
、「
都
城

西
高
校
と
の
連
携
は
、
生
徒
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
た
め
で
も

あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

の
考
え
を
知
る
こ
と
で
よ
り
魅
力
的
な

企
業
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
高
校
生

の
学
び
に
寄
り
添
う
経
験
を
自
社
の
社

員
の
育
成
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

も
、
大
き
な
ね
ら
い
と
の
こ
と
で
す
。

必
ず
し
も
学
校
と
地
域
の
ね
ら
い
は

一
致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
互
い

の
ね
ら
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
が
、
連

携
の
推
進
に
は
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
連
携
当
初
に
行
う
目
的
共

有
は
も
ち
ろ
ん
、
連
携
中
の
緊
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
で
す
。
例

え
ば
、「
生
徒
の
探
究
が
進
ま
な
い
時

は
、こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
お
願
い
を
し
ま
す
が
、
そ
う
し

た
依
頼
は
文
書
で
は
な
く
、
で
き
る
だ

け
直
接
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
大
勢
の
教
師
が
か
か
わ

る
取
り
組
み
な
の
で
、
校
内
で
の
「
報

告
・
連
絡
・
相
談
」
は
重
要
で
す
が
、

連
携
先
と
の
折
衝
に
つ
い
て
は
、
窓
口

の
教
師
に
あ
る
程
度
一
任
す
る
こ
と

で
、
先
生
方
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

編
集
部
　
地
域
連
携
に
取
り
組
む
学
校

の
中
に
は
、「
活
動
の
成
果
が
見
え
に

く
い
」「
一
部
の
熱
心
な
教
師
の
取
り

組
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
３

校
で
は
、
取
り
組
み
の
成
果
を
ど
の
よ

う
に
し
て
可
視
化
し
、
共
有
し
て
い
ま

す
か
。

学
に
対
し
て
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
知
識
や
理
解
さ
せ
た
い
観
点
と

い
っ
た
、
活
動
の
ね
ら
い
を
お
伝
え
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

福
田
　
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
に
先

立
っ
て
私
は
、
協
力
企
業
を
束
ね
る
経

済
団
体
の
定
例
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
元
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の

勉
強
会
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
企
業
と
高
校
生
が
協
働
で

き
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
本
校
が
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
と

地
域
と
の
連
携
で
目
指
す
こ
と
を
「
探

究
活
動
方
針
」
と
し
て
協
力
企
業
に
提

示
し
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
（
図
１
）。

編
集
部
　
３
校
に
共
通
す
る
の
は
、
地

域
連
携
の
目
的
を
連
携
先
と
し
っ
か
り

共
有
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。

猿
渡
　
忙
し
い
中
で
協
力
し
て
く
れ
る

企
業
や
大
学
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
、
窓
口
と
な
る
教
師
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
連
携
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
教
師
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
最
前
線
の

仕
事
や
研
究
を
生
徒
に
教
え
て
く
れ
る

連
携
先
の
方
々
へ
の
謝
意
を
、
折
に
触

れ
て
す
べ
て
の
教
師
が
言
葉
で
表
す
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
経
験
や
知
識
が
必

都城西高校が協力企業に示した「探究活動方針」図１

都城西高校は、地元企業と連携した探究学習の開始に際し、
企業に協力してほしい活動内容だけでなく、探究学習のそ
もそもの目的を丁寧に説明した。 ※学校資料をそのまま掲載。

多
面
的
な
方
法
で

連
携
の
成
果
を
見
る

地域連携のあり方を問う
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猿
渡
　
現
場
の
技
術
者
と
触
れ
合
う
中

で
生
徒
が
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
や

生
徒
に
表
れ
た
変
化
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
通
じ
て
測
定
・
評
価
し
、
校
内

で
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
１
〜
３
年
生
に
職
業
を
選
ぶ
際

に
重
視
す
る
要
素
を
聞
く
と
、
１
年
生

は
「
給
料
」「
休
暇
」
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
産
学
官
連
携
を
経
験
し
た
３

年
生
は
「
働
き
が
い
」
が
最
も
多
く
な

り
ま
し
た
（
図
２
）。
現
場
の
技
術
者

や
大
学
の
研
究
者
と
接
す
る
中
で
、
生

徒
の
価
値
観
に
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
う
し
た
活
動
の
成
果
を
校

内
で
共
有
し
、
全
教
師
で
技
術
者
を
育

て
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
、
活
動
を

校
内
全
体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠
田
　
本
校
で
は
、
２
０
２
１
年
度
、

「
目
指
す
学
校
像
」
に
「
お
が
わ
学
」

の
文
脈
を
取
り
入
れ
、「
地
域
に
根
差

し
た
進
学
校
と
し
て
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
自
立

し
た
学
習
者
を
育
成
し
、
地
域
や
社
会

に
貢
献
す
る
学
校
を
目
指
す
」
と
刷
新

し
ま
し
た
。
そ
の
「
目
指
す
学
校
像
」

の
実
現
に
向
け
て
、
各
教
科
・
分
掌
等

が
授
業
や
指
導
を
改
善
し
て
い
け
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、「
お
が
わ
学
」

の
成
果
を
検
証
・
可
視
化
し
、
各
教
科
・

分
掌
等
と
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
こ
で
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所

が
公
開
す
る
事
例
な
ど
を
基
に
、
保
護

者
を
含
む
地
域
を
対
象
と
し
た
、
質
問

紙
に
よ
る
大
規
模
調
査
の
実
施
を
検
討

す
る
な
ど
、
多
面
的
な
評
価
の
充
実
を

進
め
て
い
ま
す
（
図
3
）。
た
だ
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
地
域
連
携

の
成
果
は
す
ぐ
に
表
れ
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
く
、「
種
ま
き
」
の
要
素
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
校
で
の
一
例

で
す
が
、
有
機
農
業
や
和
紙
な
ど
の
地

域
の
専
門
家
を
招
き
、
座
談
会
を
開
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
座
談
会

に
参
加
し
た
あ
る
生
徒
が
、
そ
の
時
点

で
は
希
望
進
路
と
専
門
家
の
話
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
意
識
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
時
間
と
と
も
に
自
分
の
進

路
と
有
機
農
業
の
密
接
な
関
係
に
気
づ

い
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、『
あ
の
時
、

も
っ
と
話
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
』
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
教
師

に
相
談
し
た
上
で
、
改
め
て
話
を
聞
く

た
め
に
有
機
農
業
の
専
門
家
を
訪
ね
た

の
で
す
。
そ
う
し
た
「
種
ま
き
」
と
も

言
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
定

量
的
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
定
性
的
に

も
生
徒
の
変
容
を
見
取
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

編
集
部
　
学
校
は
、
連
携
の
ね
ら
い
を

地
域
に
伝
え
、
地
域
の
思
い
に
も
耳
を

傾
け
る
。
そ
し
て
、
両
者
に
と
っ
て
実

り
の
あ
る
連
携
が
で
き
て
い
る
か
を
検

熊本工業高校　生徒への職業観アンケート

Ｑ 就職する時に重要視するもの
■１年生　■２年生　■３年生　

図２
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働きがい 給料 休暇 人間関係

小川高校における地域連携の成果検証

❶評価ツールの活用
•民間シンクタンクの評価システムを活用
•「おがわ学」の特色に応じた評価項目や評価方法について検討

❷資質・能力の３つの柱の育成に係る質問紙調査の実施
•地域の問題解決に向けた探究学習が、生徒の知識・技能、思考力・判断力・
表現力等に加え、学習意欲やコミュニケーション能力等の育成にどのよう
に影響するのかなどについて検証

❸関係者に対する聞き取り調査
•町の行政・社会教育担当者、保護者、住民等に対する聞き取り調査を行い、
成果と課題を明らかにする

図３地
域
連
携
の
価
値
を

高
校
が
社
会
に
発
信
す
る

土木科１〜３年生を対象に、2020 年 11 月に実施したアン
ケート結果。3年間の企業連携で、職業観や価値観に予想
外の変容が見られた。 ※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。
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証
す
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
の
持
続
可

能
性
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。

猿
渡
　
学
校
と
連
携
先
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ね
ら
い
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

変
化
・
変
容
を
定
性
的
に
見
取
る
た
め

の
取
り
組
み
の
事
前
・
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
を
練
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
本
校
の
場
合
は
、「
災
害
対

応
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
と
し
て
の
意
識
変

容
と
、
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
事
象

に
つ
い
て
の
知
識
理
解
と
い
う
２
つ
の

異
な
る
視
点
で
生
徒
を
評
価
し
、
活
動

を
総
括
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
師

が
作
成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
見
取
る

こ
と
が
で
き
る
範
囲
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
の
想
定
を
超
え
る
生
徒
の
変
化
・

変
容
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
生
徒
や
連

携
先
の
声
を
集
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
定
性
評

価
と
し
て
の
生
徒
の
声
を
踏
ま
え
て
、

さ
ら
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
　
活
動
や
連
携
の
目
的
を
明
確

化
し
、
そ
れ
ら
を
連
携
先
や
校
内
の
教

師
と
共
有
し
た
上
で
、
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
し
、
次
に
つ
な
げ
る

─

そ
う
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す

こ
と
で
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
先
生
方
の
お
話
を

伺
っ
て
実
感
し
ま
し
た
。

福
田
　
実
り
あ
る
連
携
の
あ
り
方
を
模

索
す
る
中
で
、
教
師
は
、
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
理
解
を

も
っ
と
深
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
連
携
を
担
当
し
て
い
な

い
教
師
に
も
、
生
徒
の
活
動
を
見
え
や

す
く
す
る
た
め
に
も
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
な
ど
を
活
用
し
て
、
教
師
間
で
生
徒

の
変
容
を
見
取
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
う
し
た
場
は
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
Ｃ
の
充
実
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

篠
田
　
生
徒
の
未
来
に
目
を
向
け
た
評

価
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。
高

校
時
代
に
授
業
内
外
の
学
習
で
豊
か
な

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
大
学
入
学

後
の
学
習
、
さ
ら
に
は
社
会
に
出
た
時

の
仕
事
や
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
は
ず

で
す
。
地
域
連
携
を
通
し
て
真
正
な
学

び
を
経
験
し
た
生
徒
が
社
会
に
出
た
時

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
て
い
る
の

か
を
検
証
し
た
上
で
、
地
域
社
会
に
対

す
る
展
望
を
生
徒
に
描
か
せ
る
こ
と
の

重
要
性
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
が
担
う
新
た
な

役
割
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編
集
部
　
生
徒
、
そ
し
て
地
域
に
と
っ

て
確
か
な
成
果
の
あ
る
地
域
連
携
を
、

持
続
可
能
な
形
で
推
進
し
て
い
く
た
め

の
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●❶連携先はどうやって探す？
　地域連携において学校が直面する課題の 1つが、連携先
の探し方だ。都城西高校は、地域の経済団体を窓口とする
ことで、連携先を探す負荷を減らしている。熊本工業高校は、
連携にかかわる３学科の教師が企業や大学を訪ね、高校と
の連携を打診している。
　中国地方の公立A高校は、地元の経済団体からの紹介に
加えて、保護者から連携にふさわしい企業を紹介してもらっ
ている。A高校は、理数教育の充実を目的とした連携を行っ
ているが、地方都市では研究・開発に携わる企業が限られ
ているため、様々なルートで連携先を探しているそうだ。
また、九州の公立 B高校では、生徒が、連携したい企業や
団体を自ら探す。そして、学校が作成した電話応対マニュ
アルなどを見ながら、職員室など、教師の目の届く場所で、
訪問のアポイントメントを取るとのことだ。

●❷校外活動の費用負担は？
　連携先との打ち合わせや校外で実施される体験の場への
参加、さらには講師への謝金など、地域連携には費用も必
要だ。文部科学省の事業の指定を受けていたり、民間企業
の関連財団の助成事業に採用されていたりする学校であれ
ば、連携に関する費用はその予算を充てることもできる。
では、そうした指定や採用のない学校は、必要な費用をど
のように準備しているのだろうか。
　前述のA高校は、企業や大学を訪問する際の生徒・教師
の交通費、実験や調査の諸経費（５万円程度）については、
理数教育の充実を目的とした県の複数の支援を利用してい
るため、生徒からの実費の徴収は行っていない。一方、前
述の B高校は、活動に必要な主な費用である市内移動の交
通費は、生徒の自己負担としている。数年前、他県の自治
体の視察を行ったグループがあったが、生徒自身が保護者
に説明し、理解を得て、費用を出してもらったとのことだ。

気になる実務のあれこれ

C olum m n

地域連携のあり方を問う

1515  高校版  2021 December

0-01-J-22512-001 2021 年度 VIEW next 高校版 12 月号 14 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
2
念
校

12/06
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-22512-001 2021 年度 VIEW next 高校版 12 月号 15 頁 ＣＭ

ＹＫ
再
2
念
校

12/06
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P12-15_view-next-koukou-12g.indd   15 2021/12/06   18:03



る
場
を
設
定
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
連
携
し
た
学
び
の
魅
力
は
、

生
徒
が
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
き

て
働
く
も
の
と
し
て
発
揮
で
き
る
「
真

正
な
学
び
」を
体
験
で
き
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
学
校
と
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
取

り
組
み
た
い
こ
と
は
、
最
初
か
ら
合
致

し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

学
校
と
地
域
の
双
方
の
事
情
を
知
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
真

意
を
く
み
取
り
、
互
い
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
橋
渡
し
を
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

に
取
り
組
む
中
で
、
あ
る
生
徒
が
、
若

者
の
居
場
所
と
な
る
カ
フ
ェ
の
よ
う
な

場
所
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、
応
援
し

て
く
れ
る
大
人
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
、地
域
の
方
か
ら
、

「
子
ど
も
食
堂
を
始
め
た
け
ど
、
思
っ

た
よ
う
に
人
が
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う

声
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、生

徒
と
地
域
の
方
を
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か

と
考
え
、生
徒
に
、「
こ
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
地
域
の
人
が
い
る
よ
」と
紹
介

し
、活
動
を
見
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
話
し
合
い
、子
ど

も
食
堂
に
手
伝
い
に
行
く
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
の
方
に
、「
生

徒
が
来
た
ら
、
大
人
た
ち
が
何
に
困
っ

て
い
る
の
か
を
生
徒
に
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」と
お
願
い
し
ま
し
た
。子
ど
も

食
堂
の
目
的
と
直
面
し
て
い
る
問
題
を

知
っ
た
生
徒
は
、
校
内
で
子
ど
も
食
堂

の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

　
岩
手
県
立
大
槌
高
校
に
は
、
私
を
含

め
て
３
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学

校
に
常
駐
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
職

員
室
に
机
が
あ
り
、
今
年
度
は
私
は
３

学
年
団
の
所
属
で
す
。
大
槌
町
と
高
校

が
連
携
し
、
復
興
の
担
い
手
を
育
て
る

教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
地
域
と
学
校

の
両
方
の
視
点
を
持
っ
た
人
材
が
学
校

に
常
駐
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
下
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
槌
高
校
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
仕
事
（
図
１
）
は
、
学
校
と
地
域
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。
教
師
や
生
徒
を
地

域
の
人
々
と
つ
な
ぎ
、
教
育
活
動
と
地

域
課
題
を
つ
な
ぎ
ま
す
。「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
や
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
設
定
科
目
の
設
計
、
学
習
評
価
の
際

に
用
い
ら
れ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成

に
も
携
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
師
や
生

徒
が
町
民
と
学
校
の
魅
力
化
に
つ
い
て

語
り
合
え
る
場
を
設
け
た
り
、
町
と
学

校
が
未
来
の
高
校
の
あ
り
方
を
協
議
す

本特集テーマのnext

カリキュラムの開発
「総合的な探究の時間」における「三陸みら
い探究」や、学校設定科目として設けてい
る教科の探究学習のカリキュラム開発。

探究学習の指導
前述の「三陸みらい探究」や学校設定科目で、
特に生徒が放課後に活動する際の指導や支
援。

学校と地域のコーディネート
探究学習や学校設定科目に取り組む上で必
要となる、学校と地域の企業や人材との橋
渡し。学校と地域間の情報共有。

特別選抜の出願書類の作成指導
探究学習などでの生徒の活動内容や、そこ
で育まれた資質・能力を知る立場として、
志望理由書や活動報告書の作成を支援。

コンソーシアム体制（構想会議）の構築
教育に必要なリソースの拡充、教育課程の
あり方などについて、大槌高校や地元の中
学校、行政、民間企業、保護者などが集まり、
検討する構想会議の運営。また、高校魅力
化構想（骨子）の策定など。

※菅野さんへの取材を基に編集部で作成。

大槌高校における
コーディネーターの主な仕事

図１

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、

双
方
の
課
題
に
協
働
し
て
取
り
組
む

「
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
」

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
中
、
学
校
と
地
域
を
理
解
し
、

橋
渡
し
を
行
う
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
存
在
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
岩
手
県

立
大お

お

槌つ
ち

高
校
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
常
駐
し
、
地
域
課
題
や
地
域
人
材
と
学

校
を
つ
な
ぐ
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
職
員
の
菅か

ん

野の

祐
太
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、

「
真
正
な
学
び
」を
つ
く
る

本
特
集
テ
ー
マ
の
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
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タ
ー
が
存
在
し
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
学
校
と
地

域
の
双
方
の
思
い
を
受
け
止
め
て
、
行

動
し
ま
す
（
図
２
）。
学
校
の
思
い
だ

け
で
行
動
し
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
地
域
か
ら
「
町
の
行
事

に
、高
校
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
相
談
を
受
け
た
と
し
ま
す
。
地
域
は

高
校
生
を
人
手
と
し
て
期
待
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
要
望
を
そ

の
ま
ま
学
校
に
伝
え
て
も
、「
そ
れ
は

生
徒
の
た
め
に
な
る
の
か
？
」
と
受
け

入
れ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
地
域
の
要
望
を
学
校
に
受
け
入
れ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、学
び
の
文
脈
が
必

要
で
す
。町
の
行
事
の
課
題
や
生
徒
が

担
う
役
割
を
理
解
し
、ど
の
よ
う
な
か

か
わ
り
を
す
れ
ば
、ど
ん
な
資
質
・
能

力
の
育
成
の
機
会
と
な
る
の
か
を
先
生

方
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、教

育
に
関
す
る
豊
か
な
知
見
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
働

す
る
先
生
方
に
は
、
地
域
の
実
情
や
課

題
、
地
域
が
持
つ
資
源
、
そ
し
て
地
域

住
民
の
願
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
探
究
学
習
に
お

い
て
、
生
徒
が
自
身
の
興
味
・
関
心
だ

け
で
設
定
し
た
課
題
で
は
、
地
域
の
方

の
協
力
を
得
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
生
徒
の
設
定
し
た
課
題
が

地
域
の
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
れ

ば
、地
域
の
方
の
意
識
は
変
わ
り
ま
す
。

探
究
学
習
で
あ
れ
ば
、
地
域
が
学
校
に

か
か
わ
り
た
く
な
る
テ
ー
マ
に
す
る
な

ど
の
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
た
め
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
考
え
て

い
る
学
校
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
を
探
し
て
い
る
学
校
は
ま

利
用
者
数
は
一
気
に
増
え
ま
し
た
。ま

た
、
高
校
生
の
利
用
も
増
え
た
こ
と
で
、

当
初
生
徒
た
ち
が
考
え
て
い
た
「
若
者

の
居
場
所
づ
く
り
」も
実
現
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
の
課
題

を
つ
な
げ
、
協
働
し
て
取
り
組
む
方
策

を
模
索
す
る
た
め
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
職
員

大
槌
町
教
育
委
員
会
教
育
専
門
官

菅
野
祐
太
　
　
か
ん
の
・
ゆ
う
た

大
学
卒
業
後
、
民
間
企
業
に
就
職
。
東
日
本
大
震
災

発
生
後
、
休
職
し
、
被
災
地
と
な
っ
た
岩
手
県
大
槌

町
に
居
住
。
行
政
や
学
校
と
連
携
し
て
、
中
学
生
・

高
校
生
の
放
課
後
の
学
習
場
所
で
あ
る
コ
ラ
ボ
・
ス

ク
ー
ル
「
大
槌
臨
学
舎
」
を
立
ち
上
げ
る
。
そ
の
後
、

カ
タ
リ
バ
に
入
職
し
、
大
槌
臨
学
舎
の
統
括
担
当
と

し
て
勤
務
。
２
０
１
７
年
４
月
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

行
政
に
出
向
す
る
形
で
大
槌
町
教
育
専
門
官
と
し
て
、

地
域
と
協
働
し
た
高
校
教
育
改
革
に
携
わ
る
。
19
年

４
月
よ
り
岩
手
県
立
大
槌
高
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

等
専
門
家
と
し
て
同
校
に
常
駐
。
文
部
科
学
省
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検

討
会
議
」
委
員
。
内
閣
官
房
長
官
主
催
「
こ
ど
も
政

策
の
推
進
に
係
る
有
識
者
会
議
」
臨
時
構
成
員
。

※菅野さんへの取材を基に編集部で作成。

学校と地域の思いをつなぐコーディネーター

◎学校と地域がそれぞれの思いをぶつけると……

◎相手の立場を理解しながら思いを伝えると……

図２

不
一
致

地域の
ために

「地域の問題の解決に高校生の力を
借りたい。地域のことを高校生に知っ
てほしい」

「地域の問題を題材にした質の高い学
びを生徒に体験させたい。地域に貢
献できる生徒を育てたい」

生徒の
ために

学校

学校

地域

地域

菅野さんが考える「教師がコーディネーターと協働する際のポイント」
•コーディネーターと、生徒の成長について共有し、生まれた成果を楽しむ。
•教師も、地域に対して興味を持つ。例えば、地域の人たちが学校を訪れた際には、
教師が積極的に地域の人たちに声をかけ、その話に耳を傾ける。

•コーディネーターは、教師とは異なる視点の持ち主である。生徒の想定外の成長
を期待し、コーディネーターに任せられる部分は任せる。

•ＰＤＣＡサイクルの「Ｐ（プラン）」に時間をかけすぎずに新しい取り組みに挑み、
振り返りはコーディネーターと丁寧に行うことで、次の取り組みに生かしていく。

コーディネーターが両者の思いを伝わりやすく言語化

合致

学
校
と
地
域
の
思
い
が

つ
な
が
る
こ
と
が
重
要

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
出
会
い
、

そ
の
存
在
を
生
か
す
た
め
に

地域連携のあり方を問う
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イベントのご案内イベントのご案内

ず
、地
元
自
治
体
の「
企
画
財
政
課
」「
総

合
政
策
課
」
な
ど
の
部
署
に
相
談
し
て

み
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
際
、「
教
員
免
許
取
得
者
が
よ
い
」「
高

校
生
と
か
か
わ
っ
た
経
験
も
必
要
」
な

ど
と
、
多
く
の
条
件
を
出
す
と
、
具
体

的
な
名
前
は
な
か
な
か
挙
が
っ
て
こ
な

い
で
し
ょ
う
。
私
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
最
も
求
め
ら
れ
る
の
は
、
生
徒

や
先
生
方
と
一
緒
に
学
ん
で
い
く
姿
勢

だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
教
員
免

許
が
な
く
て
も
、
社
会
教
育
に
携
わ
っ

た
経
験
の
あ
る
方
な
ど
か
ら
適
切
な

人
材
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
候
補
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
学
校
に
招
い
て
地
域
に
つ

い
て
生
徒
と
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
様
子
を
見
て
、
適
切
な
人
材
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
際
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
も
、
資
料
の
作
成
や
地
域
と
の
事

務
的
な
や
り
と
り
し
か
任
せ
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
学
校
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
。
現
場
の
先
生
方
の
業
務
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
も

よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か

く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
先
生
方

と
は
異
な
る
視
点
を
持
っ
た
存
在
を
迎

え
入
れ
た
の
で
す
か
ら
、
地
域
と
の
連

携
の
あ
り
方
や
、
そ
れ
を
授
業
に
生
か

す
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
積
極
的
に
意
見
を
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
先
生
方
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
相
互
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
は
両
者
が
机
を
並
べ
、
生
徒

と
接
す
る
中
で
感
じ
た
喜
び
や
楽
し
さ

を
日
々
語
り
合
う
中
で
深
ま
る
の
だ
と

考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
迎
え

た
学
校
の
管
理
職
の
先
生
に
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ど
ん
な
役
割
を
求

め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
ど

ん
な
学
校
を
目
指
す
の
か
、
先
生
方
に

発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
う
し
た
青
写
真
が
あ
っ
て
こ
そ
、

先
生
方
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
積
極

的
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
管
理
職
の
先
生
は
、
現
場
の
先

生
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連
携
が
う

ま
く
い
っ
た
時
は
、
双
方
を
ほ
め
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

新
し
い
役
割
が
、
先
生
や
生
徒
と
と
も

に
学
び
を
つ
く
る
存
在
と
し
て
、
学
校

に
根
を
下
ろ
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

VIEW next 編集部は今年度、対話型の研修や会議を実現するために必要な対
話促進スキルの向上を目的としたオンライン講座を、特集のテーマと連動さ
せる形で開催しています。今回は、認定ＮＰＯ法人カタリバ職員で、学校と
地域をつなぐコーディネーターである菅野祐太氏に、地域連携を推進する中
で行われる地域との対話において、学校側が連携先に伝えるべきことや、対
話上留意すべき点についてお話しいただきます。

自校の研修・会議に使える！ 対話促進スキル向上・オンライン講座

─学校と地域をつなぐコーディネーターが語る─
両者の連携を深める対話のあり方

2022年
2月4日（金）
オンラインで

開催！
PRESENTS

講師

認定ＮＰＯ法人カタリバ職員
大槌町教育委員会教育専門官

菅
か ん

野
の

祐太
◎東日本大震災後、岩手県大槌町に、中高生
のための「大槌臨学舎」を設立。カタリバに
入職し、大槌臨学舎の統括担当として勤務。

開催日時　2022 年 2 月4日（金）16時 00分〜17時10分
形式　オンライン（ライブ配信）※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法　右の２次元コード、または下記 URL から登録してください。
　　　　　　　 https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/wef9859676/form.php  
参加申し込み締め切り　2022 年 1 月28 日（金）　　　参加費　無料

本誌特集テーマとも連動！
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進路担当お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

管理職

P. 20

P. 24

P. 28

P. 32

P. 36

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

新課程で求められるカリキュラム・マネジメントの
視点での学校づくりとは？

新課程初年度に向けた自校の計画・実践に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡

学校
危機管理
基 礎 講 座

大阪府立農芸高校

「育てたい人物像」を全学科で共有した上で、
評価・検証の仕組みまでを整える

新課程１期生入学に向けた
「情報Ⅰ」の準備
ウェブセミナー　新課程１期生入学に向けた学びの設計と実践　第６回

先進校の実践から「情報Ⅰ」の授業を考える

青森県・私立東
と う お う

奥義塾高校

客観的な学力指標による進路指導
「行きたい大学」を目指す生徒を育て、指定校制選抜においても、
志望校に求められる学力を身につけさせる

福岡県立朝倉高校　１学年団

自律的学習者の育成に向けて、
具体的な目標を設定し、生徒の日常に伴走する

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

教師・生徒の健康管理

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

輝く
学年団を訪ねて
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２
０
１
８
年
度
、文
部
科
学
省「
ス
ー

パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
指

定
を
受
け
た
大
阪
府
立
農
芸
高
校
は
、

Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
着
手
し
た
。
育

て
た
い
人
物
像
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

豊
か
な
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」

と
し
た
そ
の
思
い
を
、
喜
多
英ひ

で
か
ず一
校
長

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
、
生
徒
が
地
域
の
小
学
校

で
食
育
の
出
張
授
業
を
行
っ
た
り
、
地

域
の
企
業
と
協
働
で
商
品
開
発
に
取
り

組
ん
だ
り
と
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
が

深
い
学
校
で
す
。
地
域
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
や
技

術
に
加
え
て
、
幅
広
い
視
野
も
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
２
つ
の
要
素
を
合

わ
せ
た『
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
』

の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
」

　
同
委
員
会
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が

示
す
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
踏
ま

え
、
自
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
の
枠
組
み
を
「
ス
キ
ル
」「
ビ
ュ
ー
」

「
マ
イ
ン
ド
」
の
３
つ
と
捉
え
、
経
済

産
業
省
が
提
唱
す
る「
社
会
人
基
礎
力
」

（
＊
）
を
参
考
に
、
13
の
資
質
・
能
力

を
策
定
（
図
１
）。
そ
れ
ら
の
中
か
ら

各
教
科
・
科
目
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
各
教
科
会
で
設
定
し
、
一
覧
表

に
し
た
（
図
２
）。
同
委
員
会
の
責
任

者
を
務
め
た
烏

か
ら
す

谷だ
に

直な
お

宏ひ
ろ

先
生
は
、
各
教

科
会
の
様
子
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
私
が
参
加
し
た
ど
の
教
科
会
も
、

『
こ
の
資
質
・
能
力
は
あ
の
教
科
で
育

め
る
。
私
た
ち
の
教
科
で
育
む
べ
き
資

質
・
能
力
は
こ
れ
だ
』
な
ど
と
、
他
教

科
の
視
点
も
踏
ま
え
た
意
見
が
交
わ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。教
科
会
で
の
議
論
は
、

育
て
た
い
人
物
像
の
実
現
に
向
け
て
、

担
当
教
科
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
俯
瞰

的
に
捉
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
」

　
各
教
科
・
科
目
が
設
定
し
た
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
に
は
、「
主
体
性
」

が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　「
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
本
校
の
特
色

と
捉
え
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
専
門
分

＊　職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力を定義したもの。「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」の３つの能力と 12
の能力要素から構成される。

「育てたい人物像」を全学科で共有した上で、
評価・検証の仕組みまでを整える

大阪府立農芸高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

科
目
単
位
で
育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
を
設
定

地
域
創
生
に
貢
献
で
き
る

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介

紹介

紹介

目
標
に
設
定
し
た
資
質
・
能
力
の

育
成
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
が
進
む
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野
の
異
な
る
複
数
の
教
師
の
下
、
生
徒

が
少
人
数
の
班
で
取
り
組
む
『
課
題
研

究
』
を
中
核
科
目
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
同
科
目
の
活
動
を
よ
り
深
い
も
の

と
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
、
生
徒
が
自

ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
自
分
で
取
り
組

む
『
主
体
性
』
を
、
教
科
学
習
で
は
特

に
育
成
す
る
と
い
う
共
通
認
識
を
、
一

連
の
検
討
を
通
じ
て
教
師
間
で
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」（
烏
谷
先
生
）

　
各
教
科
・
科
目
の
授
業
は
、
目
標
と

し
て
設
定
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
を

意
識
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
高
度

な
知
識
」「
創
造
力
」「
主
体
性
」
と
し

た
「
現
代
文
Ｂ
」
で
は
、
夏
目
漱
石
の

『
こ
こ
ろ
』
の
単
元
で
新
た
な
活
動
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
生
徒
が
素
材
文
の
読

解
を
段
落
ご
と
に
分
担
し
、
教
師
が
示

し
た
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
各
自
で
読

解
。
次
に
各
段
落
の
要
約
を
生
徒
同
士

で
説
明
し
合
う
こ
と
で
、
素
材
文
全
体

の
読
解
に
つ
な
げ
た
。
授
業
を
行
っ
た

井
上
佳
奈
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
は
『
課
題
研
究
』
な
ど
で
大

勢
の
人
の
前
で
自
分
の
意
見
を
発
表
し

ま
す
。
国
語
で
も
、
発
表
を
通
じ
て
創

造
力
や
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
場
を
設

け
よ
う
と
、こ
の
活
動
を
考
え
ま
し
た
。

生
徒
は
担
当
の
段
落
を
丁
寧
に
読
み
込

育てたい
人物像

育てたい
３つの力 関連性のある資質・能力 育成を目指す

資質・能力 3つの柱

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
豊
か
な

地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

高度な知識・
専門技術
【スキル】

①高度な知識

知識・技能
何を理解しているか
何ができるか

②専門技術

③課題発見力

④課題解決力（行動力）

⑤課題解決力（実行力）

環境及び
グローバルな
視座

【ビュー】

⑥社会貢献度（規範意識） 思考力・判断力・
表現力等

理解していること、
できることをどう使うか

⑦郷土愛（使命感）

⑧国際意識（多様性）

⑨創造力

チャレンジ
精神

【マインド】

⑩主体性 学びに向かう力
人間性

どのように社会・世界と
かかわり、

よりよい人生を送るか

⑪豊かな人間性

⑫キャリアプランニング

⑬チャレンジ精神

※学校資料を基に編集部で作成。

全教科・科目と特別活動で育成を目指す資質・能力を設定し、一覧表にした。
※学校資料を基に編集部で作成。上図の全体像は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」
でご覧ください。

関連性のある資質・能力 ①高度な知識 ②専門技術 ③課題発見力

達成値（教育課程で担保
する力→各科目で実施）

学習した専門分
野の新たな知識
を理解している

学習した専門分
野の知識を活用
する技術が身に
ついている

学習した専門分
野の課題が何か
を理解している

共
通
教
科

１年 国語総合 ○

１年 現代社会 ○

１年 数学Ⅰ

１年 生物基礎

１年 体育

１年 保健

１年 音楽Ⅰ

１年
コミュニケー
ション英語Ⅰ ○

2・3年 現代文B ○

２年 日本史A ○

「育てたい人物像」と「育成を目指す資質・能力」図１

設立	 1917（大正６）年

形態	 全日制／ハイテク農芸科、食品
加工科、資源動物科／共学

生徒数	 １学年約 200人

2021年度進路実績（現役のみ）　
国公立大は、帯広畜産大、宇都宮大、岐阜大、京都教育大、
鳥取大、高知大、鳥取環境大に８人が合格。私立大は、東京
農業大、京都産業大、龍谷大、近畿大などに延べ 34人が合格。
短大・専門学校進学69人。農業大学校進学12人。就職43人。

School Profile

「2021年度  教育課程と関連性のある資質・能力の対応一覧」（抜粋）図２
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18
年
度
に
Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
か
ら
３
年
余
り
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

用
い
た
評
価
・
検
証
の
仕
組
み
ま
で
を

整
え
た
同
校
だ
が
、
取
り
組
み
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
は
、
教
師
か
ら
戸
惑
い
の

声
が
度
々
上
が
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で

Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
が
意
識
し
た
の
は
、
委

員
会
で
素
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に

職
員
会
議
な
ど
の
場
で
教
師
全
員
に
よ

る
議
論
を
行
う
こ
と
で
、
合
意
点
を
確

認
し
な
が
ら
地
歩
を
固
め
て
い
く
こ
と

だ
っ
た
。

　「
取
り
組
み
が
停
滞
し
て
い
る
と
感
じ

て
も
、
強
引
に
進
め
よ
う
と
せ
ず
、
目

的
や
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、
様
々
な

声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
そ
う
す
る
中

で
、
大
多
数
か
ら
納
得
を
得
た
上
で
物

事
を
決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
、
本
校
が
行
う
べ
き
教
育
が
浸

透
し
、
取
り
組
み
へ
の
戸
惑
い
が
解
消

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
」（
烏
谷
先
生
）

　
さ
ら
に
、
各
教
科
・
科
目
で
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定
し
、
一
覧

表
（
Ｐ
．21
図
２
）
に
し
た
こ
と
で
、
教

科
学
習
や
特
別
活
動
な
ど
で
す
べ
き
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
。
取
り
組
み
が
自

分
事
と
な
り
、授
業
改
善
が
進
ん
で
い
っ

た
と
い
う
。

　
取
り
組
み
の
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
も

重
視
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
18
年
度
に
30
回
近
く
行
っ
て
い
た

委
員
会
の
会
合
は
、
20
年
度
に
は
10
回

以
下
に
抑
え
た
。
ま
た
、
年
度
末
に
生

徒
を
対
象
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

教
科
ご
と
で
の
実
施
形
態
を
変
更
し
、

普
通
教
科
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
精

選
し
て
１
枚
の
用
紙
に
ま
と
め
、
回
答

が
１
回
で
済
む
よ
う
に
し
た
。

め
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
説
明
を
し

て
い
ま
し
た
。
学
校
教
育
目
標
を
担
当

科
目
ま
で
落
と
し
込
ん
で
考
え
た
こ
と

が
、
授
業
づ
く
り
に
生
き
て
い
ま
す
」

　
年
度
末
に
は
、
各
教
科
で
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
そ
の
到

達
度
を
生
徒
に
４
段
階
で
自
己
評
価

さ
せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
図
３
）。

目
標
値
を
２・
８
と
し
、
経
年
変
化
を

追
っ
て
い
く
こ
と
で
指
導
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
実
習
や
探
究
学
習
が
授
業
の
中
心
と

な
る
「
総
合
実
習
」
と
「
課
題
研
究
」

で
は
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
も
活
用
し
た
。

「
何
を
学
び
、何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
」「
そ
の
研
究
は
、
地
域
や
社
会

に
ど
う
役
立
つ
か
」「
そ
の
学
び
を
将

来
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
」
の
３
項
目

に
つ
い
て
、
生
徒
は
各
学
期
末
に
記
述

し
、
学
習
を
振
り
返
る
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
把
握
し
き
れ
な
い
生
徒
の
変
容
を

つ
か
む
役
割
を
担
う
。
例
え
ば
、
１
学

期
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
、「
糖
度
の

高
い
ブ
ド
ウ
を
作
り
た
い
」
と
書
い
た

生
徒
が
、年
度
末
に
は「
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
低
価
格
高
糖
度
の
大
阪

ブ
ド
ウ
を
独
自
に
開
発
し
、
府
内
の
果

樹
農
家
に
提
供
し
た
い
」
と
記
述
し
、

学
習
を
通
じ
て
社
会
的
な
視
点
を
身
に

つ
け
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　「
生
徒
は
、
振
り
返
り
を
通
じ
て
、

自
分
の
研
究
の
社
会
的
意
義
を
論
理
的

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
力
は
、
学
校
推
薦

型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
で
も
評
価
さ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
丁
寧
に
見
取
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
」（
烏
谷
先
生
）

生徒は、以下のような項目について、４段階で自己評価。
•国語の授業を通して、得た知識を活用し、文章などを用いて、
自分の考えや意見を表現する力が身についた。　　　【創造力】
•英語の授業を通して、世界の中の日本を知り、他国との文化
の違いを知ることによって、日本を今まで以上に知ることが
できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【国際意識】

•理科の授業を通して、新たな課題に取り組んで、何かにチャ
レンジしようと思えるようになった。　　　【チャレンジ精神】

•数学の授業を通して、説得力をもって主張し、議論できるよ
うになった。　　　　　　　　　　　　　　　　【課題解決力】

※学校資料を基に編集部で作成。

１
歩
ず
つ
丁
寧
に
進
め
、

取
り
組
み
の
趣
旨
を
浸
透
さ
せ
る

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

合
意
点
を
確
認
し
な
が
ら
推
進

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
生
徒
の
変
容
を

丁
寧
に
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す

生徒に実施したアンケート項目（抜粋）図３
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Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
指
定
が
20
年
度
で
終
了
し

た
後
も
、
教
育
の
質
を
高
め
る
取
り
組

み
を
精
力
的
に
継
続
し
て
い
る
。

　
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
新
学

習
指
導
要
領
が
求
め
る
学
習
評
価
の
方

法
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
だ
。
現
在
の
学

習
評
価
は
、
現
行
課
程
の
４
観
点
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
が
、
22
年
度
か
ら

始
ま
る
３
観
点
で
の
評
価
の
実
施
に
向

け
て
知
見
を
蓄
え
よ
う
と
、
４
観
点
で

の
評
価
に
加
え
て
、
３
観
点
で
の
評
価

を
各
教
科
・
科
目
で
試
行
し
て
い
る
。

　「
大
阪
府
は
、『
知
識・技
能
』『
思
考・

判
断
・
表
現
』『
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
』
の
評
価
を
同
じ
比
率
で

総
括
し
て
評
定
を
出
す
と
し
て
お
り
、

そ
の
方
法
を
試
行
中
で
す
。
ま
た
、『
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
を
適

切
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
主
体

で
活
動
す
る
場
面
を
さ
ら
に
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
授
業
の
あ
り
方
も
、
各
教
科
で
検
討

し
て
い
ま
す
」（
井
上
先
生
）

　
22
年
度
か
ら
生
徒
１
人
に
１
台
配
備

さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
も
、

教
育
活
動
の
充
実
の
鍵
と
捉
え
て
い

る
。

　
教
師
間
で
育
て
た
い
人
物
像
の
共
通

認
識
を
図
っ
て
か
ら
、
物
事
を
決
め
る

ス
ピ
ー
ド
が
一
段
と
速
く
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
22
年
度
入
学
生
の
教
育
課

程
の
編
成
に
取
り
組
む
際
、
教
務
主
任

の
井
上
先
生
は
、「
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
」
の
育
成
に
向
け
て
、
専
門
科

目
の
選
択
科
目
を
精
選
し
、
学
科
共
通

の
必
修
科
目
の
授
業
時
数
を
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
選
択
科
目

で
習
得
す
る
よ
う
な
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
知
識
・
技
能
は
、
生
徒
が
自
身
の

関
心
を
基
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

探
究
を
深
め
る
「
課
題
研
究
」
で
育
成

で
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　「
専
門
知
識
や
技
能
の
習
得
と
と
も

に
、
専
門
以
外
の
分
野
に
も
幅
広
く
目

を
向
け
て
学
習
す
る
こ
と
が
、
本
校
の

目
指
す
『
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
』

の
育
成
に
合
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、

各
学
科
の
先
生
方
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

育
て
た
い
人
物
像
を
共
有
で
き
て
い
た

こ
と
で
、
選
択
科
目
の
精
選
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
」（
井
上
先
生
）

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
既
に
授
業
で
活
用
し
て

い
る
教
師
が
講
師
と
な
り
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
基
本
操
作
や
授
業
で
の
効
果

的
な
活
用
方
法
に
関
す
る
研
修
会
を
、

適
宜
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
初
心

者
の
教
師
に
と
っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
の
情
報
交
換
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
教
師
間

で
連
携
し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
」（
喜
多
校
長
）

校長

喜多英一
きた・ひでかず

教職歴37年。同校に赴任して２年目。

首席

烏谷直宏
からすだに・なおひろ

教職歴18年。同校に赴任して14年目。
農業科。

首席、教務主任

井上佳奈　

いのうえ・かな

教職歴12年。同校に赴任して３年目。
国語科。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

３
観
点
で
の
評
価
方
法
の
確
立
を
図
る

育
て
た
い
人
物
像
に
基
づ
い
て

教
育
課
程
の
あ
り
方
を
話
し
合
う

３
観
点
で
の
学
習
評
価
を
試
行
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
修
も
実
施

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

23  高校版  2021 December 

0-01-J-22512-001 2021 年度 VIEW next 高校版 12 月号 22 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
引寺

再
念
校

12/02
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22512-001 2021 年度 VIEW next 高校版 12 月号 23 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
引寺

再
念
校

12/02
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-23_view-next-koukou-12g.indd   23 2021/12/02   11:39



　
新
課
程
で
大
き
く
変
化
す
る
教
科

「
情
報
」。
各
校
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
の

授
業
実
践
に
向
け
て
の
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
２
０
２
１
年
７
月
に	

ベ
ネ
ッ
セ

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
た
第
４

回
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
で
実
施
し
た
参
加

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
情

報
Ⅰ
」
に
つ
い
て
「
準
備
を
す
る
必
要

は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
何
か
ら
始

め
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
回
答

し
た
割
合
は
44
％
だ
っ
た
が
、
11
月
の

調
査
で
は
24
％
に
減
少
。
一
方
、「
今

年
度
、『
情
報
Ⅰ
』
を
想
定
し
た
実
践

を
授
業
内
で
一
部
展
開
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
割
合
は
倍
増
し
た
（
図
１
）。

　「
情
報
Ⅰ
」
は
、「
情
報
社
会
の
問
題

解
決
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情

報
デ
ザ
イ
ン
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」
の
4
章
か

ら
成
る
。
特
に
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」「
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」
は
、
新

規
の
項
目
や
「
情
報
の
科
学
」
以
上
に

高
度
な
理
解
が
求
め
ら
れ
る
内
容
も
多

い
。
今
回
の
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

者
か
ら
も
、「
新
し
い
学
習
内
容
で
ど

の
よ
う
に
年
間
指
導
計
画
を
立
て
る
か

が
課
題
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。
そ
こ
で
、
講
師
の
能の

城し
ろ

茂
雄
先
生

に
は
、
各
章
で
学
習
す
る
内
容
の
要
点

の
確
認
と
と
も
に
、
具
体
的
な
授
業
実

践
の
工
夫
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

※２０２１年７月に開催した情報教育に関するセミナーの事前アンケート515人の集計結果と、２０２１年11
月に開催した情報教育に関するセミナーの事前アンケート451人の集計結果。

■今年度、「情報Ⅰ」を想定した実践を
授業内で一部展開している
■「情報Ⅰ」の年間指導計画を立て終わっ
ているが、実践などは行っていない
■「情報Ⅰ」の年間指導計画を立ててい
る最中だが、実践などは行っていない
■準備をする必要はあると思っているが、
何から始めればよいか分からない
■まだ準備をスタートしていない、現時
点では準備をする必要はない
■準備の担当ではない

７月 11月

17% 14%
27%

28%

24%

15%
4%

21%

44%

3%

1%

2%

「
情
報
Ⅰ
」
の
授
業
準
備
が
進
む
中
、

求
め
ら
れ
る
実
践
例

新課程1期生入学に向けた
「情報Ⅰ」の準備

新学習指導要領の実施が 2022 年度に迫る中、21年度は、新課程に
向けた計画とその実践を通じた授業と評価の改善が求められる。新
課程初年度に向け、実践事例や解説記事により現場の疑問や課題を
解決し、自校の計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
　
新
課
程
１
期
生
入
学
に
向
け
た
学
び
の
設
計
と
実
践
　
第
６
回

先
進
校
の
実
践
か
ら
「
情
報
Ⅰ
」の
授
業
を
考
え
る

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
２
０
２
５
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科
目
等
と
し
て
新
設
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
発

表
さ
れ
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
「
情
報
Ⅰ
」。
各
学
校
で
は
次
年
度
の
教
科
書
採
択
も
完
了
し
、
年
間
授
業
計
画
の
立
案
に
向
け

て
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
教
科
「
情
報
」
は
、
専
任
教
師
が
少
な
い
た
め
、
多
く
の
学
校
が
具
体
的
な
授
業
実
践
の
事
例
を
求
め
て

い
る
状
況
だ
。
そ
こ
で
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、「
情
報
Ⅰ
」の
授
業
実
践
を
テ
ー
マ
と
し
た
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

セミナーレポート

「情報Ⅰ」の準備状況図1
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講
演
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
を
構
成
す

る
４
つ
の
章
、
す
な
わ
ち
、「
情
報
社

会
の
問
題
解
決
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」「
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」
の

ね
ら
い
を
、
具
体
的
な
授
業
実
践
例
を

交
え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
い
た
。

　「
情
報
社
会
の
問
題
解
決
」で
は
、「
情

報
や
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
踏
ま
え
、
情

報
と
情
報
技
術
を
活
用
し
て
問
題
を
発

見
・
解
決
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ

と
」
が
求
め
ら
れ
る
。
授
業
で
取
り
上

げ
る
問
題
例
と
し
て
、
能
城
先
生
が
勤

務
す
る
東
京
都
立
三
鷹
中
等
教
育
学
校

の
適
性
検
査
の
問
題
（
小
学
６
年
生
が

受
験
す
る
入
試
問
題
）
を
示
し
た
（
図

２
）。
そ
の
問
題
で
は
、
８
方
位
を
４

つ
の
碁
石
の
並
び
で
表
現
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
、
黒
の
石
を
１
、
白
の
石

を
０
と
し
た
２
進
法
を
使
っ
て
、
方
位

と
い
う
情
報
を
表
し
た
も
の
だ
。
そ
の

よ
う
に
、固
定
長（
碁
石
の
数
が
決
ま
っ

て
い
る
ル
ー
ル
Ａ
）
で
は
な
く
、
可
変

長
（
碁
石
の
数
が
決
ま
っ
て
い
な
い

ル
ー
ル
Ｂ
）
に
す
る
と
生
じ
る
問
題
点

を
、
例
を
示
し
て
説
明
す
る
こ
と
を
求

め
る
よ
う
な
授
業
も
一
例
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

　
能
城
先
生
が
「
情
報
Ⅰ
」
の
中
で
も

重
要
視
す
る
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
だ
。
同
章

で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
特
徴
を
踏
ま
え

て
、
伝
え
た
い
内
容
を
的
確
に
伝
え
る

た
め
に
必
要
な
考
え
方
や
方
法
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、こ
こ
で
の
「
デ
ザ
イ
ン
」

と
は
、
い
わ
ゆ
る
芸
術
的
な
デ
ザ
イ
ン

と
は
異
な
り
、
目
的
や
意
図
を
持
っ
た

情
報
を
受
け
手
に
対
し
て
分
か
り
や
す

く
伝
達
し
た
り
、
操
作
性
や
認
知
性
、

安
全
性
を
高
め
た
り
す
る
た
め
の
デ
ザ

イ
ン
の
基
礎
知
識
と
技
術
の
こ
と
で
あ

る
。
授
業
実
践
に
つ
な
が
る
実
例
と
し

て
、
能
城
先
生
は
自
身
の
講
演
ス
ラ
イ

ド
（
Ｐ
．26
図
３
）
を
使
っ
て
、「
伝
わ

り
や
す
く
な
る
、
見
や
す
く
な
る
」
と

い
う
問
題
解
決
の
た
め
に
、
文
字
の

フ
ォ
ン
ト
の
選
択
に
留
意
し
た
資
料
づ

く
り
な
ど
も
、
同
章
で
の
取
り
組
み
と

し
て
考
え
ら
れ
る
と
説
明
し
た
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ

ザ
イ
ン
」
の
学
習
内
容
は
、「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」「
情

東
京
都
立

三
鷹
中
等
教
育
学
校

能
城
茂
雄　

の
し
ろ
・
し
げ
お

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
情
報
科
。

文
部
科
学
省
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
に
係
る
検
討
に

必
要
な
専
門
的
作
業
等
協
力
者
（
共
通
教
科
情
報
）。

※２０１４年度東京都立三鷹中等教育学校入学者適性検査問題。

この碁石の並びでは、「西、北」と
も「北東」とも読み取れ、方位が１
通りに決まらない

碁
ご

石
いし

の並び

● ○ ○ ●

解答の
一例

情
報
を
使
い
こ
な
し
、

問
題
を
解
決
す
る
力
を
育
む

講
演
【
要
旨
】

新
学
習
指
導
要
領
「
情
報
Ⅰ
」
に
向
け
て

東
京
都
立
三
鷹
中
等
教
育
学
校

　能
城
茂
雄

情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する問題例図２お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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　「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
使
う
方
法
と

技
能
を
身
に
つ
け
、
モ
デ
ル
化
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
目
的
に
応
じ

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
能
力
を
引
き
出

す
力
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
授
業
実
践
を
考
え
る
上
で
参
考
に

な
る
の
が
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
試

作
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
問
題
（
検

討
用
イ
メ
ー
ジ
）
だ
（
図
４
）。
同
問

題
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
ず
ら
す

こ
と
で
暗
号
を
つ
く
る
シ
ー
ザ
ー
暗
号

が
出
題
さ
れ
た
が
、
文
字
の
出
現
頻
度

か
ら
複
合
化
の
手
が
か
り
を
探
し
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
る
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
類
似
の
内
容
の
学
習
経
験
が
あ
れ

ば
、
学
習
す
る
言
語
が
異
な
っ
て
も
生

徒
は
対
応
可
能
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、授
業
時
数
が
限
ら
れ
る
中
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
充
て
ら
れ
る

時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。能
城
先
生
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
は
「
Ｐ
ス
タ

デ
ィ
」（
＊
）
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教

材
を
活
用
し
て
、
生
徒
が
放
課
後
な
ど

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
学
び
、
学
校

で
は
、
身
に
つ
け
た
知
識
を
生
か
す
協

働
的
な
学
習
を
行
い
、
深
い
学
び
へ
と

つ
な
げ
る
反
転
学
習
を
行
っ
て
い
る

（
図
５
）。
そ
う
し
て
知
識
・
技
能
の
習

得
を
生
徒
に
委
ね
る
よ
う
に
し
て
も
、

例
年
ほ
ぼ
同
じ
試
験
問
題
で
実
施
し
て

い
る
定
期
考
査
の
平
均
点
は
、
こ
れ
ま

で
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。

　「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ

の
活
用
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｌ

Ａ
Ｎ
な
ど
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
デ
ー

タ
の
蓄
積・管
理・提
供
、
収
集・整
理・

分
析
、
そ
し
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活

用
」
の
内
容
と
密
接
に
つ
な
が
る
。
例

え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
際
に
は
、

デ
ー
タ
の
構
造
を
理
解
し
、
ど
の
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で
整
理
す
る
の

か
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
適
切
な

コ
ー
ド
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

う
し
た
点
か
ら
も
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
は
非
常
に

重
要
な
領
域
だ
と
、
能
城
先
生
は
強
調

し
た
。

＊　ベネッセが提供する「情報Ⅰ」に対応した学習支援教材

※能勢先生提供資料をそのまま掲載。

プログラミングに割ける時間は足りないのが
学校の現状だと思います。だからこそ、ICT
を活用して事前学習を行い、事後学習として、
学校のパソコン教室でのプログラミングを行
うなどの工夫が求められます。本校では、1
学期から2学期に切り替わる時期、2か月く
らいの期間で反転学習を実施します。「情報」
の授業では、プログラミングの説明に6時間
を充てています。

能城先生
コメント

https://www.ipsj.or.jp/education/
9faeag0000012a50-att/sanko2.pdf

※セミナーでは、試作問題　第５問を例に解説

学習指導要領では、教科「情報」でどんな言
語を使うか、指定はされていません。だから
こそ、どんな言語でも対応できるように、生
徒に経験を積ませることが重要です。限られ
た授業時間ですが、実際にプログラムを書く
ような問題に取り組んでおくだけでも、共通
テストで必要な問題対応力が高まります。

能城先生
コメント

「情報」試作問題　（検討イメージ ) で 検索

反転学習の活用図5

■反転学習と
　組み合わせて
　学ぶ生徒の声

■生徒が作成する
　プログラムの一部

プログラミングの問題例図４試
作
問
題
か
ら
得
ら
れ
る

指
導
の
ヒ
ン
ト

目的や意図を持った情報デザインの例図３
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を
学
ぶ
。
現
在
、
多
く
の
家
庭
が
ル
ー

タ
や
ハ
ブ
を
持
ち
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
契

約
し
て
い
る
。
ル
ー
タ
、
ハ
ブ
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
か
を
理
解
さ
せ
、
生
徒
が
自

分
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
よ

う
に
教
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。選
択
す
る
回
線
の
種
類
に
よ
っ
て
、

使
用
料
金
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
を
見

る
際
の
快
適
さ
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
で
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
も
言
え
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
師
自
身
が
ま

ず
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
様
々
な
用
語
を
適
切
に
説
明
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
の
活
用
の
項
目
の
う

ち
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
何
か
、
こ
れ
か

ら
学
ぶ
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
に
、
生
徒
は
ま

ず
は
教
科
書
を
読
ん
だ
上
で
、「
Ｐ
ス

タ
デ
ィ
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
講
座
を
受

講
し
、
そ
の
後
、
能
城
先
生
が
補
足
説

明
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

新課程に関する情報は、
『ハイスクールオンライン』で

お届けします！

• 本セミナーの
　アーカイブ動画・資料を掲載
• 過去のウェブセミナーの
　アーカイブ動画・資料も掲載

• 有識者による
　新課程の動画解説も満載

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程 からアクセス

　「情報Ⅰ」が大学入学共通テストの出題科目と
なることが決まった今、先生方は、各大学の入
試ではどのような扱いになるのか、大きな関心
を持っていらっしゃると思います。ただ、各大
学の入試でどのように位置づけられようとも、
「情報」は、生徒が21世紀の社会を生き抜く上で、
軽視することができない教科です。今、生徒は、
どのような進路を選び、どのような職業に就こ
うとも、外国語や異文化理解に関する力が必要
であることを知っています。「情報」も全く同じ
だと私は思います。
　「情報」の授業で身につけた力は、総合的な探
究の時間を始め、すべての教科の学びに生かす
ことができます。先生方にはぜひ、「情報」とい
う教科を軸に、学校の教育活動をよりよくつな
げていけるような大きな視座で、22年度を迎え
ていただきたいと思っています。

「情報Ⅰ」を軸に
教育活動をよりよくつなげましょう

　　　　能城先生より全国の先生方へ

「情報Ⅰ」の授業と生徒の学びのご支援に向けて、
学習教材とテストを2022 年度からリリースします！

2022年度のリリースに先駆けて
無料お試し版公開中！

▲

無料サンプルダウンロードはこちらから！　
https://www.p-pras.com/otameshi/

重要なポイントをまとめた動画、ブラウザ
だけで実施できるプログラミング教材など、
「情報Ⅰ」を丸ごと学習できる教材です。

Pプラス
公式サイト

https://www.p-pras.com/

Ｐプラス　ベネッセ 検索

結果は受検後即確認ができる完
全ＣＢＴ型テスト。問題解決型を
含む新課程を踏まえた出題です。
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青
森
県
弘
前
市
の
南
部
に
位
置
す
る
私
立
東
奥

義
塾
高
校
は
、
Ｃ
Ⅰ
コ
ー
ス
（
特
別
進
学
コ
ー
ス
）、

Ｃ
Ⅱ
コ
ー
ス
（
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
コ
ー
ス
）、

Ｂ
コ
ー
ス（
総
合
コ
ー
ス
）の
３
コ
ー
ス
か
ら
成
る
。

Ｃ
Ⅰ
コ
ー
ス
は
、
国
公
立
大
学
を
志
望
し
、
一
般
選

抜
を
受
験
す
る
生
徒
が
中
心
だ
。一
方
、他
の
２
コ
ー

ス
で
は
、
大
学
進
学
希
望
者
の
大
半
が
、
指
定
校
制

に
よ
る
学
校
推
薦
型
選
抜
（
以
下
、指
定
校
制
選
抜
）

を
希
望
す
る
。
高
校
生
活
や
定
期
考
査
で
の
地
道
な

努
力
を
評
価
し
、
学
校
は
生
徒
を
推
薦
す
る
が
、
実

際
は
、
そ
の
大
学
に
見
合
っ
た
教
科
学
力
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
入
学
前
に

大
学
か
ら
出
さ
れ
た
事
前
課
題
に
担
任
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
取
り
組
む
生
徒
や
、
大
学
入
学
後
、
授
業

に
つ
い
て
い
け
ず
、
留
年
や
退
学
を
し
て
し
ま
う
卒

業
生
も
い
た
。
広
報
渉
外
部
長（
前
進
路
指
導
部
長
）

の
柘つ

げ植
将ま

さ

夫お

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
指
定
校
制
選
抜
で
合
格
す
る
大
学
数
の
多
さ
は
、

本
校
の
特
徴
と
し
て
地
域
に
浸
透
し
て
お
り
、
そ
れ

を
理
由
に
本
校
を
志
望
す
る
中
学
生
も
少
な
か
ら
ず

い
ま
す
。
た
だ
、
指
定
校
制
選
抜
で
大
学
に
入
学
し

て
も
、
退
学
を
し
て
し
ま
っ
て
は
、
希
望
進
路
を
か

な
え
ら
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
学
で
の
学
び
に

対
応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
途

中
で
困
難
が
あ
っ
た
と
し
て
も
学
び
続
け
た
い
と
思

え
る
大
学
に
進
学
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
指
定
校
制
選
抜
が
あ
る
大
学
の
中
か
ら
志
望
校
を

選
ぼ
う
と
す
る
生
徒
に
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
場

面
も
あ
っ
た
。

　「
生
徒
に
は
、『
行
け
る
大
学
』
で
は
な
く
、『
行

き
た
い
大
学
』
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
将
来
の
夢
の

実
現
や
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
る
大
学
・
学
部
を
選

択
し
、
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
学
力
を
高
校
で

し
っ
か
り
身
に
つ
け
、大
学
生
活
を
意
欲
的
に
送
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
進
路
指
導
を
変
え
よ
う
と
考

え
ま
し
た
」（
柘
植
先
生
）

　
そ
こ
で
同
校
は
、２
０
１
９
年
度
か
ら
、全
国
規

模
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
全
コ
ー
ス
で
導
入
し
、
客
観

的
な
学
力
指
標
を
軸
に
し
た
進
路
指
導
を
始
め
た
。

変
革
の

指
定
校
制
選
抜
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

将
来
の
可
能
性
を
考
え
さ
せ
た
い

背
景

学校概要

◎設立	 1872（明治５）年
◎形態	 全日制／普通科／共学
◎生徒数	 １学年定員 320人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大
は、北見工業大、北海道教育大、弘前大、東北大、
筑波大、埼玉大、東京学芸大、青森県立保健大、
青森公立大などに 53人が合格。私立大は、弘前
医療福祉大、弘前学院大、東北学院大、青山学院
大、東京理科大、明治大などに延べ 138人が合格。

No.276
指導変革の軌跡

青
森
県
・
私
立
東と

う
お
う奥

義
塾
高
校

客
観
的
な
学
力
指
標
に
よ
る
進
路
指
導

「
行
き
た
い
大
学
」を
目
指
す
生
徒
を
育
て
、
指
定
校
制
選
抜
に

お
い
て
も
、
志
望
校
に
求
め
ら
れ
る
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
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指
定
校
制
選
抜
で
大
学
に
進
学
す
る
生
徒
の
学
力

と
、
そ
の
大
学
で
求
め
ら
れ
る
学
力
と
の
間
に
差
が

生
じ
て
い
た
一
因
に
は
、
校
内
選
考
で
の
判
断
材
料

の
少
な
さ
が
あ
っ
た
。

　
同
校
で
は
、一
般
選
抜
を
受
験
す
る
Ｃ
Ⅰ
コ
ー
ス

は
模
擬
試
験
を
受
験
し
て
い
た
が
、
Ｃ
Ⅱ
・
Ｂ
コ
ー

ス
で
は
受
験
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、客
観
的
な
学

力
指
標
が
な
く
、
指
定
校
制
選
抜
の
校
内
選
考
で
は
、

評
定
平
均
値
を
主
な
判
断
材
料
と
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。そ
の
た
め
担
任
は
、「
あ
の
生
徒
は
、Ａ
大

学
の
出
願
基
準
の
評
定
平
均
値
に
達
し
て
い
る
。普

段
の
学
習
も
地
道
に
努
力
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

な
ど
と
、生
徒
を
推
薦
し
て
い
た
。そ
う
し
た
進
路
指

導
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
18
年
度
、
当
時
進
路
指

導
部
長
だ
っ
た
柘
植
先
生
が
参
加
し
た
、
盛
岡
市
で

行
わ
れ
た
ベ
ネ
ッ
セ
主
催
の
私
学
研
究
会
だ
っ
た
。

　「
大
阪
府
の
私
立
高
校
が
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
を

活
用
し
て
生
徒
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
生

徒
自
身
に
気
づ
か
せ
て
進
路
選
択
の
視
野
を
広
げ
て

い
る
と
聞
き
、
そ
れ
こ
そ
が
本
校
に
必
要
な
視
点
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
定
期
考
査
の
結
果
を
基
に
し
た

評
定
平
均
値
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
総
合
的
な
教
科

学
力
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
生
徒
が
志

望
校
か
ら
求
め
ら
れ
る
学
力
と
自
身
の
学
力
と
の
差

を
つ
か
む
上
で
も
Ｇ
Ｔ
Ｚ
は
有
効
だ
と
考
え
、早
速
、

全
コ
ー
ス
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
を
職
員
会
議

で
提
案
し
ま
し
た
」（
柘
植
先
生
）

　
進
路
指
導
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
活
用
す
る
こ
と
へ

の
教
師
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
柘
植
先
生
は
、

先
進
校
の
取
り
組
み
と
成
果
を
、
資
料
を
用
い
て
説

明
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
活
用
が
進
路
指
導
に
必
要

な
こ
と
を
伝
え
た
。
19
年
度
に
「
高
校
生
の
た
め
の

学
び
の
基
礎
診
断
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
後
押
し
と

な
り
、
19
年
４
月
か
ら
全
コ
ー
ス
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
４
月
と
11
月
の
年
２
回
、
Ｃ

Ⅰ・Ⅱ
コ
ー
ス
は「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」、Ｂ
コ
ー

ス
は
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
２
）
を
実
施
し

て
い
る
（
Ｃ
Ⅰ
コ
ー
ス
は
、
進
研
模
試
も
実
施
）。

　
事
前・事
後
指
導
も
、
全
校
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

事
前
指
導
で
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
の
前
月
に
、

「Classi

」（
＊
３
）
で
出
題
範
囲
の
学
習
動
画
を
配

信
し
、
付
属
の
事
前
課
題
に
取
り
組
ま
せ
て
、
担
任

が
状
況
を
確
認
。
そ
の
上
で
、
教
科
担
当
が
、
授
業

で
事
前
課
題
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、
質
疑
応

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
活
用
し
た
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
る
先
進
事
例
を
参
考
に
指
導
方
針
を
転
換

変
革
の
一
手

生
徒
の
学
力
と
大
学
で
求
め
ら
れ
る
学
力
の
差
を
、

色
分
け
し
た
一
覧
表
で
可
視
化

＊１　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。　＊２　ベネッセのアセス
メント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。　＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社
の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

図１	 アセスメントの事後指導で生徒に配布している、各ゾーンの目安となる大学群についての資料

GTZ（学力） 国公立大 私立大
S1 東京大・京都大・一橋大 ─
S2 大阪大・東京工業大 早稲田大・慶應義塾大・国際基督教大
S3 東北大・東京外国語大・国際教養大・名古屋大 上智大・同志社大
A1 千葉大・筑波大・北海道大・横浜国立大・東京農工大 明治大・青山学院大・中央大・立教大・東京理科大
A2 埼玉大・東京都立大・横浜市立大・東京学芸大 法政大・明治学院大・立命館大・学習院大・成蹊大
A3 山形大・岩手大・弘前大・福島大・秋田大 駒澤大・北里大・文教大・専修大・順天堂大
B1 岩手県立大・青森公立大・秋田県立大・会津大・琉球大 東北福祉大・日本大・東北芸術工科大・東洋大
B2 長岡造形大・秋田公立美術大・公立はこだて未来大 東北学院大・宮城学院女子大・東北医科薬科大・東海大
B3 筑波技術大 尚絅学院大・東北文化学園大・仙台大・盛岡大
C1 ─ 東北芸術工科大・東北生活文化大・城西国際大・奥羽大
C2 ─ ノースアジア大・石巻専修大・青森大・郡山女子大
C3 ─ 富士大・千葉経済大・作新学院大・中央学院大
D1 ─ ─
D2 ─ ─
D3 ─ ─

※学校資料を基に編集部で作成。
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選
択
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
っ
た
声
が
教
師

か
ら
上
が
り
、
客
観
的
な
学
力
指
標
を
活
用
し
た
進

路
指
導
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、
20
年
度
の
指

定
校
制
選
抜
で
は
、
生
徒
の
学
力
と
進
学
先
の
目
安

と
な
る
学
力
の
乖
離
が
減
少
し
、
３
ラ
ン
ク
以
上
差

が
あ
っ
た
生
徒
の
数
は
半
減
し
た
。

　「
面
談
等
で
、『
Ｇ
Ｔ
Ｚ
が
志
望
校
の
求
め
る
水
準

か
ら
２
ラ
ン
ク
も
離
れ
て
い
る
。
部
活
動
だ
け
で
な

く
、学
習
に
も
力
を
入
れ
よ
う
』と
い
う
よ
う
に
、担

任
が
生
徒
に
、自
分
の
学
力
を
意
識
し
て
志
望
校
を

検
討
す
る
よ
う
、Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
使
っ
て
促
し
た
結
果
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。生
徒
は
、志
望
校
を
再
考
し
た
り
、

志
望
校
が
求
め
る
学
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
柘
植
先
生
）

　
生
徒
が
社
会
を
知
り
、
進
路
を
よ
り
広
く
考
え
ら

れ
る
よ
う
、
20
年
度
に
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
を
「
シ
ン
カ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」
と
名
づ
け
、
地
域
課

題
と
自
分
の
希
望
進
路
を
結
び
つ
け
る
探
究
学
習
を

始
め
た
。
例
え
ば
、Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、１・２
年
次
に
、

生
徒
が
様
々
な
社
会
の
課
題
を
知
り
、
探
究
学
習
の

テ
ー
マ
を
探
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
全
６
回
の
基

礎
講
座
を
設
定
。
教
頭
や
進
路
指
導
部
長
な
ど
、
６

人
の
教
師
が
、「
電
気
自
動
車
」「
健
康
（
短
命
県
返

上
）」
な
ど
、
自
身
の
専
門
分
野
と
地
域
課
題
、
そ

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
づ
け
た
テ
ー
マ
で
授
業
を
行

う
（
図
２
）。
生
徒
は
、
す
べ
て
の
講
座
を
受
け
た

上
で
、
自
分
が
関
心
を
持
っ
た
分
野
に
お
け
る
地
域

課
題
の
視
点
で
探
究
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
学
習
に
取
り
組

む
。
そ
し
て
、
２
年
次
の
２
学
期
に
は
、
調
べ
た
内

容
を
活
用
し
な
が
ら
、
志
望
理
由
書
を
作
成
す
る
。

　「『
シ
ン
カ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
』
は
、
他
コ
ー
ス
・
他
学
年

の
教
師
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
し
て
い
ま

す
。普
段
あ
ま
り
か
か
わ
り
の
な
い
教
師
と
交
流
し
、

多
様
な
人
生
観
に
触
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
」（
柘
植
先
生
）

　
全
校
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
し
て
２
年
が
経

答
を
行
う
。
事
後
指
導
で
は
毎
回
、
学
年
ご
と
に
集

会
を
開
き
、
学
年
全
体
の
学
力
状
況
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
結
果
帳
票
の
見
方
や
Ｇ
Ｔ
Ｚ
の
意
味
を
説
明

し
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
振
り
返
り
と
志
望
校
選
択

へ
の
活
用
を
促
し
て
い
る
。
進
路
指
導
部
長
の
今
井

偉ひ
で
ゆ
き之

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
Ｇ
Ｔ
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
ご
と
に
、
合
格
を
目
指
せ
る

大
学
を
目
安
と
し
て
示
し
ま
し
た
（
Ｐ
．29
図
１
）。

生
徒
が
自
分
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
と
比
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

指
定
校
制
選
抜
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
分
が
学
び

た
い
学
問
か
ら
大
学
を
選
び
、
よ
り
高
い
目
標
を
目

指
す
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
指

定
校
制
選
抜
を
希
望
す
る
生
徒
に
は
、
志
望
校
が
求

め
る
学
力
レ
ベ
ル
を
知
り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
学
力

を
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
」

　
教
師
の
意
識
改
革
に
も
、
客
観
的
な
学
力
指
標
を

活
用
し
た
。
指
定
校
制
選
抜
合
格
者
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
一

覧
表
に
し
、
合
格
し
た
大
学
の
目
安
と
な
る
Ｇ
Ｔ
Ｚ

よ
り
３
ラ
ン
ク
以
下
の
場
合
は
赤
、
２
ラ
ン
ク
下
は

紫
、
１
ラ
ン
ク
下
は
ピ
ン
ク
、
同
等
ま
た
は
生
徒
の

Ｇ
Ｔ
Ｚ
の
方
が
上
の
場
合
は
黄
に
し
、
全
体
の
状
況

が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
。

　
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
初
年
度
の
19
年
度
の
3
年
生

で
は
、
赤
中
心
の
表
に
な
り
、
合
格
し
た
大
学
が
求

め
る
学
力
に
達
し
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
れ
を
職
員
会
議
で
説
明
す
る
と
、「
進

学
先
に
応
じ
た
学
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
」「
生
徒
が
志
望
校
を
深
く
知
っ
た
上
で

変
革
の
　
　
　
・

成
果

展
望

担
任
以
外
の
教
師
や
部
活
動
の
顧
問
に
も

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
意
義
が
浸
透

進
路
指
導
部
長

今
井
偉
之　
い
ま
い
・
ひ
で
ゆ
き

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
17
年
目
。

数
学
科
。

広
報
渉
外
部
長
（
20
年
度
進
路
指
導
部
長
）

柘
植
将
夫　
つ
げ
・
ま
さ
お

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。

英
語
科
。

地
域
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学
習
を

通
じ
て
、
将
来
へ
の
視
野
を
広
げ
る
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ち
、
客
観
的
な
学
力
指
標
を
軸
と
し
た
進
路
指
導
は

全
コ
ー
ス
に
浸
透
し
た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
受
験
当

日
は
、
試
験
監
督
を
務
め
る
担
任
の
支
援
と
し
て
、

担
任
以
外
の
教
師
も
率
先
し
て
見
回
り
を
す
る
な

ど
、
協
力
し
て
く
れ
る
風
土
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

部
活
動
の
顧
問
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
受
験
前
に
、
部

員
を
集
め
て
学
習
会
を
開
い
た
り
、
事
前
課
題
の
取

り
組
み
を
促
し
た
り
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
試
験
科
目
で
あ
る
５
教
科

の
教
師
だ
け
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

生
徒
に
真
剣
に
取
り
組
ま
せ
る
た
め
に
は
、
全
教
師

で
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。『
部
活
動
に
加

え
て
、
学
習
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
も
う
』
と
声
を

か
け
る
部
活
動
の
顧
問
が
増
え
、
学
校
全
体
で
積
極

的
に
学
力
向
上
を
支
援
し
て
い
く
機
運
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
」（
今
井
先
生
）

　
生
徒
の
意
識
に
も
変
化
が
表
れ
始
め
た
。
部
活
動

に
力
を
入
れ
て
き
た
生
徒
が
、
志
望
校
に
見
合
っ
た

学
力
を
つ
け
た
い
一
心
で
学
習
を
頑
張
り
、
学
力
を

大
幅
に
上
げ
た
。
客
観
的
な
学
力
指
標
を
得
た
こ
と

で
、
努
力
が
結
果
に
結
び
つ
く
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
だ
。

　
指
定
校
制
選
抜
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
分
の
目
標

を
見
い
だ
す
生
徒
も
増
え
て
い
る
。
19
年
度
大
学
入

試
で
は
、
Ｂ
コ
ー
ス
か
ら
弘
前
大
学
の
Ａ
Ｏ
入
試

（
現
、
総
合
型
選
抜
）
に
７
人
が
出
願
し
、
４
人
が

合
格
し
た
。
Ｂ
コ
ー
ス
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
の
Ａ

Ｏ
入
試
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

な
お
か
つ
結
果
も
出
し
た
の
だ
。
20
年
度
大
学
入
試

で
は
、
Ｂ
コ
ー
ス
か
ら
15
人
が
弘
前
大
学
の
総
合
型

選
抜
に
挑
戦
し
た
。
Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
進
路
選
択
の
指
標
に

す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
も
さ
ら
に
高
い
目
標
が

目
指
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自
信
や
期
待
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
教
科

担
当
の
教
師
が
受
け
止
め
、
授
業
改
善
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
だ
と
、
柘
植
先
生
は
語
る
。

　「
志
望
校
が
求
め
る
学
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ

せ
る
授
業
の
実
践
が
、教
師
の
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
は
、
教
師
の
指
導
に
対
す
る

評
価
で
も
あ
る
と
い
っ
た
意
識
を
持
ち
、
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
改
善
の
た
め
に
日
々

努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

指導変革の 青森県・私立東奥義塾高校軌跡

図2	 Bコースの2021年度「シンカ TIME」基礎講座の内容

テーマ 概要 関連するSDGs

電気自動車

今後、世界的に電気自動車の普及が加
速すると予想されるが、いまだに課題
も多い。電気自動車のメリットとデメリッ
トを理解し、今後の普及について考察
する。

目標８　働きがいも経済成
長も、目標９　産業と技術
革新の基盤をつくろう、目
標13　気候変動に具体的
な対策を

健康
（短命県返上）

１年次：自分や家族の生活習慣を見直
すために自分を知る。
２年次：短命県返上のために、自分に
できることを考える（職業選択へのきっ
かけづくり）。

目標３　すべての人に健康
と福祉を

１年次：生きる、
２年次：働く

１年次：変化の激しいこの時代をしなや
かに美しく生き抜いていくためには何が
必要なのかを考える。
２年次：働く上で大切なことを考える。

目標３　すべての人に健康
と福祉を、目標４　質の高
い教育をみんなに、目標
８　働きがいも経済成長も

「おやさいクレヨン」
（＊４）から見る
県内企業の
取り組み

「おやさいクレヨン」の開発・販売の事
例について知り、SDGs に基づいた県
内の取り組みを通じて、自分の将来を
考える。

目標２　飢餓をゼロに、目
標８　働きがいも経済成長
も、目標11　住み続けら
れるまちづくりを、目標12　　
つくる責任　つかう責任

進路選択と
SDGs

１年次：探究マトリクスを用いて１つの
テーマを「現在・過去・未来」と「５
W1H」をかけ合わせて分解。そこに浮
かび上がる素朴な疑問を大切にして、
探究課題を設定する手がかりとする。
２年次：例えば、人の命を救うという夢
をかなえられる仕事は、医療系に限ら
ずたくさんある。それらの仕事について
知り、自分はどのような形で「人の命を
救いたい」のかを掘り下げる。

目標１〜17

職業選択に
ついて

［問いかけ］自分の適性を理解し、そ
の職業が自分に向いているかをよく考
える。将来的な成功が見込める業種な
のか、家族の理解は得られるのか、そ
の仕事で家族を一生養っていく覚悟は
あるのか、好きな仕事なのか、近々の
目標と将来的な目標はあるのか。

目標８　働きがいも経済成
長も

※学校資料を基に編集部で作成。

＊４　米油とライスワックスをベースに、野菜を原材料にして着色したクレヨン。小さな子どもが安心して遊べるようにと、青森県在住のデザイナーが開発した。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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自律的学習者の育成に向けて、
具体的な目標を設定し、生徒の日常に伴走する

福岡県立朝倉高校　１学年団

福岡県立朝倉中学校として開校し、2021 年
で創立113年を迎える歴史と伝統を誇る。「聡
明・自立・敬愛」を校訓として、一人ひとり
が自己実現を果たすとともに、国家・社会の
発展に寄与する人材の育成を目指す。「文武
両道」の校是の下、展開する部活動は、全国
大会・九州大会に進出する部も多く、生徒の部活動加入率は 90% を超える。
高い知性（Intelligence）と豊かな人間性（Character） を身につけること
で、自己実現と社会貢献を行える人材を育成する課題研究プログラム「朝
倉Ｉ・Ｃプログラム」など、次世代人材の育成にも力を注ぐ。

「朝倉高校の生徒は、教師か
ら言われなくても自分に必要
な学習ができる」。同校の卒
業生でもある神

かみ
坂
さか
貞和先生

が抱いていたそうした生徒像
は、近年少しずつ変化してき
ており、自律的学習者の育成
は、教師が取り組むべき課題
の１つとなっている状況だっ
た。

設立　1908（明治４１）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年約 240 人
2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、広島大、九州工業大、九
州大、長崎大、熊本大などに 73 人が合格。私立大は、東京理科大、明治大、
同志社大、立命館大、関西大、西南学院大などに延べ 518 人が合格。

学校概要◎生徒の主体性を重視する同校だ

が、生徒の気質の変化の 1 つとし

て、自律的に学習を進められるよう

になるまで教師の手厚い支援が必

要な生徒が多く見られるようになっ

た。

◎赴任歴の浅い教師や若手教師が多

いことから、生徒の情報を密に共有

し、指導観をそろえていくためのコ

ミュニケーションが必要だった。

直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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福
岡
県
中
南
部
の
中
核
校
と
し
て
の
歴
史
を
積
み

重
ね
、
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
期
待
に
応
え
て
き

た
福
岡
県
立
朝
倉
高
校
。
だ
が
近
年
、「
朝
倉
高
校

に
入
学
で
き
た
か
ら
、今
後
の
進
路
は
安
心
だ
」
と
、

入
学
段
階
で
満
足
し
、
広
い
視
野
で
進
路
を
考
え
る

生
徒
が
減
っ
て
き
た
と
、
２
０
２
１
年
度
の
１
学
年

主
任
に
な
っ
た
神か

み
さ
か坂
貞
和
先
生
は
感
じ
て
い
た
。

　「
最
近
は
、
地
元
の
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
有
名
私
立
大
学
の
指
定
校
制
の
学

校
推
薦
型
選
抜
で
も
、関
東
や
関
西
の
大
学
の
場
合
、

志
願
者
が
現
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

地
元
志
向
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

元
の
大
学
で
し
か
学
べ
な
い
学
問
に
興
味
が
あ
る
と

い
っ
た
理
由
が
あ
っ
て
の
志
望
で
は
な
く
、
自
分
の

身
近
な
世
界
で
満
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

生
徒
に
は
、
広
い
視
野
と
挑
戦
心
を
持
っ
て
進
路
を

選
択
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
学
習
面
に
お
い
て
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
伝

統
を
持
つ
同
校
で
も
、
家
庭
学
習
時
間
の
減
少
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、
か
つ
て
の
よ
う
な
「
教
師
か
ら
言

わ
れ
な
く
て
も
必
要
な
学
習
が
で
き
る
」
と
い
う
生

徒
の
気
質
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
た
。そ
こ
で
神
坂
先
生
は
、「
探
究
学
習
や
進
路

指
導
の
充
実
と
と
も
に
、日
々
の
学
習
に
お
い
て
も
、

今
、
何
を
、
ど
の
く
ら
い
行
う
べ
き
か
を
生
徒
に
明

確
に
示
す
必
要
が
あ
る
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
教
師
に
示
さ
れ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
え
る

と
い
っ
た
、
本
校
の
生
徒
の
素
直
さ
は
今
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
生
徒
の
よ
い
と
こ
ろ
を
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１
年
次
の
指
導
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、『
自
律
に
至
る
他
律
』
を
最
初

の
学
年
会
議
で
先
生
方
に
示
し
ま
し
た
。１
年
次
は
、

教
師
に
伴
走
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
す
べ
き
こ
と
を

で
き
る
よ
う
に
し
、
２
年
次
に
は
、
自
律
的
に
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
３
年
次
は
、
他
者
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ

う
な
、
３
年
間
で
段
階
的
に
生
徒
を
育
成
す
る
指
導

ス
ト
ー
リ
ー
を
学
年
団
で
共
有
し
た
の
で
す
」

　「
自
律
に
至
る
他
律
」
を
実
現
す
る
た
め
に
学
年

団
で
活
用
し
て
い
る
の
が
、
神
坂
先
生
が
作
成
し
た

「
学
習
状
況
調
査
」
だ
（
Ｐ
．34
図
）。
１
か
月
分
が

１
枚
の
シ
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
月
の
生
活
・

学
習
面
の
目
標
、
家
庭
学
習
時
間
の
目
標
総
時
間
数

が
あ
ら
か
じ
め
記
載
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
は
同
シ
ー

ト
に
日
々
の
学
習
時
間
を
記
録
す
る
だ
け
で
な
く
、

起
床
時
間
や
学
習
開
始
時
間
な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
時
間
を
一
定
に
で
き

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

生
徒
の
成
長
の
た
め
に
、
明
確
な
目
標
を
持
っ

て
、
ぶ
れ
ず
に
進
ん
で
い
け
る
チ
ー
ム
で
す
。

先
生
方
の
思
い
や
考
え
を
く
み
取
り
、
学
年
団
の

動
き
が
円
滑
に
な
る
よ
う
、
調
整
す
る
労
を
い
と

わ
な
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
る

こ
と
、
そ
し
て
、
ぶ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

２
年
生
に
な
っ
た
時
に
、
自
律
し
て
い
け
る
よ
う

な
下
地
が
１
年
次
に
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

先
生
方
に
お
願
い
事
を
す
る
時
に
、
な
ぜ
そ
れ
が

必
要
な
の
か
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、

納
得
で
き
る
よ
う
に
説
明
で
き
る
こ
と
で
す
。

先
生
方
へ
の
配
慮
、
気
遣
い
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
若
輩
者
の
私
が
、
も

し
か
す
る
と
ス
ト
レ
ー
ト
な
物
言
い
を
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

先
生
方
は
「
生
徒
の
た
め
な
ら
」
と
受
け
止
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
人
柄
に
救
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

QQQQQ AAAAA

最
初
の
学
年
会
議
で
打
ち
出
し
た

指
導
コ
ン
セ
プ
ト
「
自
律
に
至
る
他
律
」

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

日
々
の
家
庭
学
習
記
録
を
活
用
し
、

学
習
意
識
を
高
め
る
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た
か
ど
う
か
を
自
己
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
を
一
言
書
い
て
、担
任
に
毎
日
提
出
す
る
。

学
校
が
掲
げ
る
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、
生
徒

に
自
信
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

　
１
学
年
担
任
の
清き

よ

末す
え

莉
央
奈
先
生
は
、
自
分
の
ク

ラ
ス
で
目
標
学
習
時
間
を
達
成
し
た
生
徒
数
を
集

計
・
開
示
す
る
な
ど
、
学
習
状
況
調
査
を
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　「
毎
日
、
学
習
状
況
調
査
を
確
認
し
て
、
学
習
時

間
が
増
え
て
き
た
生
徒
、
教
科
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し

た
学
習
が
で
き
て
い
る
生
徒
を
褒
め
る
の
で
す
が
、

生
徒
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
頑
張
り
を
教
師
が
認
め
る
こ
と

は
、
生
徒
の
や
る
気
を
高
め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
毎
日
の
生
徒
の
短
い
コ
メ
ン
ト
の
中
に
大
切
な
サ

イ
ン
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
説
明
す
る
の

は
、
１
学
年
副
主
任
の
泉
信し

ん

至じ

先
生
だ
。

　「
例
え
ば
、『
昨
日
、
家
の
壁
を
た
た
い
た
』
と
、

一
言
だ
け
書
い
た
生
徒
に
は
、『
何
か
あ
っ
た
の
？
』

と
声
を
か
け
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
生
徒
は
自
分
の

中
で
処
理
し
き
れ
な
い
感
情
を
、
学
習
状
況
調
査
に

書
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
担
任
と
し
て
、
特
に
目
を

向
け
る
べ
き
生
徒
を
、
学
習
状
況
調
査
か
ら
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　
学
習
状
況
調
査
で
発
見
し
た
注
視
す
べ
き
生
徒
の

こ
と
は
、
学
年
団
全
体
で
も
遅
滞
な
く
共
有
し
た
い

と
、
神
坂
先
生
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

学
年
団
で
生
徒
の
こ
と
を
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
を

つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　「
報
告
・
連
絡
・
相
談
と
い
っ
た
改
ま
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
生
徒
に
関
す
る
会
話
を
楽
し
め
る
学
年

団
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
会
話
す

る
こ
と
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
す
。
私
や
経
験
の
豊
富

な
泉
先
生
が
率
先
し
て
、
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で

印
象
に
残
っ
た
生
徒
の
言
動
、
さ
ら
に
は
自
分
の
失

敗
談
な
ど
を
積
極
的
に
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　「
１
学
年
団
の
結
束
力
は
、
他
の
学
年
団
の
注
目

を
集
め
て
い
る
」
と
、
今
年
度
、
同
校
に
赴
任
し
た

１
学
年
担
任
の
井
上
貴
博
先
生
は
語
る
。

　「
他
学
年
の
先
生
か
ら
感
心
し
た
様
子
で
、『
１
学

年
団
は
、
重
要
な
議
題
か
ら
軽
い
雑
談
ま
で
、
よ
く

話
を
し
て
い
ま
す
ね
』
と
、
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
の
よ
う
な
本
校
勤
務
歴
の
浅
い
教
師
に

と
っ
て
、
日
々
の
雑
談
は
、
週
１
回
の
正
副
担
任
会

で
の
情
報
共
有
と
同
じ
く
ら
い
、
本
校
の
実
態
を
理

解
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
１
学
年
団
に
は
若
い
教
師
も
多
い
。
そ
の
た
め
、

神
坂
先
生
は
、
学
年
主
任
と
し
て
の
思
い
を
伝
え
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
数
学
科
の
荻お

ぎ

洋ひ
ろ

人と

先
生

は
、
神
坂
先
生
か
ら
「
生
徒
が
家
庭
学
習
の
教
科
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
、
数

図　学習状況調査

神坂学年団で活用している学習状況調査。１か月分が１枚のシートになっており、生徒は1日の家庭学習時間などを毎日記入して担任に提出している。
部活動が忙しい時などは、生徒は普段通りの学習ができないなど、学習面の調整力に課題が見られる。だからこそ、１か月という期間で学習時間をコン
トロールすることが大切だと生徒に伝え、学習状況調査の意義を感じさせるようにしている。 ※学校資料をそのまま掲載。

若
手
教
師
に
学
年
主
任
と
し
て
の

思
い
を
伝
え
る
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学
の
課
題
を
減
ら
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
相
談
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　「
複
数
の
生
徒
の
学
習
状
況
調
査
に
『
数
学
の
課

題
が
多
く
て
大
変
』
と
書
い
て
あ
っ
た
と
、
神
坂
先

生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
学
年
団
と
し
て
生

徒
の
学
習
上
の
教
科
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
は
、
正
副
担
任
会
で
の
神
坂
先
生
の
話
で
理
解
し

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
担
当
教
科
の
課
題
を
減

ら
す
と
い
う
一
歩
が
踏
み
出
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、『
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
生
徒
を
育
て
た
い

の
だ
ろ
う
』
と
神
坂
先
生
に
問
わ
れ
、
考
え
る
う
ち

に
、
指
導
が
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
教

師
の
不
安
感
か
ら
、
生
徒
に
課
題
を
与
え
続
け
る
の

は
エ
ゴ
だ
と
気
づ
き
、
課
題
や
授
業
の
あ
り
方
を
変

え
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
今
は
、
教
師
と
し
て
新

た
な
挑
戦
を
し
て
い
る
気
持
ち
で
す
」（
荻
先
生
）

　「
実
は
、
荻
先
生
と
話
を
す
る
前
に
、
同
じ
数
学

科
の
井
上
先
生
に
相
談
し
た
の
で
す
。
井
上
先
生
か

ら
は
、『
荻
先
生
な
り
に
生
徒
の
こ
と
を
思
っ
て
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
を
酌
ん
で
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
』と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
、『
課
題
を
減
ら
し
て
く

だ
さ
い
』
と
言
う
前
に
、
指
導
の
本
質
を
荻
先
生
と

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
神
坂
先
生
）

　
１
学
年
担
任
の
原
田
貴
史
先
生
は
、
神
坂
先
生
が

保
護
者
面
談
に
同
席
し
た
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
。

　「
高
校
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
労
し

て
い
る
生
徒
と
保
護
者
を
迎
え
て
面
談
を
し
た
時
、

私
は
『
授
業
に
出
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
』
と
、
生
徒

に
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
同
席
し
て
く
れ
た
神
坂

先
生
は
、『
原
田
先
生
の
言
う
通
り
だ
よ
。で
も
今
は
、

授
業
の
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
い
い
。
学
校

に
来
る
だ
け
で
も
十
分
だ
よ
』と
、生
徒
に
寄
り
添
っ

た
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
経
験
の
豊
富
さ
と

懐
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

　
２
学
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
る
中
、
生
徒
の
学
習

時
間
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。
２
年
次
も
学
習
状
況

調
査
は
続
け
る
が
、
学
年
と
し
て
の
目
標
学
習
時
間

は
示
さ
な
い
予
定
だ
。
他
律
か
ら
自
律
へ
─
神
坂

学
年
団
の
指
導
は
絶
え
ず
進
化
し
て
い
る
。

１
学
年
担
任

清
末
莉
央
奈　
き
よ
す
え
・
り
お
な

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

研
修
課
・
総
務
広
報
課
。
英
語
科
。

１
学
年
担
任

原
田
貴
史　
は
ら
だ
・
た
か
し

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

生
徒
育
成
課
。
保
健
体
育
科
。

１
学
年
担
任

井
上
貴
博　
い
の
う
え
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

教
務
課
。
数
学
科
。

１
学
年
副
主
任

泉
　信
至　
い
ず
み
・
し
ん
じ

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

進
路
指
導
課
。
地
歴
公
民
科
。

１
学
年
主
任

神
坂
貞
和　
か
み
さ
か
・
さ
だ
か
ず

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

国
語
科
。

指導コンセプトに基づいて生活・
学習面の目標や達成すべき学習時
間を設定し、学習状況調査を活用
して指導の足並みをそろえた

日頃から生徒に関する会話を楽
しむなど、対話を通じて学年団の
結束力を高め、問題解決にあたる

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

１
学
年
担
任

荻
　洋
人　
お
ぎ
・
ひ
ろ
と

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

教
務
課
。
数
学
科
。
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公
立
学
校
と
私
立
学
校
で
は
法
律
の
根
拠
は
異
な

り
ま
す
が
、
労
働
者
（
教
師
）
の
健
康
管
理
に
関
す

る
考
え
方
は
同
じ
で
、
使
用
者
（
設
置
者・管
理
職
）

に
は
、
労
働
者
に
対
す
る
「
安
全
配
慮
義
務
」
が
あ

り
ま
す
。
労
働
者
が
、
生
命
や
身
体
等
の
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
労
働
で
き
る
よ
う
、
使
用
者
に
対
し
て

必
要
な
配
慮
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
労
働
安
全
衛

生
法
で
は
、
主
に
次
の
４
項
目
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
適
正
労
働
条
件
措
置
義
務
　
過
重
労
働
が
原
因
で

心
身
の
健
康
を
害
さ
な
い
よ
う
、
勤
務
時
間
や
休

憩
時
間
、
休
日
、
休
憩
場
所
、
人
員
配
置
な
ど
に

よ
る
労
働
条
件
を
適
正
に
確
保
す
る
義
務
。

②
健
康
管
理
義
務
　
必
要
に
応
じ
て
健
康
診
断
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
心
身
の
状
態
の
把
握
な
ど
、
健

康
管
理
に
努
め
る
義
務
。

③
適
正
労
働
義
務
　
労
働
者
の
病
歴
、
持
病
、
体
調

な
ど
を
考
慮
し
た
業
務
に
配
置
す
る
義
務
。
①
適

正
労
働
条
件
措
置
義
務
は
、
労
働
者
全
体
の
措
置

に
対
し
、
③
は
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
適
正
な
措
置
と
な
る
。

④
看
護
・
治
療
義
務
　
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
、

適
切
な
看
護
や
治
療
を
行
う
義
務
。
身
体
だ
け
で

な
く
、
心
の
病
気
も
含
ま
れ
る
。

　
一
方
、
労
働
者
に
は
、「
自
己
保
健
・
自
己
安
全
」

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
本
人
が
自
分
の
健
康

管
理
や
安
全
確
保
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
業
務
に
あ

た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
使
用
者
が
講
じ
る
健
康
・

安
全
へ
の
措
置
を
守
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
使
用
者・労
働
者
の
双
方
が
配
慮
し
て
、

心身の健康と安全の確保に向けて

使用者には「安全配慮義務」が、労働者には「自己
保健・自己安全」の義務があり、使用者・労働者の
双方から、労働者の健康と安全を確保する。

教師が休養を適切に取れるよう、業務削減の工夫や
職場の雰囲気づくりに努める。

生徒の日々の健康観察では、体調の変化だけでなく、
言動の変化にも目を配る。

学校
危機管理
基 礎 講 座

教
師
・生
徒
の
健
康
管
理

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
５
回
は
、教
師
・
生
徒
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

使
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
労
働
者
に
も

自
身
の
健
康
と
安
全
を
守
る
義
務
が
あ
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。９月に『新訂第４版 
図解・表解教育法規』（共著、
教育開発研究所） を出版。

解説者
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め
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理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

労
働
者
の
健
康
と
安
全
を
守
る
と
い
う
の
が
、
基
本

的
な
考
え
方
で
す
。

　
安
全
配
慮
義
務
の
中
で
、
勤
務
時
間
に
関
す
る
環

境
改
善
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
４
月
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
勤
務
時

間
の
客
観
的
な
把
握
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
把
握

の
方
法
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
に
よ
る
出
退
勤
時
刻

の
記
録
や
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器
の
使
用
時
間

の
記
録
な
ど
で
、
学
校
に
も
そ
の
順
守
が
促
さ
れ
ま

し
た
。
20
年
９
月
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
客

観
的
な
把
握
を
実
施
す
る
自
治
体
の
割
合
が
、
都
道

府
県
は
91
・
５
％
、
政
令
指
定
都
市
は
85
％
と
、
前

年
度
か
ら
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
（
＊
１
）。
し
か

し
、
表
計
算
ソ
フ
ト
に
出
退
勤
時
刻
を
入
力
す
る
な

ど
、
自
己
申
告
に
よ
る
把
握
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
勤
務
時
間
の
客
観
的
な
把
握
は
、
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
未
実
施
で
あ
れ
ば
早
急
な

対
応
が
必
要
で
す
。

　
公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
＊
２
）
も
作
成
さ
れ
、
時
間
外
在
校
等
時

間
は
、
１
か
月
間
で
は
45
時
間
以
内
、
１
年
間
で
は

３
６
０
時
間
以
内
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
超
勤
４
項
目
」
以
外
の
自
主
的
・
自
発
的

な
勤
務
や
、
校
外
で
の
勤
務
で
も
、
職
務
と
し
て
参

加
す
る
研
修
や
生
徒
の
引
率
等
を
行
う
時
間
は
、
勤

務
時
間
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図
）。

　
た
だ
、
残
業
時
間
の
上
限
を
設
け
て
も
、
業
務
量

自
体
が
減
ら
な
け
れ
ば
、
業
務
の
持
ち
帰
り
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
や
課
外
活
動

な
ど
、
本
人
の
希
望
で
行
う
業
務
に
よ
っ
て
超
過
勤

務
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
部
活
動

に
週
２
日
以
上
の
休
養
日
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
業
務
量
を
減
ら
す
工
夫
や
、
休
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
い
ま
一
度
検
討
す
る
と
と
も
に
、使
用
者・

労
働
者
が
と
も
に
働
き
方
を
見
直
し
、
善
意
や
熱
意

に
よ
る
働
き
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
徒
の
健
康
管
理
に
お
い
て
留
意
し
た
い
の
は
、

健
康
観
察
で
す
。
例
え
ば
、
熱
中
症
は
毎
年
ど
こ
か

の
学
校
で
起
き
て
い
ま
す
。
生
徒
に
無
理
な
運
動
を

さ
せ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
熱
中
症
測
定
器
の
設
置

も
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、
毎
朝
生
徒
の
体
温
や
体
調
を

確
認
す
る
学
校
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
心
の
不
調

に
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
部
科
学
省

の
調
査
で
は
、
20
年
度
、
自
殺
し
た
児
童
生
徒
の
数

は
４
１
５
人
で
、調
査
開
始
以
降
、最
多
で
し
た
（
＊

３
）。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
活
が
大
き
く
変
化
し
、

人
と
人
と
の
距
離
が
広
が
る
中
、
生
徒
は
周
り
に
不

安
や
悩
み
を
相
談
で
き
ず
、
１
人
で
抱
え
込
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
教
師
は
心
に
留
め
て
、
生

徒
と
接
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
、
周
囲
が
心
の
不
調
を
つ
か
む

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
の
変
化
だ
け

で
な
く
、
言
動
の
変
化
も
注
意
深
く
見
取
る
な
ど
し

て
、
異
変
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業

医
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
心
の
ケ

ア
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

勤
務
時
間
の
客
観
的
な
把
握
が
義
務
化

残
業
時
間
の
上
限
も
設
定
さ
れ
る

生
徒
の
健
康
観
察
で
は
、
言
動
の
変
化
の

見
取
り
か
ら
、
心
の
不
調
の
早
期
発
見
を

図　 公立学校の教師の勤務時間のガイドライン

＊１　文部科学省「令和２年度　教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査」。2019年度は、都道府県66％、政令指定都市75％だった。なお、
市区町村は 2019 年度 47.4％、2020 年度 71.3％だった。　＊２　文部科学省「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」（2019 年１月）。
＊３　文部科学省「令和２年度　児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」。自殺者数は、小・中学校・高校から報告のあった人数。

2019年、「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」
の改正により、上記のガイドラインが示された。
※文部科学省「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」（2019年１月）
を基に編集部で作成。

● 超過勤務の上限の目安
•１か月間の時間外在校等時間　45 時間以内
•１年間の時間外在校等時間　360 時間以内

● 勤務時間の考え方
•「超勤４項目」（下記参照）以外の自主的・自発的な勤務も含め、
外形的に把握することができる在校時間（自発的に行う自己研鑽
等の時間は、自己申告に基づき除く）。
•職務として参加する研修や児童生徒の引率等の職務に従事する
ような、外形的に把握できる校外での勤務時間（休憩時間を除く）。

＊「超勤４項目」は、時間外勤務を命じることができる業務。
❶校外実習その他生徒の実習に関する業務
❷修学旅行その他学校の行事に関する業務
❸職員会議に関する業務
❹非常災害の場合、児童または生徒の指導に関し、緊急の措置を必要と
する場合、その他やむを得ない場合に必要な業務
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【Ａ】に近い どちらかといえば【Ａ】に近い どちらかといえば【B】に近い 【B】に近い

【Ａ】「学歴」は
今以上に重視される

【B】「学歴」は
今より重視されなくなる

ピックアップデータ	東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所
	 「子どもの生活と学びに関する親子調査」（＊）

保護者の「学歴」に対する考えに変化が。
思考力などの習得を望む傾向に

データから考える！　指導のnext

　新学習指導要領の実施や教育のＩＣＴ
化など、学校教育が変革期にある中で、
子どもの教育に第一義的責任を有する保
護者は、教育にどのような意識を持って
いるのか。東京大学とベネッセによる、
同一の子どもと保護者に継続して実施し
ている調査の結果を見てみる。
　まず着目したのは、保護者の「学歴」
に対する認識の変化だ。「『学歴』は今以
上に重視される」と「『学歴』は今より
重視されなくなる」のどちらに考えが近
いか尋ねた項目で、「『学歴』は今より重
視されなくなる」に「どちらかといえば
近い」または「近い」と回答した割合が、
すべての学齢で年々高まっている（デー
タ１）。2019年以降の調査では、「『学
歴』は今より重視されなくなる」の割合
が、すべての学齢で５割を超える結果と
なった。一方、図示していないが、「で
きるだけよい大学に入れるように成績を
上げてほしい」の肯定率は、2019年か
ら2020年にかけて、すべての学齢で低
下していた。
　また、保護者が子どもに身につけさせ
たい資質・能力にも変化が見られる。「知
識以外の多様な力（思考力・判断力・表
現力など）を身につけさせたい」に「と
てもあてはまる」と回答した保護者の割
合は、すべての学齢で年々増加してお
り、保護者が知識以外の多様な力を重視
する傾向が強まっている状況が見て取れ
る（データ２）。
　コロナ禍は、これからの時代が予測困
難であることを実感させた。それは、保
護者の子どもの教育への意識にも影響を
与えたのではないだろうか。

「学歴」に対する保護者の考え方データ1

「知識以外の多様な力（思考力・判断力・表現力など）
を身につけさせたい」の保護者の肯定率

データ２

＊　東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所が共同で立ち上げた「子どもの生活と学び」研究プロジェクトによる調査。2015 年から毎年、小学１年生
から高校３年生までの親子約２万組を調査している。　

注）「無回答・不明」を提示していないため、数値の和は 100% にならない。 　

注）「あまりあてはまらない」「まったくあてはまらない」「無回答・不明」を提示していないため、
数値の和は 100% にならない。 　
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教務担当お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

進路担当 担任

進路担当 担任

教務担当 担任管理職

担任

P. 56

P. 40

P. 48

P. 52

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

クロスカリキュラム　
山梨県立白根高校

目標４●質の高い教育をみんなに	

山梨大学　	 P.48

教育学部　幼小発達教育コース　高橋英児研究室

目標14●海の豊かさを守ろう

北海道大学	 P.50

水産学部　海洋生物科学科　生産生態学研究室

生徒の将来に影響する社会の動きが「学ぶ」「働く」「暮らす」の視点で分かる

トレンド・ワード　心理的安全性

これから求められる学びとは？　
一歩先を行く授業を実践者が紹介

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

持続可能な社会の実現に向けた
問題解決に取り組む大学の研究とは？

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

美術　愛媛県立三島高校　内
うつみ

海篤
あつひこ

彦	 P.40

自分なりの美しさを探し、言語化する活動で、
自分だけの価値を創り出す

国語　大分県立大分舞鶴高校　佐藤秀信	 P.44

素材文を読み解くオーセンティックな問いで、
人間のあり方・生き方に迫る

生徒が人生を切り拓く上で重要な共通のテーマを
全教科・科目で設定し、授業を展開

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

誌上で見学　　　　学びのnext

39  高校版  2021 December 

0-01-J-22512-001 2021 年度 VIEW next 高校版 12 月号 39 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
引寺

再
念
校

12/02
松下

再
2
念
校

12/06
八木 − −/−

− − −/−
−

P39_view-next-koukou-12g.indd   39 2021/12/06   11:03



1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］2
年
生
／
芸
術
／
美
術
Ⅱ
　

［
分
野
・
単
元
］鑑
賞
（
本
時
は
、
全
２
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
Ｐ
．43
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
表
現
力
、
多
様
性

［
学
習
内
容
］チ
ョ
ウ
の
羽
を
か
た
ど
っ
た
穴
を
開
け
た
カ
ー
ド
を
制
作
し
た
後
、そ
れ
を
使
っ
て
、校
内
の
様
々
な
造
形

の
要
素
か
ら
、
自
分
が
最
も
美
し
い
と
感
じ
る
チ
ョ
ウ
を
探
索
。
自
分
が
美
し
い
と
感
じ
た
点
に
つ
い
て
造
形
の
要
素

な
ど
の
根
拠
を
示
し
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
た
。

チョウのカードを制作

内海先生は、「世界のすべてをチョウに変える装置を作っ
て、自分のチョウを見つけよう」と、本時の活動について
説明。生徒は、画用紙にチョウを描き、羽の部分を切り
抜いたカードを制作した。タブレット端末でチョウの画像
を検索し、それを参考にしながら描く生徒もいた。

14:45
本時の概要

うつみ・あつひこ　教職歴 17 年。同校に赴任して９年目。芸術科主任。公益財団法
人電通育英会「リーダー育英塾」への参加や他校の研究授業などを通じて、高校の美
術教育の果たす役割について考えを深め、現在の教育観、授業観を確立。

学校概要
◎校訓は「学び　鍛えよ　歴史を刻んだくすの木とともに」。普通科６クラス、商業
科１クラスを擁し、時代の流れを見据えた教育活動を展開。旧制中学校の流れをくむ
伝統校として東予地区の人材育成に尽力し、卒業生総数は３万人を超える。2021 年
にノーベル物理学賞を受賞した真

ま

鍋
なべ

淑
しゅく

郎
ろう

氏の母校。

◎設立　 1923（大正 12）年
◎形態　全日制／普通科・商業科／共学　
◎生徒数　１学年約 250 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、横浜国立大、大阪大、
岡山大、山口大、徳島大、香川大、愛媛大、高知大などに 48 人が合格。私立大は、
同志社大、立命館大、龍谷大、近畿大、関西学院大、松山大などに延べ 214 人が合格。

授 業 実 践

美
術

自
分
な
り
の
美
し
さ
を
探
し
、言
語
化
す
る
活
動
で
、

自
分
だ
け
の
価
値
を
創
り
出
す

愛
媛
県
立
三
島
高
校

　内う
つ
み海
篤あ

つ
ひ
こ彦

発問・課題設定をキーに見る

美しいと感じたチョウの姿を撮影

生徒は、自分が最も美しいと感じたチョウの姿をタブレッ
ト端末で撮影。その際、役割分担をするなど、協力し合っ
て撮影した。撮影後、自分が見つけたチョウについての説
明をワークシートに記入。撮影対象を観察し、造形要素の
素材などを確認しながら、自分の感覚を言語化していった。

15:10

本時のキー課題
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以
前
の
私
に
は
、「
美
術
の
授
業
は
、
生

徒
に
と
っ
て
癒
や
し
や
気
分
転
換
の
時
間

だ
」
と
、
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
に
育
成
す
る

資
質
・
能
力
は
あ
ま
り
意
識
せ
ず
、
授
業

で
は
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
作
品
制
作
ば

か
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
楽
し

そ
う
で
し
た
が
、「
活
動
あ
っ
て
学
び
な

し
」
の
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
他
校
の

研
究
授
業
や
外
部
研
修
に
参
加
す
る
中

で
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
授
業
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
教
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
生
徒
に
学
び
を
促
す
こ
と
で
、
美
術

の
授
業
で
も
多
様
な
資
質
・
能
力
を
育
め

る
の
だ
と
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
生
徒
が
他
者
や
世
界
と
向
き

合
う
中
で
、
自
己
理
解
を
深
め
、
自
分
な

り
の
意
味
や
価
値
を
創
り
出
す
体
験
が
で

き
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
題
材
で
も
、
個
人
で
考
え
た

後
、
生
徒
同
士
で
対
話
を
し
て
考
え
を
深

め
、
再
び
個
人
で
自
己
の
気
づ
き
を
振
り

返
る
と
い
っ
た
授
業
展
開
に
し
て
い
ま
す
。

　
芸
術
と
は
、
自
分
な
り
の
見
方
・
考
え

方
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
生
き
る
物
理
的

3

5

2

6

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

「
造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
」を

通
じ
て
、日
常
を
捉
え
る
体
験
を
積
む

本時のねらいを説明

美しいと感じた点を発表し合う

生徒が制作したカードとタブレット端末を持って教室の外
に出ると、内海先生は、モニターに「美しいものがあるの
ではなく、美しいと感じる心がある」と映写。「この意味が
分かりますか」と問いかけ、少し間を置いてから、「自分が
感じる美しさを見つける」という本時のねらいを説明した。

教室に戻り、ワークシートへの記入を続けた。内海先生は、
「イラストや記号を使ってもよいので、相手に伝わるように
書いてください」とアドバイス。さらに、「できるだけ具体
的に色や素材を表現しましょう。ザラザラなど、擬音を使
うのもよいですね」などと、言語化のヒントを示した。

自分が美しいと感じた点について、「大小の多様な石の不規
則な模様が美しいと感じた」などと、グループ内で発表し
合った。内海先生は、「見方を変えると、世界の見え方が変
わりますね」と伝え、本時の活動で気づいたことをワーク
シートに記入する宿題を課した。

15:00

15:2515:32

自分だけのチョウを探す

「美しいと感じたり、心が動いたりするものを探して、５分
後に最もよいと思ったものを１つ選んで戻ってきましょう」
と内海先生から指示を受けて、生徒は活動を開始。校内を
歩いて、地面や空、窓、木など、思い思いにカードをかざし、
自分が最も美しいと感じるチョウになるものを探した。

15:05

ワークシートへの記入

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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な
世
界
と
は
異
な
る
世
界
を
生
じ
さ
せ
る

働
き
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
新
学

習
指
導
要
領
が
示
し
て
い
る
「
造
形
的
な

見
方
・
考
え
方
」
は
、
そ
う
し
た
独
自
の

世
界
を
よ
り
鮮
明
に
生
じ
さ
せ
て
操
る
た

め
の
基
盤
と
な
る
視
点
や
概
念
で
あ
り
、

そ
の
「
造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
身

に
つ
け
、
日
常
生
活
や
他
教
科
の
学
び
を

相
互
に
関
連
づ
け
て
考
え
る
力
を
育
む
こ

と
が
、
美
術
教
育
の
役
割
だ
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　
本
時
で
は
、「
造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
」

を
促
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、
チ
ョ
ウ
の
羽
を

か
た
ど
っ
た
穴
を
開
け
た
カ
ー
ド
を
用
い

ま
し
た
。
そ
の
ツ
ー
ル
を
通
し
て
世
界
を

見
る
と
、
普
段
見
て
い
る
風
景
が
異
な
っ

て
見
え
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
と
考
え

た
の
で
す
。

　
本
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、

「
美
し
さ
」
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
、
芸
術

作
品
は
、
希
少
性
の
高
い
も
の
や
高
額
な

も
の
に
高
い
価
値
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
価
値
観
に
影
響
を
受
け
て
、

大
半
の
生
徒
は
、
個
人
が
感
じ
る
美
し
さ

　
生
徒
同
士
で
作
品
を
見
せ
合
う
と
、
以

前
は
、
上
手
か
ど
う
か
と
い
っ
た
技
術
や

手
先
の
器
用
さ
に
関
す
る
発
言
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、
作
品
制
作
に
と
ど
め
ず
、

表
現
活
動
に
お
け
る
言
語
化
や
対
話
を
取

り
入
れ
た
結
果
、「
面
白
い
」「
何
で
？
」「
な

る
ほ
ど
」
と
い
っ
た
発
言
が
多
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
と
は
異
な

る
視
点
を
楽
し
み
、
互
い
の
見
方
・
考
え

方
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
他
者
と
の
対
話

を
繰
り
返
す
中
で
、
生
徒
の
発
言
の
量
が

の
価
値
に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
。
活
動
の

前
に
、「
美
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
美
し
い
と
感
じ
る
心
が
あ
る
」
と
伝

え
、
自
分
が
美
し
い
と
感
じ
た
も
の
が
美

し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
美
し
い
と
感
じ
る
チ
ョ
ウ

に
な
る
も
の
を
探
す
最
初
の
段
階
で
は
１

人
で
行
動
す
る
よ
う
指
示
し
、
他
者
の
考

え
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
生
徒
が
、
最
初
は
花
な
ど
の
一

般
的
に
美
し
い
と
さ
れ
る
対
象
に
着
目
し

て
い
ま
し
た
が
、
カ
ー
ド
を
様
々
な
も
の

に
か
ざ
し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
な
り
の

美
し
さ
を
探
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
水
た
ま
り
に

浮
か
ぶ
藻
に
太
陽
の
光
が
反
射
す
る
様
子

を
撮
影
し
た
作
品
で
す
（
写
真
）。
素
通

り
し
て
し
ま
い
が
ち
な
風
景
が
、
見
方
を

変
え
た
こ
と
で
自
分
な
り
の
美
し
い
も
の

に
変
わ
っ
た
。
ま
さ
に
、「
造
形
的
な
見
方
・

考
え
方
」
を
用
い
て
新
た
な
価
値
を
創
り

出
し
た
と
言
え
ま
す
。

　
自
分
が
感
じ
た
美
し
さ
を
明
確
化
さ
せ

る
た
め
に
、
撮
影
し
た
作
品
を
言
語
化
さ

せ
る
個
人
ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
（
図
）。

美
術
の
科
目
特
性
と
し
て
、
イ
ラ
ス
ト
や

記
号
も
言
語
と
捉
え
て
自
由
に
表
現
さ
せ

ま
し
た
。
そ
う
し
て
言
語
化
し
た
情
報
を

基
に
、
自
分
と
他
者
の
感
じ
る
美
し
さ
の

違
い
に
気
づ
け
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
内
で

作
品
を
共
有
す
る
機
会
も
設
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
連
の
活
動
で
得
た
気
づ
き
を

振
り
返
る
個
人
ワ
ー
ク
は
、
授
業
時
間
の

関
係
で
宿
題
と
し
ま
し
た
。

図　ワークシート　

※学校資料をそのまま掲載。

写真　水たまりに浮かぶ藻に太陽の光が反射する様子
に着目して撮影した作品。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

自
分
な
り
の
美
し
さ
を
持
ち
、

言
語
化
し
て
伝
え
る
力
を
育
む

●
成
果
と
展
望

違
い
を
楽
し
み
、
他
者
の
見
方
・

考
え
方
を
尊
重
す
る
生
徒
た
ち
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主体的・対話的で深い学び

増
え
、
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
美
術
の

授
業
で
培
っ
た
力
が
、
美
術
以
外
の
学
び

も
支
え
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を
育
ん
で

い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　授
業
で
美
術
の
面
白
さ
に
目
覚
め
、
私

が
顧
問
を
務
め
る
美
術
部
に
入
部
し
た

り
、
美
術
系
大
学
を
志
望
し
た
り
す
る
生

徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
、
美
術
の
担
当

教
師
と
し
て
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　学
習
評
価
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
基
に
言
語
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
す

る
な
ど
、
形
成
的
評
価
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
成
果
物
と
し
て
の
作
品
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、
生
徒
間
の
言
語

能
力
の
差
を
ど
う
判
断
す
る
か
と
い
っ
た

課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
課
題

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、
思
考
力
や
表
現
力
を
高
め
て

い
く
指
導
と
評
価
を
こ
れ
か
ら
も
追
究
し

て
い
き
ま
す
。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜12 月21日公開予定＞

VIEW n-express 検索

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】芸術・美術Ⅱ　【分野・単元】鑑賞　【テーマ・作品】「自分」をつくりだす鑑賞　【設定時数】全２時間（本時は
２時間目）　【単元目標】「造形の要素」を根拠として生徒自身が「自分の見方・考え方・答え」を獲得し、自己理解及び他者理
解を深める。	

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

「どういう状況？
どんな気持ち？
美術作品から物
語を読み取ろう～
自己理解、他者
理解を深めるため
の対話型鑑賞～」	
	
	
※〈表現：絵画・
彫刻〉絵で伝えよ
う～記号を用いた
表現の基本・実践
～の次に実施

•美術作品を鑑
賞し、解釈の
根拠を造形的
な特徴（事実）
と結びつけて
言語化できて
いる。
•他者の視点を
理解しようと
している。

【思考力、表現力、
多様性】

①多様な解釈ができる美術作品（本時では、
メッサーシュミット「性格表現の頭像」
の写真）を用いて、「どういう状況？ど
んな気持ち？」を直感（いわゆる、森の
視点）で捉える。
②①で捉えた直感を、客観的な細部の事実
（いわゆる、木の視点）と関連づけなが
ら細かく解釈する。
③グループのメンバーと、互いの解釈を共
有。それぞれが根拠とした事実を確認し
合い、視点を交換しながら、相互理解を
深める。
④「同じものを見ていても、同じものが見
えているとは限らない」という事実を確
認した後、自分の視点を相対化し、メタ
認知する。

【主体的な学び】生徒が関心
を持ちそうな美術作品を題
材に選ぶ。
【対話的な学び】他者に伝え
たい自分の解釈をまとめる
個人ワークを行った上で、
他者との対話を行う。１つ
の事実からも様々な解釈が
生まれることを前提に対話
の環境を整える。
【深い学び】「直感→解釈」
の思考の流れだけでなく、
「解釈→直感」のサイクルを
回せるような声かけをする。

解釈の根拠を造形
的な特徴（事実）
と結びつけて言語
化する、他者の物
語を理解しようと
する、他者の視
点を共有しようと
するといった目標
と、ワークシート
に記述された生徒
の思考の流れを照
らし合わせて評価

２

「自分のチョウを
見つけよう～造形
的な見方・考え方
で世界を見てみよ
う～」

※〈表現：絵画・
彫刻〉生き物を空
想して表す～空想
むし学会への報告
～の間に実施

•造形的な見方・
考え方で世界
を見ようとし
ている。
•自身の判断の
根拠を造形的
な特徴（事実）
と結びつけて
言語化できて
いる。
•他者の視点を
理解しようと
している。

【思考力、表現力、
多様性】

①造形的な見方・考え方を促すツールとし
て、チョウの羽をかたどった穴を開けた
カードを制作する。
②校内を歩き、①のカードを使って、自分
が美しいと感じる「造形の要素」を探し、
風景を羽に見立てた自分のチョウを見つ
ける。
③自分が最も美しいと感じたチョウの姿を
タブレット端末で撮影する。
④撮影したチョウについて、自分が美しい
と感じた点を、「造形の要素」などの根
拠とともに、言語やイラスト、記号など
を用いてワークシートに整理する。
⑤グループのメンバーと、各自が見つけた
チョウを共有した後、それぞれのチョウ
の風景を確認する。
⑥自分と他者が感じる美しさの違いや、「同
じものを見ていても、同じものが見えて
いるとは限らない」という事実を確認し、
それらの気づきを生活の中でどう生かし
ていくのかを考える。

【主体的な学び】自己決定の
機会を多く設け、学んだこ
とを言語化させ、自身の学
びを自覚させる。
【対話的な学び】他者に伝え
たい自分の解釈をまとめる
個人ワークを行った上で、
他者との対話を行う。１つ
の事実からも様々な解釈が
生まれることを前提に対話
の環境を整える。
【深い学び】他者との違いを
エネルギーとし、「直感→解
釈」の思考の流れだけでな
く、「解釈→直感」のサイク
ルを回せるような声かけを
する。

生徒が見つけた自
分のチョウ（自分
の見方）を、言語
やイラスト、記号
などで表現し、造
形の要素などの根
拠とともに整理し
たワークシートを
基に評価

※内海先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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＊１　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、
そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］

  

３
年
生
／
国
語
／
古
典
Ｂ
　［
分
野
・
単
元
］

  

漢
文
・『
杜
詩
詳
註
』（
２
０
１
９
年
度
セ
ン
タ
ー

試
験
・
本
試
験
の
第
４
問
。
本
時
は
全
２
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
P. 

47
に
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］  

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］

  

漢
文
の
課
題
に
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
１
）
で
取
り
組
ん
だ
。
解
答
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
３
つ
の
問
い
を

分
担
し
、
同
じ
問
い
の
担
当
者
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
で
議
論（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動
）
し
た
後
、
異
な
る
問
い
の
担
当
者
か
ら
成

る
グ
ル
ー
プ
で
各
問
い
に
対
す
る
考
え
を
出
し
合
い
、問
題
の
解
答
を
考
え
（
ジ
グ
ソ
ー
活
動
）、そ
れ
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
。

本時の課題と活動手順を提示

生徒は予習として、前時にグループで行った素材文の読解
を基に、本時の課題「杜甫が叔母の墓の銘文の言葉を『嗚
呼、有唐義姑、京兆杜氏之墓』としたのはなぜか？」を考
えた上で、本時に臨んだ。本時では、その問いの答えをワー
クシートに書かせてから、佐藤先生は活動の手順を説明。

10:30
本時の概要

さとう・ひでのぶ　教職歴 35 年。同校に赴任して１年目。指導教諭。国語科。外部
研修に参加し、主体的・対話的で深い学びの効果を実感。大分県教育委員会「深い学
び研究会」への参加をきっかけに、知識構成型ジグソー法を授業に取り入れ始めた。

学校概要
◎校是は「しまれ、がんばれ、ねばれ、おしきれ」。県下唯一の理数科を設置。文部
科学省「スーパーサイエンスハイスクール」に 2005 年度から継続して指定を受けて
おり、現在４期目。学びの STEAM 化にも学校全体で取り組んでいる。

◎設立　 1951（昭和 26）年
◎形態　全日制／普通科・理数科／共学　
◎生徒数　１学年 320 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京大、名古屋大、京都大、大阪
大、神戸大、広島大、九州大、熊本大、大分大、宮崎大、大分県立看護大などに 240
人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、明治大、早稲田大、同志社大、立命館大、
福岡大などに延べ 351 人が合格。

授 業 実 践

国
語

素
材
文
を
読
み
解
く
オ
ー
セ
ン
ティ
ッ
ク
な
問
い
で
、

人
間
の
あ
り
方
・
生
き
方
に
迫
る

大
分
県
立
大
分
舞
鶴
高
校  

佐
藤
秀
信

発問・課題設定をキーに見る

Ａ〜Ｃの担当者が集まり、考えを共有

［ジグソー活動］担当する問いが異なる生徒が各問い１〜
２人ずつ集まって新たなグループを組み、担当する問いに
対する考えを共有した。佐藤先生は、机間指導でワーク
シートの記述内容を確認しながら、意見を持っている生徒
や発言をためらっている生徒に声をかけ、発言を促した。

10:50

本時のキー課題
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私
は
長
ら
く
、「
分
か
る
授
業
」
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
授
業
の
内
容

を
理
解
し
、
定
期
考
査
や
模
擬
試
験
の
得

点
を
上
げ
、
志
望
校
に
合
格
す
る
こ
と
を

目
指
す
授
業
で
す
。
生
徒
の
授
業
満
足
度

は
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
考
え
る
と
、

知
識
や
解
法
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
込
む

だ
け
の
授
業
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
授
業
が
よ
い
授
業
な
の
か

を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
し
た
。
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
示
さ
れ
た
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
び
に
向
か

う
力
な
ど
を
、
私
は
生
徒
に
育
め
て
い
る

の
か
と
い
っ
た
疑
問
を
持
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
大
分
県
教
育
委
員
会
主
催
の

「
深
い
学
び
研
究
会
」（
＊
２
）
に
参
加
し
、

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
過
程
で
、

従
来
の
私
の
指
導
に
は
、
な
ぜ
、
そ
の
教

材
を
使
う
の
か
、
授
業
で
の
学
び
が
生
徒

の
生
活
や
人
生
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く

の
か
と
い
っ
た
視
点
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
以
降
、
授
業
ご
と
に
ね
ら
い
を
明
確
に

＊２　東京大学CoREFが主催する知識構成型ジグソー法による授業研究会「新しい学びプロジェクト」の協力の下、2020年度まで実施。

3

5

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

学
び
が
生
徒
の
人
生
に
結
び
つ
く

視
点
で
、授
業
を
デ
ザ
イ
ン

Ａ〜Ｃの３つの問いを提示

各グループの解答を共有

佐藤先生は、課題に取り組むためのヒントとなるＡ〜Ｃの３
つの問いを提示（P.46図１）。生徒はいずれかの問いを担当
し、同じ問いを担当する生徒４人でグループを組み、答えを
話し合った。担当している問いが何かひと目で分かるよう、
Ａは青、Ｂは黄、Ｃはピンクのワークシートに色分けした。

［ジグソー活動］「叔母が自分の子を犠牲にしたのは、本当
に『義』と言えるのかな」と、素材文に対する批判的な意
見も出るなど、生徒は様々な意見に触れながら、グループ
で課題の解答を練り上げていった。解答がまとまったグルー
プは、短冊状の模造紙に解答を記入した。

［クロストーク活動］全グループが模造紙を黒板に掲示し、
クラス全体で共有した。生徒は、ほかのグループの解答を
見て思ったことを、グループ内で言い合っていた。最後に、
再度個人で課題の解答を考えたが、授業時間内に終わらな
かったため、放課後までに考えて提出させることにした。

10:34

10:5611:12

Ａ〜Ｃの各担当に分かれて議論

［エキスパート活動］担当する問いが同じ生徒で、「自分の子
を犠牲にして杜甫の看病をしたことが『義』なのでは？」「途
中に出てくる『列女伝』の内容は、叔母がしたことに似てい
ない？」などと、活発に議論。佐藤先生は、各グループを回り、
「この後、他者に説明するための解答を作ろう」と指示した。

10:36

グループで解答をまとめる
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し
、
生
徒
の
協
働
性
を
重
視
す
る
授
業
デ

ザ
イ
ン
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
単
元
の
基
本
的
な
流
れ
は
、
次
の
通
り

で
す
。
教
科
書
の
素
材
文
を
２
～
５
つ
の

塊
に
分
け
、
そ
の
塊
ご
と
に
問
い
を
１
つ

設
け
、
１
コ
マ
１
問
の
ペ
ー
ス
で
解
答
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
単
元
全
体
に

か
か
わ
る
課
題
を
出
し
、
各
問
い
の
解
答

を
統
合
し
な
が
ら
取
り
組
み
、
読
解
を
深

め
ま
す
。
素
材
文
は
、
大
意
を
す
ぐ
に
つ

で
、
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
広
い
視

野
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
時
で
行
っ
た
大
学
入
試
の
過
去
問
題

の
演
習
で
も
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
は
同
じ
で

す
。
過
去
問
題
の
素
材
文
か
ら
も
学
ぶ
べ

き
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
生
徒
が
読
解
力

や
思
考
力
、
表
現
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

な
問
い
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
で
解
答
を
導

く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
授
業
に
取

り
入
れ
て
７
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今
も

試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
初
め
の
頃
は
、

各
グ
ル
ー
プ
が
出
し
た
解
答
が
ほ
ぼ
同
じ

で
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
を
正

解
に
導
き
た
い
と
思
う
が
あ
ま
り
、
ヒ
ン

ト
と
な
る
問
い
を
具
体
的
に
し
す
ぎ
た
こ

と
が
原
因
で
し
た
。
今
は
、「
な
ぜ
か
」「
ど

う
い
う
こ
と
か
」
な
ど
、
あ
え
て
漠
然
と

し
た
問
い
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
か
ら
多

様
な
意
見
が
出
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
問
い
を
具
体
的
に
し
て
、
生

徒
が
考
え
や
す
く
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
本
時
の
課
題
は
、「
杜
甫
は
叔
母
に

ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
か
」

と
具
体
的
な
問
い
に
し
、
杜
甫
の
行
動
や

発
言
か
ら
心
情
を
読
み
解
か
せ
る
こ
と

で
、
正
解
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
な
る
と

考
え
ま
し
た
。

　
質
の
高
い
問
い
を
出
し
、
解
答
の
プ
ロ

か
ま
せ
た
い
場
合
は
２
つ
程
度
に
大
き
く

分
け
、
じ
っ
く
り
取
り
組
ま
せ
た
い
場
合

は
細
か
く
分
け
ま
す
。

　
授
業
で
は
ま
ず
、
個
人
で
問
い
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て

各
自
の
考
え
を
共
有
し
な
が
ら
、
１
つ
の

解
答
を
作
成
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
再
び
個
人
で
同
じ
問
い
に
つ
い
て
考

え
、
解
答
を
作
成
。
最
後
に
、
活
動
の
過

程
を
自
己
評
価
し
、
授
業
で
の
学
び
や
気

づ
き
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
せ
ま
す
。

　
問
い
は
、「
素
材
文
の
主
題
」「
作
者
の

問
題
提
起
」「
主
人
公
の
心
情
」
な
ど
、

素
材
文
に
つ
い
て
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
内
容
に
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
人
間

の
あ
り
方
・
生
き
方
が
凝
縮
さ
れ
た
国
語

教
材
の
よ
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
、
生
徒

に
何
を
伝
え
、
何
を
考
え
さ
せ
た
い
の
か
、

ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、『
平
家
物
語
』で
は
、「
武
士
の

生
き
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
問

い
か
け
ま
し
た
。す
る
と
、生
徒
は
、「
名
誉

を
重
ん
じ
る
生
き
方
」
と
い
っ
た
答
え
に

加
え
て
、
武
士
の
生
き
方
と
部
活
動
と
の

共
通
点
を
見
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。
哲
学

者
の
エ
ッ
セ
ー
の
読
解
で
は
、「
人
は
１
人

で
は
生
き
て
い
け
な
い
」と
、多
く
の
生
徒

が
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
自

身
の
あ
り
方
・
生
き
方
に
つ
な
が
る
問
い

か
け
を
し
、
繰
り
返
し
考
え
さ
せ
る
こ
と

図１　本時の問い

図２　生徒の本時の解答例

※佐藤先生提供資料を基に編集部で作成。

生
徒
①

生
徒
②

活動前

活動前

活動後

活動後

恩のある叔母は唐の義のある存在で
あり、これがその墓であると示すた
め。

詩のリズムを整えたり、形を美しく
したりするために韻を踏むといっ
た、うわべを飾ることはせず、自分
の本心を叔母に伝えたかったから。

私情を絶った義のある叔母を「魯義
姑」になぞらえて「有唐義姑」と表
現し、単純な文で墓を建てるのは孝
行ではなく、当然のことであると示
し、また、韻を踏まなかったのは、
感情があふれて形式的にする必要が
なかったから。

杜甫は、魯の女性のように義のある
行動をした自分の叔母に報いている
だけであり、叔母に対する感謝の思
いを真っすぐ伝えるため、形式的に
韻を踏む必要がないと考えたから。

●本時の課題
杜甫が叔母の墓の銘文の言葉を『嗚呼、有唐義姑、
京兆杜氏之墓』としたのはなぜか？

●エキスパート活動での問い
ある人の問いかけに、杜甫が傍線部Ｂ「非敢
当是也」と答えたのは、なぜか？
傍線部Ｅ「県君有焉」とあるが、「有焉」と言
えるのは、なぜか？
傍線部Ｆ「銘而不韻、蓋情至無文」とは、ど
ういうことか。

Ａ〜Ｃの問いは、前時に取り組んだ演習問題と関連して
おり、前時の学習内容の理解が本時にもかかわる。

※佐藤先生提供資料を基に編集部で作成。

A

B

C

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

活
動
の
手
順
や
問
い
の
工
夫
で
、

素
材
文
の
深
い
読
解
に
導
く
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主体的・対話的で深い学び

セ
ス
を
明
確
に
し
て
、
生
徒
が
話
し
や
す

い
環
境
を
整
え
れ
ば
、
教
科
・
科
目
や
生

徒
の
学
力
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒

同
士
で
考
え
を
出
し
合
い
、
自
分
で
答
え

を
導
い
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
前
後
の
解
答
を
比
較
す
る
と
、

活
動
後
の
方
が
、
記
入
し
た
文
字
の
量
が

多
く
、
文
章
も
具
体
的
で
、
素
材
文
を
深

く
読
み
込
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
図
２
）。
協
働
学
習
を
通
じ
て
様
々
な
他

者
の
考
え
に
触
れ
、
自
身
の
考
え
を
深
め

て
い
く
か
ら
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
解
答
の

変
容
は
、
問
い
の
設
定
や
グ
ル
ー
プ
活
動

の
進
め
方
な
ど
が
適
切
だ
っ
た
か
を
検
証

す
る
デ
ー
タ
と
し
て
、
授
業
改
善
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

　
定
期
考
査
で
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
と
同
じ
よ
う
に
、
複
数
の
文
章
・
資
料

を
読
み
比
べ
て
解
答
す
る
問
題
を
出
し
て

い
ま
す
。
教
科
書
の
素
材
文
と
関
連
し
た

初
見
の
文
章
を
出
し
、
複
合
的
に
考
え
さ

せ
る
こ
と
で
、
授
業
の
内
容
の
理
解
度
を

測
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
年
度
に
よ
っ
て
模
擬
試
験
の

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜12月24日公開予定＞

VIEW n-express 検索

結
果
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
は
、
２
年
次
２
月
か
ら
大
学
入
試

ま
で
に
偏
差
値
が
２
ポ
イ
ン
ト
程
度
上
が

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
時
間
問
い
に

向
き
合
い
、
自
身
の
考
え
を
表
現
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
読
解
力
や
表
現
力
が
高

ま
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
主
体
性
の
喚

起
で
す
。
協
働
的
な
学
び
が
活
発
に
行
わ

れ
、
深
い
学
び
が
実
現
し
て
い
る
と
い
う

手
応
え
は
あ
る
の
で
、
主
体
性
が
高
ま
れ

ば
、
そ
う
し
た
学
び
を
授
業
外
で
も
行
う

よ
う
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
国
語

で
学
ん
だ
手
法
を
、
他
教
科
・
他
科
目
の

学
習
に
応
用
す
る
力
を
育
む
こ
と
も
課
題

で
す
。
ど
ち
ら
の
課
題
も
、
探
究
学
習
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
他
教
科
・
他
科
目
と
連
携
し

た
授
業
を
行
い
、
生
徒
を
さ
ら
に
深
い
学

び
に
導
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

生
徒
の
解
答
の
変
容
か
ら

教
育
活
動
の
成
果
を
測
る

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】国語・古典Ｂ　【分野・単元】漢文・問題演習　【テーマ・作品】『杜詩詳註』（2019 年度センター試験・本試験の
第４問）　【設定時数】２時間（本時は２時間目）　【単元目標】主人公の心情を読み取る。 

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
問題の解答
と素材文の
読解

素材文全体を読解
し、ストーリーを捉
えることができる。

【知識、技能、協働
性】

① 20 分間で問題に解答させる。
②４人グループで素材文を読み

解きながら、ストーリーを捉
える。その際、問題の解答に
言及してもよい。

【対話的な学び】机間指導しながら、
つまずいているグループにヒント
を与えたり、意見を持っていそう
な生徒に発言を促したりする。

行動の様子

２

杜甫が叔母
の墓の銘文
の 言 葉 を、

「嗚呼、有唐
義 姑、 京 兆
杜 氏 之 墓 」
とした理由

各挿話・思考等が
心情に結びついて
銘文となったこと
を表現できる。

【思考力、判断力、
表現力、協働性】

［予習］前時の学習内容を踏ま
えて、自分の解答を作成する。
①本時の授業の流れと、課題を

確認する。
②課題を考えるためのヒントと

なる３つの問いについて、同
じ問いを担当する生徒４人
で、エキスパート活動を行う。

③各問いの担当者が集まったグ
ループで課題の解答を考え

（ジグソー活動）、クラス全体
で共有する（クロストーク活
動）。

④本時の活動を踏まえて、自分
の解答を作成する。

【主体的な学び】エキスパート活動
での内容を、他者に確実に伝える
よう促す。

【対話的な学び】机間指導しながら、
つまずいているグループにヒント
を与えたり、意見を持っていそう
な生徒に発言を促したりする。

【深い学び】• エキスパート活動の
内容や、ほかのグループのまとめ
は、あくまでもヒントであり、そ
れらを参考にして自分の考えをま
とめるよう促す。
• １つの根拠ではなく、全体を通
して考えることで得られる複数の
根拠を基に、本時の課題に取り組
むよう促す。

• 行動の様子
• ワークシート

の記入内容
• 振り返りシー

トの内容

※佐藤先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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６
つ
の
コ
ー
ス
と
１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
＊
１
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
山
梨
大
学
教

育
学
部
で
は
、
教
育
へ
の
情
熱
と
豊
か
な
人

間
性
を
持
ち
、
専
門
知
識
・
技
能
を
身
に
つ

け
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
学

部
幼
小
発
達
教
育
コ
ー
ス
４
年
の
窪
田
麗れ

菜な

さ
ん
は
、
幼
い
親
戚
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見

る
こ
と
が
好
き
で
、
子
ど
も
と
か
か
わ
る
仕

事
を
志
望
し
、
同
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。

　「
幼
稚
園
教
諭
と
小
学
校
教
諭
、
２
つ
の

教
員
免
許
が
取
得
で
き
る
点
に
魅
力
を
感

じ
、
本
コ
ー
ス
に
入
学
し
ま
し
た
」

　
1
・
2
年
次
は
、
全
学
共
通
科
目
に
加
え
、

学
部
共
通
科
目
や
教
職
系
・
教
科
系
科
目
な

ど
の
専
門
科
目
も
学
ぶ
。
学
部
の
専
門
科
目

の
中
に
は
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
型
基

幹
科
目
授
業
群
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、１
年
次
後
期
の
「
教
育
の
現
在
」
で
は
、

保
育
所
や
適
応
指
導
教
室
な
ど
を
訪
問
し
た

後
、
全
コ
ー
ス
の
学
生
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で

自
分
の
気
づ
き
を
話
し
合
い
、
学
校
以
外
の

場
で
の
教
育
の
状
況
を
理
解
す
る
。

　「
家
庭
裁
判
所
で
は
、
事
件
の
審
判
だ
け

で
な
く
、
犯
罪
を
犯
す
恐
れ
の
あ
る
『
虞ぐ

犯は
ん

少
年
』
の
早
期
発
見
や
支
援
を
し
て
い
る
と

聞
き
、
学
校
以
外
の
場
で
、
子
ど
も
を
ど
う

守
り
、
育
て
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」（
窪
田
さ
ん
）

　
ま
た
、
全
コ
ー
ス
の
学
生
が
1
年
次
か

ら
履
修
で
き
る
「
社
会
参
加
実
習
（
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
や
幼
小
発
達
教
育
コ
ー
ス

の
学
生
が
１
・
２
年
次
に
履
修
す
る
「
継
続

観
察
実
習
」
の
よ
う
に
、
低
学
年
次
か
ら
緩

や
か
に
教
育
現
場
に
か
か
わ
り
な
が
ら
学
ぶ

実
習
系
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る（
＊
２
）。
　
　

　
同
コ
ー
ス
４
年
の
若
林
初は

夏な

さ
ん
は
、

２
〜
４
年
次
ま
で
「
社
会
参
加
実
習
」
を
履

修
し
、
甲
府
市
内
の
公
立
小
学
校
で
学
習
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　「
実
際
に
学
校
で
活
動
し
、
業
務
の
忙
し

さ
な
ど
、
教
師
の
現
実
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど

の
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
状
況
を
知
り
、

教
師
と
し
て
目
指
す
教
育
は
何
か
、
深
く
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
若
林
さ
ん
）

　
若
林
さ
ん
が
２
年
次
後
期
に
履
修
し
た

「
継
続
観
察
実
習
」
で
は
、
半
年
間
、
隔
週

で
同
大
学
の
附
属
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
幼
児

の
姿
を
観
察
し
た
。

　「
観
察
後
に
は
毎
回
、
保
育
者
と
話
す
機

会
が
あ
り
、
子
ど
も
の
見
取
り
方
を
具
体
的

に
学
べ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
、
３
年
次
の

小
学
校
で
の
教
育
実
習
で
も
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」（
若
林
さ
ん
）

　
３
年
次
は
、
コ
ー
ス
専
門
科
目
を
中
心
に
学

び
、
後
期
に
は
、
複
数
の
演
習
を
履
修
し
て
、

４
年
次
に
所
属
す
る
研
究
室
を
検
討
す
る
。

　
窪
田
さ
ん
は
、
教
育
思
想
の
研
究
を
行
う

教
授
の
演
習
も
履
修
し
た
が
、
実
践
的
な
研

究
を
し
た
い
と
考
え
、
教
育
方
法
を
研
究
す

る
高
橋
英
児
教
授
の
研
究
室
に
入
っ
た
。

　「
２
年
次
に
も
高
橋
教
授
の
授
業
を
履
修

＊１ 幼小発達教育コース、障害児教育コース、言語教育コース、生活社会教育コース、科学教育コース、芸術身体教育コースの 6 つのコースと、山梨県小学校教員養成
特別教育プログラム。  ＊２ このほかに学部必修の実習系科目として、２年次の「介護等体験実習」「観察実習」と３年次の「教育実習」（前後期）がある。

低
学
年
次
か
ら
、教
育
現
場
で
の

実
習
で
「
教
育
の
今
」
を
学
ぶ

一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
認
め
る

学
校
づ
く
り
を
研
究

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

目標の解説は

WebでCheck!

または、
HOME ＞ 教育情報 ＞ 高校向け ＞ 
コーナー別 記事一覧からもお読み
いただけます。
https://berd.benesse.jp

教
育
学
部
　

幼
小
発
達
教
育
コ
ー
ス
４
年

若
林
初
夏

わ
か
ば
や
し
・
は
な

静
岡
県
立
富
士
高
校
卒
業
。

教
育
学
部
　

幼
小
発
達
教
育
コ
ー
ス
４
年

窪
田
麗
菜

く
ぼ
た
・
れ
な

山
梨
県
立
甲
府
南
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

多
様
な
現
場
へ
の
訪
問
と
実
習
か
ら

得
ら
れ
た
問
題
意
識
を
研
究
に
つ
な
げ
、

よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
を
目
指
す

山
梨
大
学 

教
育
学
部  

幼
小
発
達
教
育
コ
ー
ス

高
橋
英
児
研
究
室
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人
間
像
と
学
校
教
育
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
中
だ
（
写
真
２
）。

　「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
育
実
習
を
経

験
し
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
成
長
に
お

い
て
必
要
な
教
育
と
、
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
て
い
る
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と

の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
目
標
４
に
も
あ
る
、『
教
育
の
質
の

高
さ
』
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
」（
若
林
さ
ん
）

　
学
習
指
導
要
領
に
は
、
社
会
の
要
請
も
込

め
ら
れ
て
い
る
が
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
、

戦
後
の
日
本
社
会
の
転
換
期
に
焦
点
を
あ
て

て
整
理
し
、
未
来
の
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な

教
育
が
必
要
な
の
か
（
目
標
16
）、
実
習
経

験
も
踏
ま
え
て
、
考
察
し
て
い
く
予
定
だ
。

　「
い
ざ
学
校
で
働
き
始
め
る
と
、
日
々
の

授
業
で
精
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
高
い
の
で
、
学
生
時
代
に
、
研
究
を
通

じ
て
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
目
指
し

た
い
の
か
、
教
師
と
し
て
の
土
台
を
築
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
若
林
さ
ん
）

　
２
人
は
、
来
年
４
月
か
ら
小
学
校
教
師
と

し
て
教
壇
に
立
つ
。

　「
子
ど
も
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
師
に
な
れ

る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
」（
窪
田
さ
ん
）

　「
小
学
校
の
恩
師
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
、
子
ど
も
に
寄
り
添
え
る
教
師
に
な
り
た

い
で
す
」（
若
林
さ
ん
）

し
ま
し
た
が
、
そ
の
授
業
や
演
習
も
学
生
の

対
話
が
中
心
で
、
よ
り
よ
い
教
育
を
主
体
的

に
考
え
さ
せ
る
授
業
方
針
に
も
惹
か
れ
ま
し

た
」（
窪
田
さ
ん
）

　
同
研
究
室
で
は
、「
目
標
４
　
質
の
高
い

教
育
を
み
ん
な
に
」
の
達
成
に
向
け
て
、
子

ど
も
が
「
生
き
る
こ
と
に
夢
と
希
望
を
持
て

る
よ
う
な
教
育
の
実
現
」
を
可
能
に
す
る
教

育
方
法
（
教
育
課
程
、
授
業
・
学
級
指
導
、

生
活
指
導
）
の
研
究
を
行
う
。

　
個
々
の
問
題
意
識
を
大
切
に
し
、
高
橋
教

授
と
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
が
対
話
や
討
論
を
し

な
が
ら
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
深
め
て
い

く
（
写
真
１
）。

　
窪
田
さ
ん
は
、
性
の
多
様
性
に
配
慮
し
た

学
校
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
卒
業
論
文
に
取

り
組
む（
目
標
５
）。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
子
ど
も
が
、
現
状
の
学
校
シ
ス
テ
ム
で
は

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
、
不
登
校
に
な
っ
て
い

る
と
知
っ
た
か
ら
だ
。

　「
授
業
で
性
の
多
様
性
な
ど
を
扱
う
学
校

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
先
行
研
究
を
調
べ
て

み
て
も
、
シ
ス
テ
ム
自
体
を
変
え
て
い
る
学

校
は
少
な
い
で
す
。
例
え
ば
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
方
は
、
学
校
の
ト
イ
レ
を
使
う

場
合
、
男
女
ど
ち
ら
の
ト
イ
レ
を
使
う
か
迷

う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ト

イ
レ
の
男
女
区
別
を
な
く
し
て
い
る
海
外
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
多
様
性
を

認
め
合
え
る
学
校
づ
く
り
を
研
究
し
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

（
窪
田
さ
ん
）

　　
若
林
さ
ん
も
、
高
橋
教
授
の
研
究
室
に
入

り
、「
学
習
指
導
要
領
に
見
ら
れ
る
能
力
観
・

　
私
の
研
究
室
で
は
、学
生
自
身
が「
な
ぜ
、

そ
の
テ
ー
マ
を
研
究
し
た
い
と
思
っ
た
の

か
」、
理
由
を
深
め
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
問
題
意
識
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

で
、
自
分
が
大
切
に
し
た
い
価
値
観
が
明

ら
か
に
な
り
、
自
分
が
教
育
に
お
い
て
社

会
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
の
か
、

見
え
て
く
る
か
ら
で
す
。
１
人
で
掘
り
下

げ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
研
究
室
で
は

対
話
を
重
視
し
、
仲
間
の
意
見
を
聞
く
こ

と
を
通
じ
て
、
多
様
な
視
点
が
あ
る
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
や
が
て
学
生
は
、
自
分
が
あ
た
り
前
と

思
っ
て
い
た
こ
と
を
疑
い
、
そ
れ
ま
で
と

は
違
う
角
度
か
ら
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
事
柄
の
つ
な
が
り
を
見
い
だ
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
小
さ
な
教
室

で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
を
、
地
域
や
社

会
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
見
方
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も

と
一
緒
に
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
た

り
、
そ
の
子
の
つ
ら
さ
を
分
か
ち
合
っ
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

山
梨
大
学
大
学
院 

総
合
研

究
部 

教
育
学
域 

教
育
学
系

（
幼
小
発
達
教
育
）
教
授

高
橋
英
児

た
か
は
し
・
え
い
じ

経
験
に
基
づ
く「
問
い
」を
設
定
し
、

対
話
で
問
題
意
識
を
掘
り
下
げ
る

写真２　若林さんは、近代の学校の機能や役割、
その根底にある子ども観に関する思想や議論を、
文献を活用して整理している。ノートには、自分
の意見や疑問も細かく書き込んでいる。

写真1　10月に高橋英児研究室で行われた卒業
論文の中間発表の様子。学生各々が、テーマに
対する問題意識や章構成を発表し、テーマをどの
ように掘り下げていくか、その筋道を確認した。

学
校
教
育
の
変
遷
を
整
理
し
、

未
来
の
教
育
の
あ
り
方
を
追
究

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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水
産
科
学
は
、
水
産
生
物
資
源
の
適
正
な

生
産
と
有
効
利
用
を
、
科
学
的
に
追
求
す
る

学
問
だ
。
北
海
道
大
学
水
産
学
部
に
は
、
４

学
科（
＊
１
）が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
生
か
し
た
実
習
を
行
う
な
ど
、

実
学
を
重
視
し
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

　
同
大
学
院
水
産
科
学
院
修
士
課
程
２
年
の

水
野
悠
さ
ん
は
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
て
い

る
食
と
生
き
物
を
結
び
つ
け
る
研
究
を
し
た

い
と
考
え
、
同
学
部
に
入
学
し
た
。

　「
農
学
部
と
迷
い
ま
し
た
が
、
磯
で
ヤ
ド

カ
リ
の
行
動
観
察
を
す
る
な
ど
、
生
物
調
査

な
ど
の
実
習
が
多
い
点
に
引
か
れ
ま
し
た
」

　
同
大
学
で
は
、入
試
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、

１
年
次
は
、
総
合
教
育
部
に
所
属
し
、
共
通

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
教
養
・
基
礎
科
目
を
履
修
。

２
年
進
級
時
に
、
各
学
部
・
学
科
に
配
属
と

な
る
（
＊
２
）。
同
学
部
海
洋
生
物
科
学
科

４
年
の
矢
野
聖

し
ょ
う

人と

さ
ん
は
、
魚
の
生
態
に

興
味
を
持
ち
、海
洋
生
物
科
学
科
に
進
ん
だ
。

矢
野
さ
ん
が
、
授
業
で
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
は
、同
学
部
附
属
練
習
船
「
お
し
ょ
ろ
丸
」

で
の
実
習
だ
。
２
年
次
の「
基
礎
乗
船
実
習
」

で
は
、３
泊
４
日
の
日
程
で
練
習
船
に
乗
り
、

海
洋
調
査
と
船
内
生
活
の
基
本
を
学
ん
だ
。

　「
海
洋
観
測
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
、

鳥
類
の
目
視
観
測
な
ど
、
様
々
な
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
中
で
も
練
習
船
で
大
き
な
網
を

引
き
、
様
々
な
魚
を
捕
獲
す
る
ト
ロ
ー
ル
漁

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
実
習
前
は
、
研
究

対
象
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実

習
後
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
魚
に
か

か
わ
る
研
究
が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
矢
野
さ
ん
）

　
２
年
次
に
は
、「
海
洋
学
入
門
」「
基
礎
水

産
資
源
学
」
な
ど
の
基
礎
的
な
専
門
科
目
も

学
ぶ
。
水
野
さ
ん
は
、「
実
験
統
計
学
」
が

卒
業
論
文
を
書
く
際
に
役
立
っ
た
と
い
う
。

　「
自
分
の
仮
説
を
立
証
す
る
に
は
、
収
集

し
た
デ
ー
タ
か
ら
何
を
読
み
取
り
、
ど
の
よ

う
に
そ
れ
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
同
科

目
の
授
業
の
資
料
を
見
直
し
な
が
ら
、
論
文

を
書
き
進
め
ま
し
た
」（
水
野
さ
ん
）

　　
３
年
次
か
ら
は
、「
海
洋
生
態
学
」
や
「
水

産
資
源
学
」
な
ど
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
。
12

月
に
は
研
究
室
へ
の
配
属
が
決
定
し
、
４
年

次
か
ら
卒
業
研
究
を
進
め
る
。矢
野
さ
ん
は
、

２
年
次
に
髙
津
哲
也
教
授
の
「
水
産
資
源
各

論
」
を
履
修
し
、
水
産
生
物
の
資
源
量
が
変

動
す
る
要
因
の
１
つ
に
、
食
性
（
＊
３
）
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
そ
の
研
究
に

興
味
を
持
っ
た
た
め
、
髙
津
教
授
ら
が
率
い

る
生
産
生
態
学
研
究
室
に
入
っ
た
。

　
同
研
究
室
で
は
、「
目
標
14

　海
の
豊
か

さ
を
守
ろ
う
」
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
北
海

道
や
東
北
地
方
の
沿
岸
か
ら
沖
合
に
生
息
す

る
魚
類
の
資
源
量
が
変
動
し
や
す
い
仕
組
み

の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
生
一
人
ひ

と
り
が
扱
う
魚
種
と
テ
ー
マ
を
決
め
、
練

習
船
や
地
元
の
漁
船
で
漁
を
行
い
（
写
真
）、

＊１ 海洋生物科学科、海洋資源科学科、増殖生命科学科、資源機能化学科。 ＊２　1 年後期が終了した時に、学生の希望とそれまでの成績を加味して、4 つの学科のいずれ
かに配属される。２年次まで札幌キャンパスで学び、３年次から函館キャンパスで学ぶ。　＊ 3　生物における食べ物の傾向などの性質のこと。

練
習
船
で
の
実
習
の
経
験
を
基
に
、

関
心
の
あ
る
分
野
を
絞
り
込
む

毎
月
漁
に
出
て
魚
を
採
取
し
、

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
解
析

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

目標の解説は

WebでCheck!

または、
HOME ＞ 教育情報 ＞ 高校向け ＞ 
コーナー別 記事一覧からもお読み
いただけます。
https://berd.benesse.jp

自
ら
漁
に
出
て
集
め
た
デ
ー
タ
の
解
析
を
通
じ
て
、

資
源
量
の
変
動
の
謎
に
迫
り
、

持
続
可
能
な
漁
の
あ
り
方
を
考
え
る

北
海
道
大
学 

水
産
学
部
　

海
洋
生
物
科
学
科 

　

生
産
生
態
学
研
究
室

水
産
学
部

海
洋
生
物
科
学
科
４
年

矢
野
聖
人

や
の
・
し
ょ
う
と

北
海
道
大
学
大
学
院
　
水
産
科

学
院
　
資
源
生
産
学
研
究
室
　

修
士
課
程
２
年

水
野 

悠

み
ず
の
・
ゆ
う

大
阪
府
立
千
里
高
校
卒
業
。
北
海
道
大
学
水
産
学
部
海

洋
生
物
科
学
科
卒
業
。

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す
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め
、
研
究
手
法
も
一
か
ら
考
え
ら
れ
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
矢
野
さ
ん
）

　　
水
野
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
北
海
道
の

噴
火
湾
に
お
け
る
ア
カ
ガ
レ
イ
の
食
性
と
栄

養
状
態
だ
。
噴
火
湾
で
は
、
ア
カ
ガ
レ
イ
の

資
源
量
は
、
卓
越
年
級
群
（
＊
４
）
の
発
生

に
よ
っ
て
変
動
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
を
食

性
や
栄
養
状
態
か
ら
推
察
し
て
計
画
的
な
漁

獲
を
行
い
、
安
定
的
な
資
源
管
理
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
（
目
標
14
）。

　「
数
年
に
１
回
だ
っ
た
卓
越
年
級
群
が
、

2
0
1
6
・
1
7
年
は
連
続
し
て
起
き
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
餌
の
取
り
合
い
が
起
き
、

17
年
生
ま
れ
の
ア
カ
ガ
レ
イ
が
十
分
育
た
な

い
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
、
調
べ
て

い
ま
す
（
図
）。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
適

正
な
大
き
さ
に
育
っ
た
16
年
生
ま
れ
の
ア
カ

ガ
レ
イ
の
み
を
漁
獲
で
き
る
よ
う
、
網
の
目

の
大
き
さ
を
工
夫
す
る
な
ど
、未
来
の
資
源
を

守
り
な
が
ら
漁
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
水
野
さ
ん
は
卒
業
後
、
食
品
加
工
メ
ー

カ
ー
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
。
矢
野
さ

ん
は
同
大
学
院
に
進
学
予
定
だ
。

　「
将
来
は
、
研
究
室
で
の
学
び
を
生
か
せ

る
、
研
究
機
関
の
研
究
職
に
就
く
こ
と
を
志

望
し
て
い
ま
す
」（
矢
野
さ
ん
）

持
ち
帰
っ
た
標
本
の
分
類
や
計
測
、
数
値
解

析
を
行
い
、
魚
の
食
性
に
迫
っ
て
い
く
。

　
水
野
さ
ん
も
魚
類
の
食
性
研
究
を
希
望

し
、
同
研
究
室
に
入
っ
た
。

　「
魚
を
解
剖
し
て
何
を
食
べ
て
い
る
の
か

を
調
べ
て
い
ま
す
。
消
化
後
の
状
態
か
ら
は

食
べ
物
の
種
類
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
図
鑑
で
調
べ
た
り
、
先
生
に
教
え
て

い
た
だ
い
た
り
し
て
、
徐
々
に
判
別
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
水
野
さ
ん
）

　　
漁
業
組
合
で
講
演
す
る
機
会
が
多
い
髙
津

教
授
は
、
地
元
漁
業
へ
の
貢
献
も
意
識
し
な

が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
目
標
９
）。

　
矢
野
さ
ん
が
現
在
研
究
し
て
い
る
の
が
、

ホ
ッ
ケ
の
食
性
だ
。
函
館
市
・
南
か
や
べ
は
、

日
本
有
数
の
昆
布
の
産
地
だ
が
、
近
年
、
養

殖
昆
布
の
種
を
浸
み
込
ま
せ
た
紐
が
、
養
殖

用
の
ロ
ー
プ
か
ら
消
失
す
る
と
い
う
現
象
が

相
次
い
で
発
生
。
ホ
ッ
ケ
が
そ
の
紐
を
引
き

抜
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
の

下
、
矢
野
さ
ん
は
発
生
の
原
因
を
研
究
し
て

い
る
。
ホ
ッ
ケ
を
捕
り
、
食
性
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
本
当
に
ホ
ッ
ケ
が
原
因
か
を
調

べ
る
た
め
に
、
水
中
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
そ

の
現
象
の
撮
影
を
試
み
て
い
る
。

　「
食
性
研
究
か
ら
、
ホ
ッ
ケ
は
昆
布
の
種

紐
で
は
な
く
、
種
紐
に
付
着
し
た
ヨ
コ
エ
ビ

な
ど
を
食
べ
て
い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。

ホ
ッ
ケ
が
好
き
な
餌
を
別
に
仕
か
け
れ
ば
、

被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
予
想
し
て
い
ま
す
（
目
標
14
）。
ま
だ

答
え
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
研
究
の
た

　
本
研
究
室
で
は
、
魚
類
や
イ
カ
類
を
採

集
・
飼
育
し
て
、
そ
の
資
源
量
が
変
動
す

る
仕
組
み
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
水
産
科
学
は
、
我
が
国
が
リ
ー
ド
す

る
学
問
で
す
が
、
ホ
ッ
ケ
や
カ
レ
イ
な
ど
、

我
々
に
と
っ
て
身
近
な
魚
で
も
、
資
源
量

が
変
動
す
る
仕
組
み
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
漁
に
出
て
集
め

た
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
に
は
、
生
物
が
持
つ
本
来
の
性

質
が
表
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
生
物
の
習
性
を
く
み
取
り
、
持
続
可
能

な
漁
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
の
が
研
究
の

意
義
で
す
。
資
源
量
を
維
持
し
な
が
ら
漁

師
の
収
入
を
増
や
す
に
は
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
漁
を
行
っ
た
方
が
よ
い
の

か
な
ど
、
地
元
の
漁
業
に
貢
献
す
る
研
究

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
で
は
、
統
計
学
な
ど
を
用
い
て
、

論
理
的
に
考
え
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
結
論
を
導
く
ま
で
１

人
で
や
り
抜
く
経
験
は
、
卒
業
後
、
ど
の

よ
う
な
分
野
に
進
ん
だ
と
し
て
も
、
き
っ

と
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
大
学
院

水
産
科
学
研
究
院 

資
源
生
物
学
分
野

　教
授

髙
津
哲
也

た
か
つ
・
て
つ
や

デ
ー
タ
か
ら
魚
の
習
性
を
読
み
取
り
、

持
続
可
能
な
漁
を
考
え
る

漁
獲
量
の
変
動
の
理
由
を
探
り
、

安
定
的
な
資
源
管
理
に
つ
な
げ
る

アカガレイの餌を巡る争いの
有無を調べる意義

図

ホ
ッ
ケ
の
食
性
を
解
明
し
、

地
元
漁
師
の
課
題
に
貢
献
す
る

＊ 4  何らかの要因で、ある資源生物の生残率が極端に高い年級のこと。

写真　
練習船に乗り、
調 査 用 着 底 ト
ロールネットで
採集した底生魚
類を分類する様
子。様々な研究
室の学生が乗り
込み、複数のポ
イントを回り、
研究に必要な魚
類の捕獲や海洋
観測データの取
得を協力して行
う。

2016 年生まれ
と17年生まれ
のアカガレイで
餌を取り合って
いる場 合、17
年生まれのア
カガレイは栄養
状態が悪く、漁
獲量が減ってい
る可能性がある
という。

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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　「
心
理
的
安
全
性
」
は
、「
サ
イ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
（psychological 

safety

）」
の
日
本
語
訳
で
、「
組
織
の
中

で
対
人
関
係
の
リ
ス
ク
を
と
っ
て
も
大
丈

夫
だ
と
、
メ
ン
バ
ー
間
に
共
有
さ
れ
る
信

念
」と
定
義
さ
れ
る
。
１
９
９
９
年
に
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
エ
イ
ミ
ー
・
Ｃ
・
エ
ド
モ

ン
ド
ソ
ン
教
授
が
提
唱
し
た
概
念
で
、
そ

れ
に
近
い
考
え
方
は
、
60
年
代
に
経
営
学

や
組
織
論
の
領
域
に
登
場
し
、
心
理
学
の

考
え
方
を
応
用
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　
心
理
的
安
全
性
の
高
低
に
よ
り
、
組
織

内
に
お
け
る
人
々
の
言
動
は
大
き
く
変
化

す
る
。
心
理
的
安
全
性
の
高
い
組
織
で
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
質
問
し
た
り
、
違
和
感

を
指
摘
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

る
と
、
問
題
が
改
善
さ
れ
や
す
く
、
生
産

性
が
高
ま
る
、
メ
ン
バ
ー
が
居
心
地
の
よ

さ
を
感
じ
る
な
ど
、
多
く
の
利
点
が
あ
る
。

　
逆
に
、
心
理
的
安
全
性
が
低
い
と
、
メ

ン
バ
ー
は
人
間
関
係
に
お
け
る
不
安
を
抱

い
た
り
、
リ
ス
ク
を
避
け
よ
う
と
し
た
り

し
て
、
組
織
の
利
益
に
な
る
と
思
っ
て
も

積
極
的
に
行
動
で
き
な
か
っ
た
り
、
必
要

な
質
問
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
の

結
果
、
組
織
に
様
々
な
問
題
が
起
こ
る
と
、

心
理
的
安
全
性
を
研
究
す
る
石
井
遼
介
氏

は
指
摘
す
る
。

　「
企
業
の
不
祥
事
な
ど
で
は
、
発
覚
ま

で
誰
も
何
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー

ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー

が
問
題
に
気
づ
い
て
も
、
組
織
内
で
浮
い

て
し
ま
っ
た
り
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
を
恐
れ
て
指
摘
で
き
な
い
な

ど
、
心
理
的
安
全
性
の
低
さ
が
背
景
に
潜

ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
」

　
近
年
、
心
理
的
安
全
性
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
社
会
の
急
速

な
変
化
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
答
え
の
な

＊１　株式会社 ZENTechについては、右記ウェブサイトをご覧ください。https://zentech.jp/

株
式
会
社Z

E
N

Tech

（
＊
１
） 

取
締
役
、
チ
ー
フ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

石
井
遼
介 

い
し
い
・
り
ょ
う
す
け

心
理
的
安
全
性
の
計
測
尺
度
・
組
織

診
断
サ
ー
ベ
イ
を
開
発
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
や
ス
ポ
ー
ツ
の
領
域
で
成
果
の
出

る
チ
ー
ム
構
築
を
推
進
。
一
般
社
団

法
人
日
本
認
知
科
学
研
究
所
理
事
等

を
兼
任
。
著
書
に
『
心
理
的
安
全
性

の
つ
く
り
か
た
』（
日
本
能
率
協
会

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
）。

トレンド・ワード

心
理
的
安
全
性

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
学
ぶ
」「
働
く
」「
暮
ら
す
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
心
理
的
安
全
性
」
を

取
り
上
げ
る
。
変
化
が
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、
多
様
な
人
々
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
誰
も
が
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
合
え
る
、「
心
理
的
安
全
性
」
の
高
い
社
会
の
実

現
だ
。心
理
的
安
全
性
が
高
ま
る
と
、学
び
や
仕
事
、暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。そ
し
て
、そ
う
し
た
社
会
で
は
ど
う
い
っ

た
資
質
・
能
力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
心
理
的
安
全
性
の
専
門
家
で
あ
る
石
井
遼
介
氏
に
話
を
聞
い
た
。

対
人
関
係
に
よ
る
リ
ス
ク
の
小
さ
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

組
織
の
生
産
性
や
個
人
の
幸
福
感
を
高
め
る

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

解
説
者

世の中　　　　　解説

変
化
が
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、

多
様
な
人
々
の
協
働
が
不
可
欠

組
織
内
の
心
理
的
安
全
性
に
よ
っ
て

人
々
の
言
動
が
大
き
く
変
化
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い
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　「
穏
や
か
で
安
定
し
た
社
会
で
は
、
答

え
を
知
る
一
部
の
人
に
従
え
ば
問
題
な
く

過
ご
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
変
化
が
激

し
く
、
未
来
の
予
測
が
難
し
い
社
会
で
は
、

様
々
な
考
え
や
価
値
観
を
持
つ
人
々
が
話

し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
前
に
進
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
位
や
立
場
、
年

齢
な
ど
に
関
係
な
く
発
言
し
、
行
動
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
心
理
的
安
全

性
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
す
」

　
組
織
内
の
心
理
的
安
全
性
は
、
国
民
性

や
会
社
の
カ
ラ
ー
よ
り
も
、
少
人
数
の
職

場
や
チ
ー
ム
ご
と
に
異
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
と
い
う
。

　「
同
じ
企
業
内
で
も
、
各
部
、
各
課
で

人
間
関
係
や
雰
囲
気
は
異
な
る
た
め
、
心

理
的
に
安
全
で
あ
る
と
い
う
状
態
は
様
々

で
す
。
学
校
も
、
学
級
ご
と
に
生
徒
の
様

子
は
異
な
る
は
ず
で
す
」

　
石
井
氏
は
、
心
理
的
安
全
性
を
「
話
し

や
す
さ
」「
助
け
合
い
」「
挑
戦
」「
新
奇

歓
迎
」
の
４
つ
の
因
子
（
図
１
）
に
分
け
、

そ
れ
ら
の
因
子
が
組
織
内
に
十
分
に
あ
る

場
合
、
心
理
的
安
全
性
は
高
ま
る
と
考
え

て
い
る
。
逆
に
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
言

動
に
対
し
て
「
罰
」
が
与
え
ら
れ
る
場
合

は
、
心
理
的
安
全
性
は
低
く
な
る
。
よ
か

れ
と
思
っ
て
行
動
し
た
結
果
、
叱
ら
れ
た

り
、
周
囲
か
ら
浮
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る

「
罰
」
を
受
け
る
と
、
今
後
は
黙
っ
て
い

よ
う
な
ど
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　
組
織
内
で
４
つ
の
因
子
を
育
む
た
め
に

は
、「
こ
の
組
織
で
は
、
率
直
な
意
見
交

換
を
歓
迎
し
ま
す
」
な
ど
と
方
針
を
表
明

し
、
メ
ン
バ
ー
と
共
有
す
る
こ
と
が
出
発

点
と
な
る
。
そ
し
て
、
自
由
な
言
動
は
リ

ス
ク
で
は
な
い
と
、
実
際
に
感
じ
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　「
例
え
ば
、
上
司
に
失
敗
を
報
告
し
た

場
合
、
失
敗
の
内
容
は
と
も
か
く
、
報
告

自
体
は
望
ま
し
い
行
動
で
す
か
ら
、
頭
ご

な
し
に
叱
責
す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
報
告
し
た
こ
と
を
認
め
て
褒
め
た
後
、

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
学
ぶ
」「
働

く
」「
暮
ら
す
」
の
３
つ
の
切
り
口
で
、

心
理
的
安
全
性
に
よ
る
社
会
や
生
活

の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

失
敗
へ
の
対
策
を
一
緒
に
考
え
る
な
ど
の

対
応
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
次
も
安
心
し

て
発
言
で
き
ま
す
」

　
社
会
全
体
の
心
理
的
安
全
性
が
高
ま
る

と
、
人
々
は
「
こ
ん
な
行
動
を
し
た
ら
、

周
囲
か
ら
変
に
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
と
思
い
悩
ま
ず
、
自
由
に
生
き

や
す
く
な
り
、
人
間
関
係
に
起
因
す
る
悩

み
も
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
心
理
的
安
全

性
に
つ
い
て
理
解
し
、
行
動
を
変
え
る
こ

と
で
、
組
織
内
の
人
間
関
係
や
雰
囲
気
を

よ
り
よ
く
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　「
そ
う
し
た
社
会
が
実
現
す
れ
ば
、
人
々

は
保
身
や
忖そ

ん

度た
く

に
走
ら
ず
に
、
家
族
や
地

域
、
学
校
、
企
業
、
国
な
ど
、
自
分
が
所

属
す
る
組
織
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
言

動
を
積
極
的
に
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
結
果
、
組
織
と
し
て
の
成
果
や

生
産
性
、
さ
ら
に
は
個
人
の
幸
福
感
が
高

ま
り
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

⼼理的安全性の４つの因⼦図１

※石井氏提供資料を基に編集部で作成。

人
間
関
係
の
悩
み
が
な
く
な
り
、

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
に

● チームの中で、感じたことや気づいたことを自由に共有できる
● チームの中で、知らないことを「知らない」と言える
もし「話しやすさ」因子が少ないと……
•トラブルやミスが起きても、即座に情報が共有されない・言えない
•意見やアイデアを持っていても、共有されない・言えない

● いつでも相談に乗ってくれる雰囲気がある 
● 問題が起きた時、誰かを責めるのではなく、建設的に解決策を

考える雰囲気がある
もし「助け合い」因子が少ないと……
•業務の負荷が一部の人に著しく偏りやすく、属人的な仕事になる
•ピンチを抱え込んでしまい、やる気・エンゲージメントが低くなる

● チャレンジ・挑戦することは、損ではなく得なことだと思える 
● このチームでは、前例や実績がないものを取り入れやすい
もし「挑戦」因子が少ないと……
•工夫や改善のアイデアが出ず、出ても誰も主体的に取り組まない
•保守的なメンバーが増え、新しい事業の芽がなかなか出てこない

● 役割に応じて強みや個性を発揮することを歓迎されていると感じる
● 常識にとらわれず、様々な視点やものの見方を持ち込むことが

歓迎される
もし「新奇歓迎」因子が少ないと……
•新しく入ってきた人が定着しない・活躍しない
•社会や顧客のニーズの変化に対応できないチーム・組織になってしまう

話
し
や
す
さ
因
子

助
け
合
い
因
子

挑
戦
因
子

新
奇
歓
迎
因
子

心
理
的
安
全
性
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教
室
で
の
生
徒
の
行
動
は
、
人
間
関
係

の
リ
ス
ク
を
ど
う
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
異

な
る
。
生
徒
が
リ
ス
ク
を
感
じ
な
け
れ
ば
、

伸
び
伸
び
と
過
ご
し
、
自
分
の
よ
さ
を
発

揮
し
や
す
い
。
一
方
、
リ
ス
ク
が
高
い
と

感
じ
れ
ば
、
同
調
圧
力
が
高
ま
り
、
失
敗

を
恐
れ
て
消
極
的
に
な
っ
た
り
、
人
間
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
く
な
っ
た
り

す
る
。

　
教
室
に
お
け
る
心
理
的
安
全
性
が
生
徒

の
学
び
に
好
影
響
を
与
え
る
ケ
ー
ス
は
、

大
き
く
２
つ
考
え
ら
れ
る
。
１
つ
は
、
教

科
学
習
な
ど
の
場
面
で
、
生
徒
が
間
違
い

を
恐
れ
ず
に
積
極
的
に
学
べ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
だ
。「
間
違
え
た
ら
恥
ず
か
し
い
」

「
こ
ん
な
質
問
を
し
た
ら
、
馬
鹿
に
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
心
配
を
せ

ず
に
発
言
や
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
不
明

点
は
そ
の
場
で
解
決
し
、
学
び
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
も
う
１
つ
は
、
探
究
学
習
な
ど
が
充
実

す
る
こ
と
だ
。
生
徒
が
自
由
に
考
え
を
述

べ
合
い
、
協
働
し
て
探
究
を
進
め
ら
れ
る

場
を
積
極
的
に
設
け
る
こ
と
で
、
よ
い
人

間
関
係
が
構
築
さ
れ
、
相
乗
的
に
学
び
が

深
ま
っ
て
い
く
。

　「
異
な
る
考
え
を
持
つ
生
徒
た
ち
が
良

好
な
人
間
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
一
緒
に

探
究
を
深
め
て
い
く
経
験
は
、
将
来
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
で
他
者
と
か
か

わ
り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
る
時
に
も
生
き

る
で
し
ょ
う
」

　
教
室
に
お
け
る
心
理
的
安
全
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
教
師
は
、「
間
違
え
る
の

は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」「
他
者

の
考
え
を
尊
重
し
よ
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
発
信
し
、
生
徒
と
共

有
す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
面
談
な
ど
、
生

徒
と
１
対
１
で
向
き
合
う
場
面
で
は
、
生

徒
の
話
を
聞
く
こ
と
に
注
力
し
、
安
心
し

て
自
分
に
つ
い
て
話
せ
る
場
で
あ
る
と
実

感
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
。

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
、
心
理
的
安
全
性

を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
む
こ

と
も
大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。

　「
心
理
的
安
全
性
の
４
つ
の
因
子
を
理

解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ひ
も
づ
く
行
動
を
増

や
し
、
逆
に
望
ま
し
く
な
い
行
動
を
減
ら

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
ま

ず
自
分
が
変
わ
り
、
そ
し
て
周
囲
に
好
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
そ
う
し
た
行
動
変
容
の
た
め
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
、
石
井
氏
は
「
心
理
的
柔

軟
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
名
づ
け
、
３

つ
の
要
素
に
分
け
て
い
る
（
図
２
）。

　「
自
分
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
と
変
え
ら

れ
な
い
こ
と
を
見
極
め
、
変
え
ら
れ
る
こ

と
に
取
り
組
み
、
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
を

受
け
入
れ
る
よ
う
に
努
め
る
態
度
を
育
む

こ
と
で
、
心
理
的
安
全
性
を
高
め
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
よ
り
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
」

　
心
理
的
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
教

室
と
同
じ
く
、
職
員
室
に
も
必
要
だ
。

　「
役
職
や
立
場
、
年
齢
な
ど
に
関
係
な

く
、
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
合
え
る
環
境

が
職
員
室
に
あ
れ
ば
、
問
題
が
発
見
さ
れ

や
す
く
な
り
、
教
育
活
動
の
改
善
が
進
ん

だ
り
、
教
師
が
個
性
を
発
揮
し
て
活
躍
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

＊２　石井氏が、次の資料を基に作図した。[1] Hayes, S. C., Strosahl, K. D., Wilson, K. G. (2009). Acceptance and commitment therapy. Washington, DC : American 
Psychological Association. [2] Harris, R. (2019). ACT made simple: An easy-to-read primer on acceptance and commitment therapy. New Harbinger Publications.

学
ぶ

安
心
で
き
る
人
間
関
係
が
、学
び
を
深
め
る

間
違
い
を
恐
れ
ず
に
学
べ
れ
ば
、

探
究
学
習
も
よ
り
充
実
し
た
学
び
に

生
徒
の
行
動
変
容
を
促
し
て

心
理
的
安
全
性
を
高
め
る

リーダーシップとしての心理的柔軟性図２

※石井氏提供資料（＊２）を基に編集部で作成。

❶必要な困難に直面し、
変えられないものを受
け入れる

行動を起こす際の
心理 的な 抵 抗、
いわばブレーキを
外す

大切なものについ
ての意義を明確
に言語化すること
で、行動を起こす
際の推進力を生
み出す

❷大切なことへ向かい、
変えられるものに取り
組む

❸それらが役に立っているか
どうかに気づく、マインドフ
ルに（状況を俯瞰的・客観
的に見て）見分ける
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　家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
、
心
理
的
安

全
性
が
高
ま
る
こ
と
で
、
人
々
は
よ
り
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
家
庭
で
は
、
夫
婦
や
親
子
が

日
頃
か
ら
考
え
や
悩
み
を
話
し
や
す
い
関

係
に
あ
る
と
、
家
庭
内
外
で
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぎ
や
す
く
な
る
。

　「例
え
ば
、
子
ど
も
の
い
じ
め
の
問
題

は
、
子
ど
も
が
保
護
者
に
相
談
で
き
ず
に
、

問
題
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
発
覚
す
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
夫
婦
間
も
、

何
で
も
相
談
し
合
え
る
関
係
で
あ
れ
ば
、

１
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
に
済
む
な
ど
、
健

全
な
生
活
を
送
り
や
す
く
な
り
ま
す
」

　地
域
社
会
で
は
、「
こ
の
地
域
を
も
っ

と
よ
く
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
発

言
し
や
す
い
環
境
が
あ
れ
ば
、
小
さ
な
ア

ク
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
く
。
そ
こ
に
賛
同

者
が
集
ま
り
、
地
域
を
変
え
る
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　「性
別
や
立
場
と
い
っ
た
様
々
な
枠
組

み
か
ら
解
放
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
地
域

や
社
会
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
社
会
へ
と
変
化
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

な
発
想
は
生
ま
れ
に
く
い
で
し
ょ
う
。
逆

に
、
す
べ
て
の
社
員
が
公
平
に
意
見
を
言

い
合
え
る
環
境
で
は
、
個
々
の
力
が
か
け

算
の
よ
う
に
増
幅
さ
れ
て
、
新
た
な
価
値

が
生
み
出
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」

　心
理
的
安
全
性
の
高
い
職
場
は
、
社
員

の
居
心
地
が
よ
い
だ
け
で
は
な
い
。
目
標

の
基
準
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
社

員
は
前
向
き
な
姿
勢
で
学
び
続
け
る
と
と

も
に
、
健
全
な
関
係
で
協
働
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
個
人
と
組
織
が
と
も
に
成
長
し

て
い
く
好
循
環
が
生
み
出
さ
れ
や
す
く
な

る
（
図
３
）。
企
業
間
の
国
際
競
争
が
激

し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
中
、
企
業
が
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
そ
う

し
た
環
境
の
実
現
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　社
会
的
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が

高
ま
り
、
企
業
の
法
令
違
反
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
に
対
す
る
人
々
の
目
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
企
業
の
様
々
な
不
祥
事
が

報
道
さ
れ
、
中
に
は
企
業
経
営
を
揺
る
が

す
問
題
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
そ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
企
業
で
は
、

社
員
が
多
様
な
視
点
か
ら
問
題
を
指
摘
し

合
え
る
風
土
づ
く
り
が
、
危
機
管
理
の
重

要
な
課
題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　「社
員
が
問
題
に
気
づ
い
て
も
、『
上
司

が
気
づ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
』『
解

決
す
る
役
割
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
で

は
』
な
ど
の
理
由
か
ら
見
過
ご
さ
れ
、
不

祥
事
に
発
展
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
心

理
的
安
全
性
が
高
く
、
風
通
し
の
よ
い
職

場
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
問
題
意
識
が
す

ぐ
に
共
有
さ
れ
て
、
問
題
が
小
さ
い
う
ち

に
解
決
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」

　ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人

口
の
減
少
へ
の
対
応
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
へ
の
期
待
が
あ
り
、
年
齢
や
性
別
、

国
籍
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
に
多
様
な
人
材

を
生
か
し
、
個
々
の
能
力
が
最
大
限
に
発

揮
さ
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
も
、
心
理
的
安
全
性
の
高
い
環
境
は
欠

か
せ
な
い
。

　「組
織
内
に
多
様
な
人
材
が
そ
ろ
っ
て

い
て
も
、
少
数
派
の
立
場
に
い
る
人
々
の

意
見
が
尊
重
さ
れ
な
い
環
境
で
は
、
新
た

＊３　石井氏が、次の資料を基に作図した。エイミー. C.エドモンドソン, 野津智子（翻訳）．（2014）． チームが機能するとはどういうことか：「学習力」 と 「実行
力」 を高める実践アプローチ . 英治出版 . Edmondson, A. C. (2018). The fearless organization: Creating psychological safety in the workplace for learning, 
innovation, and growth. John Wiley & Sons. より一部改変。

基準／Standard

低い 高い

心
理
的
安
全
性

高
い

ヌルい職場
コンフォートゾーン

仕事の充実感はない

学習する職場
学習して成長する職場、健全
な衝突と高いパフォーマンス

低
い

サムい職場
余計なことをせず、

自分の身を守る

キツい職場
不安と罰によるコントロール

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

暮
ら
す

家
庭
や
地
域
の
人
間
関
係
が
健
全
な
生
活
を
支
え
る

⼼理的安全性と基準の関係性図３

※石井氏提供資料（＊３）を基に編集部で作成。

働
く

個
人
と
組
織
が
と
も
に
成
長
す
る
好
循
環
が
生
ま
れ
る
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１
　

授
業
の
内
容
は
？

ス
ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟
を

テ
ー
マ
と
し
た
授
業
を
、
１
・
２
年
生
を
対
象

に
、
全
教
科
・
科
目
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

幸
福
と
は
何
か
、
ど
う
す
れ
ば
幸
福
に
な
れ

る
の
か
を
、
各
教
科
・
科
目
の
視
点
で
考
え
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

２
　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
？

次
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
、
物
事
を
多

面
的
・
多
角
的
に
理
解
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

３
　

な
ぜ
、
こ
の
学
び
が
必
要
？

変
化
が
激
し
い
社
会
で
、
主
体
的
に
人
生
を

切
り
拓
く
た
め
に
は
、
自
分
の
幸
福
観
の
確

立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
テ
ー
マ
を
設

定
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
　
　
　
学
び
？

２年生の国語の授業では、『山月記』の登場人物の心情
から“ＨＡＰＰＹ”について考察。「固定観念から自由に
なることで幸せになれる」「諦めない強い気持ちが大切」
などと、生徒は作品を土台に自己理解を深めた。

写真左・下／１年生の
国語の授業では、学
校生活の中の“ＨＡＰ
ＰＹ”を紹介する中学
生向けのポスターを制
作。生徒が様々な場面
における幸福について
発表し、相互評価した
後、国語科の教師は、
“ＨＡＰＰＹ”という
概念を、家庭科で生徒
が学んだ「地位財・非
地位財」の観点で整理
した。

クロスカリキュラム
生徒が人生を切り拓く上で重要な共通のテーマを

全教科・科目で設定し、授業を展開
山梨県立白根高校

誌上で見学　　　　学びのnext
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ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
特
定
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
複
数
の
教
科
・
科
目
・

単
元
を
関
連
づ
け
て
横
断
的
・
総
合
的
に

学
習
す
る
学
び
で
す
。
環
境
問
題
や
人
権

問
題
な
ど
、
問
題
解
決
の
た
め
に
は
多
面

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
テ
ー
マ
に
つ

い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
複
数
の
教

科
・
科
目
の
教
師
が
協
働
し
て
組
み
立
て

ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
本
校
の
ク
ロ
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
ス
ク
ー

ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟

（Be H
ealthy / A

ctive / Positive / 
Pow

erful / Yourself

　
の
５
要
素
）

と
し
ま
し
た
。
20
年
度
は
、
国
語
科
で
は
、

〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
の
制
作
に
取
り
組
み
、
英
語
科

で
は
、
身
の
回
り
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
調
べ
、
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
理

科
（「
科
学
と
人
間
生
活
」
の
生
物
分
野
）

で
は
、「
動
物
の
学
習
活
動
の
原
理
か
ら
、

試
行
錯
誤
し
て
実
現
で
き
た
こ
と
の
達
成

感
」
を
考
察
し
、
家
庭
科
で
は
、「
共
に

生
き
、
共
に
支
え
る
」
の
分
野
で
、
自
分

の
幸
せ
に
必
要
な
も
の
を
「
地
位
財
」
と

「
非
地
位
財
」
に
分
類
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
）。

　
今
年
度
の
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

７
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
教
科
と

も
、
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
際
に
、
ど
の

単
元
・
分
野
で
〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟
を
テ
ー

マ
と
し
た
授
業
を
行
う
か
を
検
討
し
、
作

成
し
た
授
業
指
導
案
を
校
内
の
共
有
サ
ー

バ
ー
に
保
存
し
ま
す
。
そ
う
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

他
教
科
の
授
業
で
扱
っ
た
内
容
と
関
連
さ

せ
た
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
幸
福
に
つ
い
て
、
複
数
の
教
科
・
科
目

の
視
点
で
多
角
的
に
考
え
、
自
分
事
と
し

て
理
解
で
き
た
生
徒
は
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
主
体
的
に
動
き
始
め
ま
す
。
夏
季
休

業
中
、〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
日
常
を
見
直
し
、
高
齢
の
家
族
の
た
め

に
手
す
り
を
作
っ
た
生
徒
も
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
〝
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟
は
、
生
徒
た
ち
が
多
様
な
価
値

観
や
目
標
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
互
い
に

学
び
の
意
欲
を
高
め
、
自
己
実
現
に
向
け

た
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
存
在
し
て
い

ま
す
。
生
徒
に
は
、
幸
福
を
刹
那
的
な
感

情
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

人
生
を
形
作
る
重
要
な
要
素
と
し
て
理
解

し
、「
１
０
０
年
時
代
」
の
人
生
を
生
き

る
力
を
高
校
時
代
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

家庭科クロスカリキュラム「HAPPY」
授業案（2020 年度・２１年度）図

教科・科目 家庭／家庭基礎

単元 ホームプロジェクト

本時の
目標

（ねらい）

自己の家庭生活と関連づけて生活上の
課題を設定し、問題の解決方法を考え、
計画を立てて実践することを通して、
生活を科学的に探究する方法や問題解
決の能力を身につけさせる。

授業の
流れ

• 夏季休業中の課題として、幸せのた
めに必要なものを挙げ、分類させる。

• 幸せのために必要なものを付箋に書
く。〈個人ワーク〉

• 幸せに必要なものを「地位財」と「非
地位財」に分類する。〈グループワー
ク〉

•「地位財」と「非地位財」における、
それぞれの幸せの持続性の違いにつ
いて理解する。〈個人ワーク〉

• 幸せに必要なものは、個人によって
違うことを理解する。〈個人ワーク〉

• 幸せについての概念を確認した後、
ホームプロジェクトの取り組み方に
関する DVD を視聴する。

• 学習ノートのワークを使って、ホー
ムプロジェクトの計画を立てる。〈個
人ワーク〉

※学校資料を基に編集部で作成。

複
数
の
教
科
・
科
目
の
視
点
で
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察

テ
ー
マ
を
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
で
、

生
徒
に
主
体
的
な
行
動
が
表
れ
る

　　　　　　　　　では、 
「ウェブで見学　学びのnext」で、
同校のクロスカリキュラムについて

さらに詳しく紹介！
〈12 月17 日公開予定〉

VIEW n-express 検索

学
校
概
要

◎
「
自
主
自
立
」「
進
取
研
鑽
」
を
校
是
と
し
て
掲
げ
、

ス
ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〟
の
下
、
幸

福
追
求
を
目
的
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
や
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
育

成
、地
域
探
究
学
習
な
ど
、多
彩
な
教
育
活
動
を
展
開
。

ホ
ッ
ケ
ー
部
や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
な
ど
が
、

全
国
大
会
の
出
場
経
験
を
持
つ
。

◎
設
立
　 

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
　

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
　

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
３
０
人

◎
２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
都
留
文
科
大
、
山
梨
県
立
大
な
ど
に

４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京
経
済
大
、
早
稲
田

大
、
健
康
科
学
大
、
山
梨
英
和
大
、
山
梨
学
院
大
な

ど
に
延
べ
69
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
69
人
。

就
職
８
人
。

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
家
庭
科
。

進
路
指
導
研
究
係
主
事

秋
山
香
江
　

あ
き
や
ま
・
か
え
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2021年 10月号へのご意見

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ベネッセ教育総合
研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最
新号

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧可能です

年度総括会で評価方法を共有
　10月号の学習評価をテーマにした特集が、大変参考になった。中でも、
福岡県立香

か
椎
しい
高校が実践していた、日々の評価を記録する座席表型の評

価表や、観点別学習状況の評価の年度総括会は、本校でも導入したい取
り組みだ。特に、観点別学習状況の評価の年度総括会は、教師一人ひと
りが自らの評価方法を振り返るきっかけになるとともに、教科間で評価
方法を共有することもできる。各教科・科目の教師が、自分たちの取り
組みを率直に伝え合えるような会にしたい。� 静岡県立御

ご

殿
てん

場
ば

高校　松山　陸

学力を多面的に捉える意識転換を
　本校では現在、2022年度から観点別学習状況の評価をどのように行え
ばよいかを議論している。しかし、現行からの脱却を図り、教師の授業
改善や生徒の学習意欲の向上へとつなげようという話し合いにはなかな
かならない状況だ。10月号の学習評価をテーマにした特集を読み、学力
を多面的に促え、それぞれのよい点を評価するといった意識を、我々教
師一人ひとりが持つ必要があると改めて考えさせられた。

山口県・私立高水高校付属中学校　佐
さ

伯
いき

大介

生徒の「なぜ？」「不思議！」を探究のスタートに
　10月号の「新課程に向けて描く『学校教育デザイン』」で紹介された鳥
取県・私立青翔開智中学校・高校の取り組みは、まさしく本校が目指して
いる形を実現したもので、共感するとともに、実践内容が大変参考になっ
た。記事を読みながら気をつけたいと再認識をしたのが、本校でもあった
ことだが、すべての生徒において、探究学習と進路を結びつけなければ
ならないと、教師が考えてしまうことだ。学びがキャリアに結びつくのは、
多くが偶然の産物だ。進路に直接結びつかなくても、生徒には、自分の「な
ぜ？」「不思議！」を大切にして探究を深めてほしい。例えば、看護師志
望の生徒が昆虫の研究に興味を持つことは、素敵なこと。関心の広がりを
肯定することを、教師に推奨したい。� 岩手県立花巻北高校　川村俊彦

伝統校の、地域人材の育成への使命感を感じた
　10月号の「指導変革の軌跡」の岡山県立岡山東商業高校の記事を読み、
生徒の問題解決力と自己管理能力を伸ばすことにより、地域経済を支え
る人材を育成するという、伝統ある商業高校としての使命感を強く感じ
た。教師のそうした使命感が、地域の活性化につながっているのだと思っ
た。� 長野県　匿名希望

いじめの防止と対応について多角的に学んだ
　本校は学期に１回「安心・安全な学校づくり」調査を実施しているが、
改善の余地がある。10月号の「学校危機管理�基礎講座」で紹介されたい
じめの防止と対応は、一部の教師が抱え込まず、学校全体で取り組むた
めにはどうすればよいかという点で、大いに参考になった。教師の意識
転換やリスク管理、働き方改革など、管理職として学ぶべきことが多い
記事だった。 � 静岡県立下田高校南伊豆分校　谷

や

野
の

公
きみひこ

彦

先生方からの
ご意見を
紹介します

2月15日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2022年2月号

　美術室の前にずらっと並んだ石。今号の
「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対
話的で深い学び　授業実践」で紹介した愛媛
県立三島高校に入校し、内

う つ み

海篤
あつひこ

彦先生に案
内された美術室の前で、生徒たちが楽しそ
うに石を立てていました。石は、何にも支
えられず、自立しています。内海先生によ
ると、立体的な創作物を作る上で、素材の
重心を感じ取ることは大事なのだそうです。
生き生きと創作活動に励む生徒たちの姿は、
活動を「主体的・対話的」に学びへとつな
げている様だと感じられました。
　同校は、今年ノーベル物理学賞を受賞さ
れた真

ま

鍋
なべ

淑
しゅく

郎
ろう

氏の母校です。大先輩をたた
えるべく、校舎の入り口に書道部が制作し
た横断幕が掲げられていました。のどかな
海沿いの町が世界で活躍される人を生み出
したのだと、感動を覚えた訪問となりまし
た。（山本）

https://berd.benesse.jp
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短時間の練習でも
強くなるには？

部活動を通して
何を目指す？

先生がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

週３日、短時間の練習でも「花園」へ。
目指したのは「最も記憶に残るチーム」

上
う え

柳
やなぎ

政
しょう

太
た

さん・高校２年生（左）／丸尾 瑛
え い

さん・高校３年生（右）

静岡県・私立静岡聖光学院中学校・高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第4 回

部
31
年
目
の
２
０
０
９
年
に
初
め

て
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
出
場
を
果
た
し
て
以

来
、
21
年
12
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第

１
０
１
回
大
会
を
含
め
て
７
度
、
東
大
阪

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手

に
し
て
き
た
静
岡
聖
光
学
院
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
。文
武
両
道
を
掲
げ
る
同
校
で
は
、

練
習
日
は
火
・
木
・
土
曜
日
の
週
3
日
で
、

練
習
時
間
も
夏
季
90
分
・
冬
季
60
分
と
極

め
て
短
時
間
だ
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
丸
尾
瑛え

い

さ
ん
は
、「
目

の
前
の
練
習
を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
で
練
習
中
に
課
題
を
見
つ
け
、
プ

レ
ー
の
質
を
高
め
る
よ
う
に
常
に
心
が
け

て
い
る
」
と
、強
さ
の
秘
密
を
説
明
す
る
。

水
分
補
給
時
に
は
全
力
疾
走
で
集
合
し
、

補
水
し
な
が
ら
部
員
同
士
で
プ
レ
ー
を
振

り
返
り
、課
題
と
改
善
策
を
即
座
に
考
え
、

実
行
す
る
。
ま
た
、
学
年
の
違
い
を
気
に

せ
ず
に
意
見
を
言
い
合
え
る
よ
う
に
、
部

員
同
士
は
互
い
を
常
に
呼
び
捨
て
だ
。

　
部
員
の
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
同
部
の
特
徴
の
１
つ
だ
。
短
い
練

習
時
間
の
中
に
も
、
各
自
が
自
分
に
必
要

だ
と
考
え
た
練
習
に
取
り
組
む「
主
体
練
」

の
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、キ
ャ

プ
テ
ン
の
ほ
か
に
、
海
外
チ
ー
ム
と
の
渉

創

編集部からのお知らせ

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い
学び　授業実践」で紹介した、愛媛県立三島高校・内

う つ み

海篤
あつひこ

彦先
生の美術の授業と、大分県立大分舞鶴高校・佐藤秀信先生の国
語の授業の様子を、ダイジェスト動画でご覧いただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、
現場の教師や識者のオピニオンなどを「express＝速達」でお伝えします。

誌面で紹介した２つの授業が動画で見られる！

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

学校と地域の連携を深める対話のあり方について考えます！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
本誌18ページを
ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

本誌特集テーマとも
連動！

開催日時 2022年2月4日（金）
	 16時00分〜17時10分
形式	 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2022年1月28日（金）　
参加費	 無料

◀内海先生の授業では、生徒が「最も美
しいと感じるチョウ」を探し、その言語化
を通じて学びを深める様子が分かります。

▶佐藤先生の授業では、生徒がグループ
ワークで活発に意見を出し合い、１つの
答えを導いていく様子が分かります。

アクセスは
こちら！

認定ＮＰＯ法人
カタリバ職員
大槌町教育委員会
教育専門官

菅
か ん

野
の

祐太

講師

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE	アプリの
「友だち追加」＞「ID	検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

第1弾「目指せ、アクティブティーチャー！		ともに一歩を踏み出そう！」
企画：埼玉県立朝

あさ

霞
か

高校　教諭　浅見和寿

開催日時 2021年12月27日（月）
	 13時00分〜15時00分

形式	 オンライン（ライブ配信）
※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法

右の2次元コード、または下記URLから登録してください。
https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we8df68787/form.php

参加申し込み締め切り　2021年12月22日（水）　
参加費	 無料

これからの学校を担う！
若手教師・教育創造M

ミーティング

TG メンバー企画 オンライン勉強会のご案内
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2021年
12月

15日
発

行
　

通
巻

391号
   ［発

行
人

］ 山
河

健
二

   ［編
集
人

］ 春
名

啓
紀

   ［発
行
所

］（
株

）ベ
ネ

ッ
セ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

 学
校

カ
ン

パ
ニ

ー
 VIEW

next編
集

部
   〒

163-0415 東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
 2-1-1 新

宿
三

井
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
　Ⓒ

Benesse Corporation 2021

お 客 様 サ ービ スセンター

C o v e r
S t o r y

株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686　岡山市北区南方3-7-17

フリーダイヤル　0 1 2 0 - 3 5 0 4 5 5 ［受付時間］ 月〜金8：00〜18：00／土8：00〜17：00（祝日、年末・年始を除く）

生徒より

特
集  

地
域
連
携
の
あ
り
方
を
問
う

人
は
生
ま
れ
る
場
所
を
選
べ
な
い
の
に
、
な

ぜ
、
生
ま
れ
た
場
所
に
よ
っ
て
人
生
が
左

右
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。
高
校
時
代
、
中
国
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
そ
う
し
た
疑

問
を
抱
い
た
私
は
、
社
会
的
流
動
性
を
高
め
る

た
め
に
は
公
教
育
が
鍵
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
教
職
に
就
い
た
今
、
生
徒
が
将
来
、
社
会
に
主

体
的
に
か
か
わ
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
ど
の
教

育
活
動
で
も
、
非
認
知
能
力
の
育
成
を
意
識
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
１
日
の
気
づ
き
や
家
庭
学

習
等
を
記
録
す
る「
日ひ

び々

新あ
ら
た

」は
、
毎
日
ク
ラ
ス

全
員
に
提
出
さ
せ
、
私
が
一
人
ひ
と
り
へ
コ
メ
ン

ト
を
書
い
て
返
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
振

り
返
り
の
言
語
化
を
通
じ
て
、
メ
タ
認
知
能
力

や
計
画
的
実
行
力
の
育
成
を
図
る
た
め
で
す
。

　
本
校
は
昨
年
度
か
ら
、「
地
域
と
の
協
働
に
よ

る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
社
会
に
貢
献
で
き
る
世
界
的
視

野
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、
担
当

す
る
英
語
の
授
業
で
、
常
識
や

ル
ー
ル
が
通
用
し
な
い
状
況
に

ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
ら
れ

る
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
疑
似
体
験
ゲ
ー
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
年
生
は
入
学
し

て
ま
だ
半
年
ほ
ど
で
す
が
、
ク

ラ
ス
に
課
題
が
見
つ
か
る
と
、

よ
り
よ
い
ク
ラ
ス
に
し
よ
う
と

自
ら
行
動
す
る
生
徒
た
ち
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、教
師
は
普
通
科
・

探
究
科
の
区
別
な
く
授
業
を

受
け
持
ち
ま
す
。
赴
任
１
年
目

の
私
も
両
科
の
授
業
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
授
業
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
放
課
後
に
行
う
中
国

人
講
師
の
中
国
語
講
座
を
、
生
徒
に
交
じ
っ
て
受

講
し
始
め
ま
し
た
。
私
の
教
師
と
し
て
の
成
長

に
加
え
て
、生
徒
が
英
語
以
外
の
語
学
に
関
心
を

持
ち
、
大
人
に
な
っ
て
も
学
ぶ
大
切
さ
を
感
じ
て

く
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
大
き
な
目
標
で
も

応
援
し
て
く
れ
る
の
が
、
川

崎
先
生
で
す
。
読
ん
で
お
く
と
よ

い
本
や
学
ぶ
べ
き
こ
と
な
ど
を
、
具

体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま

す
。「
頑
張
れ
」「
あ
と
少
し
」な
ど
と
、

「
日
々
新
」
に
添
え
ら
れ
る
一
言
も

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
受
け

て
い
る
中
国
語
講
座
で
、
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
フ
レ
ー
ズ
を
話
す
先
生
の

姿
か
ら
、
目
標
達
成
後
も
新
た
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
っ
て

き
た
今
、一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な

る
学
校
づ
く
り
に
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

2021 
December

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
1
年

12
月
号12

山
梨
県
立

甲
府
第
一
高
校

1KVOL5 

か
わ
さ
き
・
よ
し
ひ
ろ
　
教
職
歴
６
年
。
同

校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導
係
。
英
語

科
。１
学
年
担
任
。

山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
校

　

全
日
制
／
普
通
科
・
探
究
科
／
共
学
／
１
学

年
約
１
８
０
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格

実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、東
北
大
、筑

波
大
、千
葉
大
、東
京
学
芸
大
、東
京
大
、山
梨

大
、京
都
大
、大
阪
大
な
ど
に
１
６
１
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、上
智
大
、早
稲

田
大
な
ど
に
延
べ
５
６
３
人
が
合
格
。

Kaw
asaki Yoshihiro

川
崎
義
碩
先
生

山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
校

新
課
程
に
向
け
て
描
く

 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

大
阪
府
立
農
芸
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

特
集地

域
連
携
の

あ
り
方
を
問
う

国
語

大
分
県
立
大
分
舞
鶴
高
校

佐
藤
秀
信

美
術

愛
媛
県
立
三
島
高
校

内う

つ

み海
篤あ

つ

彦ひ

こ

社
会
を
よ
り
よ
く

変
え
る
た
め
に
、

今
す
べ
き
こ
と
を
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